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　服はっ部とり暁あきらは、美形と呼ばれる類たぐいの顔があまり得意ではない。

　特に、派手な顔立ちが苦手だ。彫りが深く、二ふた重えがくっきりとしていて、精力的な容よう貌ぼうの持ち主には、それだけで腰が引けてしまう。

　そう告げると、対面に座る男はなんとも形容しがたい顔をして、ワイングラスを傾けた。

「君はいつもそれを言うけど……つまりそれは、僕が不細工だと言っているのかな？」

　どことなく楽しげなその口調に、暁は慌てて頭を振った。

「いえ、そういうことでは」

「傷つくなぁ」

　言葉とは裏腹に、彼はまったく憤ふん慨がいした様子もなく、揶や揄ゆを含んだ声音と一緒にワインを口に含む。露つゆほどにも「己おのれが不細工である」とは思っていないからだろう。

　事実、対面の男──來らい徳とくは整った容貌の持ち主だ。年齢は四十をとっくに超えているが、自信に満ちた顔はいつまでも若々しい。

　所帯を持っていないせいか、はたまた会社員ではないからか、あまり老け込まないようだ。

　けれど來徳は、暁を揶揄からかう口実が出来たとばかりに、先程の発言内容をつついた。

「だってそうだろう？　君は好みでもない男と付き合うのかい？」

「……來徳先生」

　いくら個室だからと言って、完全に遮しゃ断だんされた空間ではない。

　窘たしなめるように名前を呼ぶと、來徳はどうかしたのかとばかりに首を傾かしげた。

「僕ら付き合ってるんですか？」

　そう言ってやると、來徳はおかしそうに笑った。けれどそれだけで、暁の投げた問いの答えは返さない。

　今の科白セリフは意趣返しというだけではなく、以前から疑問に思っていたことでもある。冗談のように訊きいてみたつもりだったが、やはり答えてはくれないようだ。もっとも、暁としてもそこを明確にしたいわけではなかったので深くは突っ込まなかった。

「好みのタイプが苦手なタイプとは、君も難儀だね」

　やけに楽しげな口調の來徳の言葉を、暁は聞き捨てた。

　暁は己の性せい嗜し好こうをおおっぴらにする主義ではない。

　來徳はあまりそういったことに抵抗がないようだが、それは暁と違って「女性も守備範囲内」であるという免罪符があるからだろうと踏んでいる。

　好みはひとそれぞれだと思うものの、やはり両バ刀イであるという相手に対して、少々ささくれ立った気分になるのも否いなめない。

　暁は女性に対しては全く食指の動かないタイプで、「美形が苦手」だと思うのも男性に限った話だ。

　勿もち論ろん、思春期の自分の味わった葛かっ藤とうなど、眼前の男は味わってこなかったのだろう、という八つ当たりじみた嫉そねみも含んでいるのだが。

「僕が不細工ではない、というのなら、君は僕のことが『苦手』なのかな？」

　ふふ、と楽しげに笑って來徳はワイングラスをくるくると回した。

　彼は別に酔よっているわけではなくて、終始こういう話し方をする。そこそこ長い付き合いで慣れてはいるのだが、元より口が達者ではない暁はいつも少しだけ返答に困った。

「まあ、得意ではありませんね」

　いつもこうして揶揄われているので、切って返してみる。來徳は「おや」と目を丸くした。

「ということは、僕は君にとっては『美形』に映うつってるんだね」

「そうですね」

「光栄だ」

　先程と全く変わらぬ軽い口調で言うので、暁は苦笑しつつ、デザートのチョコレートケーキにフォークを刺した。

「でも自分も美形の癖くせに、おかしなことを言うね」

「僕のどこが美形なんですか」

　冗談はやめてくださいよ、と鼻で笑い飛ばす。本物の美形にそんなことを言われて真に受けるほど阿あ呆ほではないし、そつなく受け流すほど遠えん慮りょのある間あいだ柄がらではない。

　もう二十四年もこの顔と付き合っているし、暁と交わった男たちも「地味で特徴がない」と暗に不細工だと言い放った。だから、慰なぐさめてもらうだけ惨みじめになるからやめてほしい。

　折せっ角かくうまいものを食べているというのに、泥どろを口に含まされたような気分だ。

　不ふ愉ゆ快かいな心地で咀そ嚼しゃくをしていると、それでもめげずに來徳が重ねる。

「美形だろ？　切れ長で黒目がちの瞳は綺麗だし、顔も小さくて、鼻筋も通ってる」

「……お世辞は結構です」

「君って、基本的にツッコミ気質だけど、こと顔に及ぶと棘とげを含むねえ」

　それがわかっているのならやめればいいのに、來徳はめげずに顔の話を振ってくる。この男を意地が悪いと思う瞬間のひとつだ。

「──さてと。もう食事は済んだかな？」

　暁がコーヒーを飲み干すのを見届けて、來徳がにこりと笑った。無意識にカップを持つ手が震えて、暁は密ひそかに眉まゆ根ねを寄せる。

「どうする。君がよければこの後も一緒に。でもホテルはまだ手配していないから、断っても全然構わないよ」

　少々気まずげな思いを抱かかえつつ、暁は視線を手元へ落とした。

「ええと……今日は帰ってもいいですか」

「勿論。僕はどちらでも。なにか用事が？」

　彼の返答に安あん堵どしながら、暁は首しゅ肯こうする。

「今日ではないんですが、近々中ちゅう鉢ばちの紹介でホームステイを受け入れることになって……」

　高校のときからの友人である中鉢は日本男児というものを具現化したような、太眉の印象的な凜り々りしい男だ。暁がゲイであると知っている数少ない友人で、大学も一緒だったため歴代の男関係も把は握あくされてしまっている。

　中鉢は現在大学院生で、学部生の頃から、留学生のためのボランティアサークルに所属していた。観光案内やティーチングアシスタント、その補佐、時にはホストファミリーやアパートなどの住宅斡あっ旋せんもサークル活動の一つだ。

　來徳は、合が点てんがいったとばかりに頷いた。

「ああ、そっか。君の家に交こう渉しょうしたんだっけ」

「ご存知でしたか」

「僕が一応顧問だからね。それに、彼は僕らの取り持ち役だから」

　過去の話を持ち出され、暁はぐっと言葉に詰まる。

　大学の頃は、一番男関係のサイクルの速い時期だった。しかも誰一人として円満破局に至らず、暁が「派手な男」への苦手意識を抱き始めたのもこの頃だ。

　振られた原因は様々だが、一番の要因は暁の「尽くし体質」のせいだった。

　外を出れば三歩後ろに控ひかえるし、家の中では昼夜尽くしとおす。やがてはお決まりのコースで、相手が調子に乗り、暁を奴ど隷れいのように扱あつかいだした。そのうちに浮気もざらとなり、挙あげ句く「お前みたいなブサイクと付き合ってやってんだ。有あり難がたく思え」と暴言を吐かれるまでが一セット。流石さすがにそこまでされれば暁も愛想が尽き果て、破局に至る。その繰り返しだった。

　幸か不幸か、好みのタイプとばかり付き合うことが出来たお陰で、暁は派手顔の美形を見ると、この人も今までの男のように、と身構えてしまうようになった。

　それを見かねた中鉢がサークルの顧問であった來徳を紹介してくれたのだ。

　來徳は中鉢が籍を置く学部で教きょう鞭べんを執とっている准じゅん教授で、別の学部に通っていた暁とは面識がなかった。目鼻立ちのはっきりとした壮年男性に、暁はひどくたじろいだのを覚えている。

　紹介したとは言っても、中鉢は來徳をあてがおうと画策したわけではない。男もいけるという來徳に、「異性愛者である自分ではわからない悩みを解消してあげられるのではないか」と相談役をお願いした、ということらしかった。

　紹介者の意図を知りながらも、來徳はあるとき、暁を慰なぐさめながら口く説どきにかかった。

　そして、「苦手だが好みの顔」をした、バイセクシャルであることを公言してはばからなかった大人の男に、暁はあっさりと陥かん落らくしたのである。

「彼が僕らを取り持とうと思ったわけじゃないって、わかってるくせによく言いますね。だからあいつも、いまだに後悔してるって言ってますよ」

「へえ、そうなんだ」

「だってあなた、今も昔も、他に男が……女もいるでしょう」

「学生で手を出したのは君だけだよ」

　それがなんの言い訳になるのかと、暁は苦笑する。ある意味今までのどの男よりも最低な部類だとは思うが、今でも続いているのは彼が暁の意思を尊重し決して無理強じいはしないところ、それと、暁を不細工だと面と向かっては言わないところが大きなポイントだろう。

　來徳への気持ちが恋愛感情ではないと気づいた頃、彼とは食事をするだけの関係になっていた。構わないのかと窺うかがったら、楽しげに「援助交際みたいだよね」と笑われた。

「相手の素す性じょうはわかってる？」

「なんか書類貰もらいましたよ。アメリカの……アイオワだかアイダホだか忘れましたけど、そのあたりから来るって。名前はハロルドさん、だったかな」

　暁や中鉢より四つ年上の二十八歳のアメリカ人男性で、学生ではなく社会人で、本職は翻ほん訳やくや字幕作成をしているらしい。使用言語は英語、スペイン語、フランス語で、日本語はそれなりに、ということだ。

　その彼のために、客間を一つ用意しなければならない。ホストファミリーとなるには案外と細かい決まりごとがあり、引き受けたことを後悔しているところだ。

「よく引き受けたね」

「断れるものなら断ってましたよ。僕は商売やってますし。知らない人にあまり家でうろうろされたくないし」

　暁は、書家であった曾そう祖そ父ふから譲ゆずり受うけた二階建ての日本家か屋おくで、書道教室を開いている。祖父母や両親や兄弟はそれぞれマイホームを建てているので、暁と同居はしていない。

　祖父も父も書の道には進まなかった。曾ひ孫まごの暁だけが免状を取るほど続けていたので、大学入学と同時に相続したのだ。暁が幼い頃は近隣の学生に間借りさせていたこともあるらしいのだが、今は暁が一人で住んでいる。

　家で開く教室の他に、カルチャーセンターで講師をしたり、看板や広告などの仕事や筆ひっ耕こうなどで生計を立てている。

「本当はホストファミリーが決まってたのに、ご家族が事故に遭あったとかで、受け入れが難しくなったっていう話で。まあ、ビザが一年だって言うし、断るのも忍びなかったので」

　答えた暁に、來徳は何な故ぜか楽しげににやにやとしている。

「なんですか」

「別に。頑張ってね」

　この男がこういう顔をするときは、なにかよからぬことがあるときで、暁は警けい戒かいを滲にじませながら背筋を伸ばした。













　聞いてない。

　來らい徳とくとの食事から数日後、梅つ雨ゆ明けとともに眼前に現れた留学生と対たい峙じしたときの第一印象はそれだ。

　中ちゅう鉢ばちも上うわ背ぜいのあるほうだが、その男は更に背が高かった。

　男は暁あきらを見下ろし、白磁のような色の顔に埋め込まれたエメラルド色の瞳を細め、グローブのように大きな手を差し出してきた。

「はじめまして、ハットリさん！　わたくし、ハルと申します！」

　差し出したかどうか微妙なくらいに持ち上げた暁の手を取り、ハルはぶんぶんと握った。なるほど、シェイクハンドというわけだ、とどうでもいいことを覚えるくらい、上下に思い切りよく振られる。
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　彼は興奮気味に頰を紅潮させており、握った大きな手も熱かった。離してくれと言いたかったが、とにかくその整った容よう貌ぼうに腰が引けて絶句する。

　その後ろから顔を出した中鉢は、にこにことしながら「よろしくな！」と朗らかな声を出した。

　──おい、聞いてないぞ。

　そう睨にらみを利きかせてみるが、中鉢はまったく気づいていないのか、ハルの肩を叩く。

「大丈夫そう？　こいつが家の中、墨すみの匂においがするからって気にしてたから」

「ハイ！　大丈夫」

　──俺の方が大丈夫じゃない！

　笑顔を振りまく二人を、暁は無表情で見つめる。

　ハルと名乗ったその男は、先週中鉢から打診されていたホームステイをしにきた人物だ。名前はハロルド＝クリスティン＝モラレス。通称ハル。

　書面でしか見ていなかったので、彼の容貌までは気に留めていなかったのだが、今日初めて実物を見て、暁はひっくり返りそうになった。

　──超派手顔の美形じゃないか……！

　日本人の派手顔なんて、眼前の男に比べれば墓石とダイヤモンドくらいの差がある。天気がよいせいか、更に目ま映ばゆく見えた。

　宝石並なみに派手な顔立ちの男なんて、冗談じゃない。來徳でそこそこ慣れてはいるものの、若く精力的な美形なんて苦手以外の何物でもない。

　しかも美形成分を凝縮して固めたような金髪碧へき眼がんの白人男性だなんて、アレルギー体質の人間にアレルゲンをぶちこむような蛮ばん行こうだということを、中鉢はわかっていないのだろうか。

　──わかっていないからこそのこの暴挙だよな……いや、わかっているから今日まで黙ってたのか？　くそっ。

　だが、典型的な日本人の暁に、今更断るなんて真似が出来るはずもない。

　さりとて、ハルと二人きりの生活に堪たえきれるかどうかも謎なぞだ。

　先日、來徳がにやついていた理由がわかった。

　あの男は、ハルの外見を知っていたのだ。だからあのとき言っていた「よく引き受けたね」という科白セリフには、「美形の外国人のホームステイを」という文もん言ごんが頭につくのだ。

「怪我の功名だよな！　書道師範の家になんてなかなか泊まれるもんじゃないし」

「おい」

「ホームステイ中は日本文化を存分に楽しんでくれ。じゃあ、そういうことで後は頼んだぞ！」

「おい……中鉢！」

「よろしく！　じゃあな！」

　待て、と押しとどめる暁を黙殺して、中鉢は逃げるように踵きびすを返した。やはり暁の動揺をわかっていたのだ、あの男は。

　──おい……どうしてくれんだよこれ……。

　行き場のない手をおろし、暁はハルを見上げる。目が合うと、ハルは大きな目を細めた。

　愛想笑いを返し、改めて対峙する。ふと、先程からなにか違和感を覚えていたことがはっきりとした。

　顔は非常に美しいのだが、首から下が微妙な感じなのだ。

　彼の着用しているＴシャツには、太字で「三サン層ソウ式シキ羊ヨウ毛モウ混コン蒲フ團トン」と書かれている。羊と毛で改行してあるので一瞬よくわからなかったが、恐らく日本製ではないその服と笑顔の白人男性を見比べる。

　──一体どこで買うんだ。こういうの。

　あまりに凝ぎょう視しし過すぎていたせいか、ハルが笑顔のまま首を傾かしげた。はっとして、暁は作り笑いを浮かべる。

「あー、初めまして。服部暁と言います。ええと、モラレスさん？」

　ここはミスターモラレス、とでも呼ぶべきなのだろうか。だが日本人である自分が「ミスター」などという敬称を付けるのは些いささか滑こっ稽けいに思えて迷ってしまう。

　ハルは「ハルと呼んでください」と朗らかに言った。見知らぬ年上の男性を愛称で呼ぶのも気が引けるのだが、ここは言う通りにする。

「じゃあ、ハルさんで。俺のことも暁でいいです」

「はい！　暁さん！」

「ぎゃっ……！」

　体当たりするように抱きしめられて、色々な意味で硬直する。すぐに頰をすり寄せて彼が唇を鳴らすのに、暁は混乱しながらも、必死でハルの体を押し返した。

「ハグは結構です！　いりません！　でぃすいずじゃぱん！」

「えー……。暁さん、ジャパニーズビューティですから、ハグしたいです」

「じゃぱにーずびゅーてぃ!?」

　己おのれとあまりにかけ離れた単語に、暁は目を剝むく。己の容姿にコンプレックスしかないが、ところ変われば暁が「ビューティ」に見えるということだろうか。それとも浮世絵的な顔立ちだとでも言いたいのか。

　──文化の違いが辛つらい……。

　できればキスも、と言われて、眩暈めまいがする。

　アメリカ人にとっては普通なのかもしれないが、ここは日本だ。それに、ただでさえ苦手な美形と接触だなんて、仰のけ反ぞってしまう。

「ここは日本なので、ハグもキスもしません」

「ノー……」

　あからさまに落らく胆たんした表情を見せられて、一瞬罪悪感を覚える。それを黙殺して、暁は彼に背を向けた。

「……じゃあ立ち話もなんなので、こちらへどうぞ」

「ありがとうございます。お世話になります」

　多少英語訛なまりがあるものの、思ったよりも日本語が出来るようでほっとする。語ご彙いもそれなりに豊富なようだ。

「あ、畳たたみなのでスーツケースは」

「大丈夫。転がしません」

　そう言って、ハルは大きなスーツケースを軽々と持ち上げた。マッチョというほどではないが、先程触れた感触だと割と筋肉質な体つきで、力もあるらしい。

「あと、うちの家はちょっと昔の作りなので、鴨かも居い……部屋の出入り口が低いです。頭に気を付けてください」

　背の高い中鉢が何度か額を強打したことがある。彼よりも上背のあるハルもいずれ同じ目に遭あうだろうと、先に忠告しておいた。

「ハイ！」

　にこにこと返事をするハルを、用意していた客間に通す。足を踏み入れた瞬間、ハルが「ワーオ」と感嘆の声を上げた。

　畳の上にそっとスーツケースを置いて、部屋の奥へと足を向ける。

「トコノマ！」

「へえ、よく知ってますね」

「これは、フスマですか？」

　床とこの間の脇にある書院の障しょう子じを開け閉めしながら、ハルが訊きいてくる。名称は間違っているものの、それなりに日本文化に興味関心があるようだ。

「それは障子です。襖ふすまはこれ」

「ショージ！　へー……素晴らしい！」

　こんなに喜んでくれるのなら、掃除をした甲か斐いがあったというものだ。日当たりがよいほうがいいだろうと、縁側に面した和室を用意しておいたのだ。

　スーツケースを縁側へ移動してもらい、ホームステイにあたってのルールを説明する。

　ある程度ここに来る前に話はしているようなのだが、念のため確認しておいた。

「月曜日から木曜日の午後は、ここで書道教室……ええと、習字を教えています。ハルさんも学校がありますよね。帰宅される際は、ドアから入ってくださって結構です」

　暁が勝手に喋しゃべり出だすと、ハルは何な故ぜかその場に正座をした。きらきらと目を輝かせ、見つめてくる。

　年上だが、その無邪気な様子に少しだけ緊張が解けてくる。ツンと澄ましたタイプや、落ち着いたタイプでなくてよかった、と心底安あん堵どした。

「朝ごはんは、学校へ行く時間に合わせます。何時ごろですか？」

「あ、僕は毎日行かないです。でも、学校じゃないところも行くので、あー、七時がいいです」

「わかりました。夕飯は用意しておくので、それを食べるようにしてください。ああそれと」

　言いながら、暁は押し入れを開ける。何故か背後で「オー！」と声が上がった。

「和室なので、ベッドを用意できなくてすみません。布団なんですが、毎日上げておいてください」

「上げる？」

　ハルは立ち上がり、こう？　と暁の手から取った布団を両手で頭上に持ち上げる。当たり前のように使っている言葉だったが、布団文化のない人には当然通じなかったらしい。

　なまじハルの語彙が多い分、言葉の取捨選択が少々面倒かもしれない、と思い至った。

「あ、ええと……布団を畳たたんでおいてください、ということです」

「おー、わかりました」

　布団を置いたのを見計らって、暁が寝床を用意する。日中干してあったので、埃ほこり臭くささは飛び、ふかふかになっていた。

「寒かったら毛布を用意しますので言ってください。それから、他に足りないものがあったら言ってくださいね」

「ハイ」

「あ、そうだそれと……」

　外国人が来ると言うので用意していたものがあったのだが、本人を見て少々躊ちゅう躇ちょする。

　首を傾げるハルに、暁は寝巻用の浴衣ゆかたを出した。

「ユカタ……！」

「せっかくなので用意してみたんですけど、ハルさんじゃちょっと丈たけが足りないかも」

　客用の浴衣は曾祖父の頃のものなので、サイズが日本人の平均サイズだ。横よこ幅はばは足りるだろうが、丈は絶対に合わない。

「それでもよかったら着付けのお手伝いをしますから、気が向いたら……」

　押し入れに浴衣をしまい直しながら振り返り、ぎょっとする。

　すぐそばで控ひかえていたはずのハルが、物もの凄すごく近い位置にいたからだ。悲鳴を上げなかった己に頭の中で拍手を送る。

「ちょ、ハルさん近い」

　美形は苦手なんだよ、と内心で悪態を吐つきながら距離を取るものの、ハルはその分だけ距離を縮ちぢめてくる。

　ずずい、と身を乗り出し、ハルは暁の手を握った。大きな手は、まだ熱い。

「暁さん、私は感激しました」

「な、なんでしょう」

　アメリカ人は感情の起伏が激しいのか、と偏へん見けんに満ちたことを思いつつ、日本人らしく愛想笑いを浮かべてみる。

　ハルは宝石のような目を更に輝かせて、興奮気味に詰め寄ってきた。

「これが本物のヤマトナデシコ！」

「……は？」

　どこにあったなにを見てそんな単語が飛び出したのか。

　本気でわけがわからず首を傾げると、ハルはなおも興奮気味に頷く。

「日本人に幻想を見るなとよく言われますが、これは本物！　物静かで優しくて控えめで、尽くすのがヤマトナデシコ！　暁さんはヤマトナデシコですね!?」

　ですね、と言われても困る。

　まさかその形容が己に向けられていたとは思わず、暁は眩暈を覚えた。

「あのね、ハルさん……ヤマトナデシコは女の人に使う言葉でね」

「それに、私は気づきました！」

　どうせ、ろくなことに気づいていない。半なかばそう確信して、暁は「なににですか」と促うながす。

「苗字が服はっ部とりということは、暁さんは服部半はん蔵ぞうの末まつ裔えいですね!?」

「違います」

　流石さすがにここは早めに否定しないとまずいと、暁は即否定する。ハルはきょとんとした後、またまた御冗談をとばかりの顔をした。

「ニホンカオクと服部、これはもう誤魔化しようもなく忍者じゃないですか！　タタミガエシ！　ドンデンガエシ！　トコノマにはカタナカクシがあって、その掛かけ軸じくの奥には抜け穴が」

「伊い賀がとはなんの所縁ゆかりもないし、うちは忍者屋敷じゃなくて一般住宅だし、俺は火か遁とんの術も分身の術も使えませんから！」

　マシンガンのように喋り出したハルを止めるべく、暁も必死に捲まくし立たてる。勘違いです、誤解です、と叫ぶと、ハルはぴたりと口を噤つぐんだ。

「……って言って、隠しておかないといけないという忍びの掟おきてが」

「ありません！」

　そんな幻想は打ち捨てろときっぱり言い放つと、ハルは「オゥ……」と悲しげな声を上げた。

　それにしても、随ずい分ぶんとからくり屋敷に詳しい。刀隠しってなんだ、と思いながらも、暁は必死に自分が忍者とは無関係だと説明する。

「通信手段はヤバネで……」

「携帯電話です。大体にして、服部って苗字が日本に何世帯あると思ってるんですか。少なくとも、うちは服部半蔵とは無関係です。忍者の知り合いもいません。書道教室は世を忍ぶ仮かりの姿じゃなくて、俺の本職です」

　夢を見させてあげたいのはやまやまだが、一体どんなからくり屋敷だと思われているのか。

　先程部屋をきょろきょろと見渡していたのは、単に物珍しいからだけではなく、からくりを探していたのかもしれない。

　ようやく納得し、目に見えてしょんぼりとした様子のハルに、暁は苦笑した。

　どうも、ハルは日本贔びい屓きというか忍者贔屓というか、とにかく日本が好きらしい。嫌いならばそもそも来日などしてこないだろうが、その勢いに微笑ほほえましさすら感じてしまった。

　うまくやっていけるのか。そもそもこのノリについていけるのか、という不安はあったものの、初めて顔を見たときのような苦手意識が薄れていることに気が付く。

　──なんだろう。あまりにも中身が残念すぎたせいか、だんだん美形に見えなくなってきた。

　確かに黙っていればハンサムなのだが、もう喋っているところを聞いてしまったので、残念なお釣りが出てしまう。

　思わずふっと吹き出すと、ハルが首を傾げて笑顔を向けてきた。

　それ自体は外国人の映画俳優のようでやっぱりかっこいい。中身があれだと思うと笑いがこみ上げてくるが。

「忍者屋敷じゃなくてごめんなさい。これからよろしく」

「私こそ、すみません。よろしく、お願いします！」

　差し出された手を、暁は自然に取った。今日だけで三度目の握手だ。大きな掌てのひらは何度握っても熱かった。













　詳くわしく話を聞くと、ハルは大学に勉強をしに来たわけではないらしい。

　中鉢と來徳の所属する大学が開講している生涯学習教室で、英語の講師をしているのだそうだ。それも毎日ではなく、週に三度、火・水・木曜日に教えに行くだけだ。初級英会話なので暁もどうか、と誘われたが丁てい重ちょうに辞退した。

　その仕事やボランティアの合間に、母国から引き続き持ち込んでいる本職を片付けるらしい。

　暁もあまり外出する職業ではないので、自然と二人で家の中にいることも多くなる。

　一方でハルは一人で出かけることも頻ひん繁ぱんにあり、色々な写真を撮とっては帰宅後に暁を質問攻めにした。

　初対面のときは色々と日本文化を誤解していそうな印象だったが、ハルは平素、それなりに真っ当な人物であった。ある一定のジャンルになると冷静さを欠くようで、それ以外のことには好奇心と理解を示す。

　家の中で誰かとひたすら話す、というのは子供のとき以来で、最初のうちは喉が嗄かれてしまって、書道教室の子供たちに風邪かと心配されたりもした。

　ハルの質問は、生活文化や社会的なこと、言葉の意味など多た岐きに渡り、時折答えられないこともある。

　そんな中で最近よく詰まるのが、言葉に関する問いだ。

「──ねえねえ、暁さん。『映画に行きましょうか』と『映画に行きませんか』ってどう違いますか？」

　今日も今日とておかしなＴシャツを着用しているハルに、夕食の時間に出し抜けに投げかけられて、暁は目を丸くする。

「ええと……？」

　因ちなみにこの日のハルのシャツには、黒字に白抜きの楷かい書しょで「尻シリ軽ガル」と書かれていた。意味がわかっているのかと尋ねると「仕事が早いってことでしょ？」と邪気のない笑顔で答えてくれたのだ。曰いわく、ぐずぐずとした人のことを「腰が重い」ということは知っていたので、尻が軽いはその逆でてきぱきと動く人のことでは、と推測したらしい。

　ピンと来たんだ！　と確信的に語る彼に真実を言うのは気が引けたが、意味を知らないほうが後々トラブルになるかと、暁は「それは身持ちの悪い人のことだよ」と教えてあげた。ハルは予想が外れたことにショックを受けていたようだが、それを着てそのまま外へ行ってしまった。

　出がけに日本語むつかしい……と眉まゆを寄せていたので、今日はなんとなく言葉の質問が来そうだと予想していたが、当たったようだ。

「『映画に行きましょうか』と『映画に行きませんか』……？」

「ハイ！」

　そんな違いなど、普段あまり考えたことがない。確実に使い分けている気がするのだが、その法則を教えろと言われてもパッと出てこない。

「なにが違う？　どっちもShall we?」

「あー……」

　まず「Shall we」だよと言い切れるほど英語に明るくない。かといって、日本語でも違いをどう説明したらいいかわからず、暁は考え込む。

　──「行きましょうか？」「行きませんか？」……なんだろ。

「えーと……どっちもあんまり変わらないから、どっち使ってもいいんじゃない……かな？」

　そんな答えじゃ駄目だろうか、と恐る恐る口にすると、ハルは少々納得のいかない顔をしたが、引き下がった。

　それにほっとしていると、続いての問題が投下される。

「じゃあ、『ドコドコ〝に〟行きます』と『ドコドコ〝へ〟行きます』はなにが違う？」

「えええっとおぉ……っ？」

　殆ほとんど一緒じゃん！　と言いたいところだが、助詞が違うということは、違うなりの理由があるのだろう。

　しかし、日本語を小さな頃から使っているこちらとしては、明確な違いがないようにも思える。だって、どちらでも通じるのだ。

　困り果てて、好きなほうでいいよ、と答えにならないことを言ってしまう。

　なんだかハルと話していると、日本人としての面めん目ぼくが立たなくなってくる気がする。

　──そりゃ、一応高校の国語の教員免許は持ってるけどさ、国語が特別得意なわけじゃないしわかんないよそんなの。

　ハルは「服部だから忍者！」などという無茶苦茶なことを言うくせに、日本語や他の日本文化には明るい。

　曰いわく、「歴史とテクノロジーの国だから、忍者がいてもおかしくないと思った」のだそうだ。自動車があるのに、その横を人力車が走ってるじゃないか、と。

　よく知っているな、と思うこともあるし、異文化についての理解を示したりもする。

　「アメリカではこうだったよ」と彼が言うのは、「だからアメリカにいたときと同じにしてもいいよね」という意味ではなく、単に「日本とここが違う」というだけの意味合いだ。

　それは、暁にとってハルの好ましいところの一つだった。

　──だけど文法の質問とかはやめてほしい……。妙に難易度が高いんだよなぁ。

　本職は翻訳家だと言っていたので、そもそも言語自体に興味があるのかもしれない。

　考え込んでしまった暁を他よ所そに、ハルは肉じゃがのジャガイモを器用に箸はしで摑つかむと、ぱくんと口の中にいれた。

「Delightful!　これが噂うわさのニクジャガ……！」

　ヤムヤム、と咀そ嚼しゃくする姿が本当に美お味いしそうで、ついつられて笑ってしまう。

　今日はハルのリクエストで、「和食らしい和食」を用意した。

　事前に渡されていた書類に嗜し好こうについては記載されており、日本食は大体大丈夫らしいということで、献こん立だてを考えるのにそれほどの気苦労はない。納豆も海の苔りも大丈夫らしいが、唯ゆい一いつ梅干しが苦手のようだった。

「これはなんですか？　ワサビの味がする！」

　先程の質問を頭の中で繰り返し考えているというのに、質問した本人は全く別のことを口にする。

「あ、えーと。それはほうれん草のわさび和あえ。海苔と刻んだ葱ねぎも入ってる」

　今日は肉じゃがと、大根おろしつきの出し巻き卵、鱈たらの蒸し煮、ほうれん草のわさび和え、それと玉ねぎの味み噌そ汁しると漬つけ物ものだ。

　元より料理は苦手ではないし、ハルがいちいち感激してくれるのでつい気合いを入れて作ってしまう。引かれるかな、と思っていたので、こっそり安堵した。

「まだ沢山あるから」

「ハイ！　暁さんの料理は、とても美味しいです！」

　ハルの受け答えを聞きながら、暁はそっと背後の鍋なべを思う。恐らく足りるだろうが、油断はできない。

　ハルは、予想よりも食べる男だった。初日の朝食は、二人分として作ったつもりがハルの一人分にも満たずに、急きゅう遽きょ大盛りのスパゲッティーをゆでる羽目になったのだ。

　流石さすがビッグサイズの国、なめていた。

　だが暁の「尽くし」心に火が点き、以降は量に気を付けながら挑いどむように食事を用意している。

　──考えてみれば、こんな風に美味しいって言ってくれるやつ一人もいなかったな。

　歴代の恋人と、ハルを比べてはいけないのだけど、ついそんなことを思ってしまう。

　外食がめんどくさいから作れと言われたり、リクエストだって「面倒だから○○でいいや」という言われ方をされることが多かった。しかも、面倒だからと言いながら、大して簡単でもない料理を注文されることも多かった。

　一番馬鹿なのは、それでも作っていた自分だろう。

「暁さん？　どうかした？」

「あ、いや……そんなに喜んでくれると作り甲が斐いがあるなって」

「だって、本当ですから」

　美味しい！　と今度は日本語で言ってくれたハルに、暁は自然と笑んでいた。

　美形だから、と初日は憂鬱に思っていたが、今は彼の変わったところや好ましいところに触れ、苦手意識は殆ほとんどなくなっている。

「ハルさん、食べたいものがあったらリクエストしてくれる？　なんでも作れるってわけじゃないけど、高いものじゃなければ出来る限り作るから」

　一品決まれば、献立を決めるのも楽だ。そう言うと、ハルは宝石の色をした瞳を輝かせた。

「ワーォ……じゃあ、今日から食べたいものリスト作ります！　実はずっと本場で食べてみたかったものがあるんです！」

「あ、あの、あんまり期待しないで。素しろ人うとだから」

「謙けん遜そんです！　暁さんの料理、超オイシイですから。楽しみです」

　過度に期待して見せるハルに、暁は若じゃっ干かんのプレッシャーを感じる。だが、打診だけでも喜んでくれているのが嬉しい。

「ずっと思ってましたけど、暁さんの習字は静かだね」

　またしても唐突に切り出され、暁は首を傾げる。

「静かって、なにが？」

　味噌汁を吸いながら、ハルは人差し指を立てる。

「ハイ。暁さんの習字、子供いっぱいいるでしょ。でも静か」

「あー。普通の習い事よりは、書道教室って静かだね。基本的に書いたらおしまいだし、書いている間は喋らないしね」

　ごはん茶碗が空からになったかと手を差し出すと、ハルは元気よく「お願いします！」と寄越してきた。居い候そうろう、三杯目はそっと出しと言うんですよね、と雑学の披ひ露ろうつきだ。

「でも、僕がハイスクールのときの日本語クラスで習字したとき、とてもうるさかったです。ここに来る子供より皆大人でしたけど」

「習字の授業なんてあるんだ」

「ハイそうです。ボランティアの日本人が来ました。そこで教えてもらったときは、もっとワーワーしていました」

「あー……」

　暁からすると、書きながら話せるほうが凄すごいと思うのだが。

　恐らくそういうボランティア活動で日本文化に触れる体験というのは、「字を綺麗に書く」のが目的ではなく「楽しんで習字をする」というのが目的だからだろう。

　そう説明すると「それでも静かなのがびっくり」と言われてしまう。

「じゃあハルさん、お習字したことあるんだ？」

「日本語全然わからなかったとき、一回だけ。なに書いたか忘れましたけど」

「今は漢字とかわかる？」

　基本的に彼のＴシャツには日本語の変な言葉が漢字かな混じりで書かれている。尻軽は読めたようだが、初日の蒲フ團トンに関しては全く読めていなかったらしい。

「ちょっとだけ。ひらがなとカタカナは書けます」

「へえ、凄すごいね」

「日本人にとっては当たり前でも、いっぱい種類ある文字を混ぜて使うの、外国人には難しいです。大体みんな、カタカナで躓つまずく」

「そうなんだ」

　それを少ないとはいえ書けるようになっているのは、彼が相当勉強したということだろう。暁も外国人に書道を教えることがあるのだが、ひらがなで精一杯、という人も確かに多い。

「そうだ、暁さん。僕にも習字、教えてください」

「ん？　いいよ。いつがいい？」

「いつでも！　あ、月曜日も教室してますね。子供たちと、ついでにやったらダメですか？」

　駄目、ということはないが、大おお柄がらな白人男性と一緒、と言ったら子供たちは緊張しないだろうか。気になって落ち着かないこともあるかもしれない。

　自分が子供のときと違って、それなりに外国人や英語に慣れてはいるとして、子供の中に見知らぬ大人が混ざるというのもどうなのだろう。だが異文化交流の場になるなら、そう悪いことではないのか。

　ううん、と思案していると、ハルが「駄目？」と訊いてくる。

「うーん……まあ、いいかな。でも俺の教室正座だけど」

「正座大丈夫！　得意です！」

　正座が得意、という表現が果たして正解かどうかは置いておいて、ならば大丈夫だろう。

「料金はいくらですか？」

「ああ、別にいいです。教えるって言っても、段を取りたいとかじゃないんでしょ？　代わりに、あまり手をかけられないけど」

「あー……でも」

「いいよ別に。日本文化体験のボランティアって感じだから」

　あまり気にするなと言うと、ハルは素直に頭を下げた。

　食事を終えて食器を下げると、ハルが傍かたわらに立って手伝いを申し出てくれる。

「部屋の掃除以外は別にしなくてもいいことになってるんだよ」

「手伝いたいんです。いいでしょ？」

「あー、うん。じゃあお願いします」

　他人と共同生活をした経験は、暁には殆ほとんどない。以前元恋人に転がりこまれたことはあるが、暁の好きになる男はいつも縦のものを横にもしないタイプだった。

　だから、こんな風に手伝いを申し出られたことは一度もない。

　久しぶりでどうなることかと思ったが、慣れれば共同生活も楽しい。ハルが日本贔びい屓きというせいもあるかもしれない。自国のことを褒ほめられれば、やはり悪い気はしないものだ。

「あ、今日も美味しいごはんをありがとうございました！　ごちそうさまでした」

「お粗末様でした」

　そう言いかけた暁を、ハルは両腕で抱きすくめる。スポンジを落としそうになったが、なんとか堪こらえた。

「ハルさん、前も言ったけど、ハグはいりません」

「でも感謝の気持ちを伝えたい！」

　ありがとう、と言いながら、ハルはハグにとどまらず、ちゅっちゅ、と頰や耳元に挨あい拶さつのキスまでしてきた。

　耳が弱いので、不意打ちのリップ音に背筋がぞくんとしてしまう。

　──スキンシップ激しいなアメリカ人！

　同居してから幾いく度どか同じことをされたが、身構えていてもやはり慣れるものではない。それを日本人はシャイだな、などと言われるといたたまれないことこの上なかった。

　今はハルに慣れたが、苦手な「美形」にそんなことをされて、最初は本当に息が止まるくらい驚いたのだ。嬉しい気持ちが一杯になるとついしてしまう、と言われ、彼も無意識にやっているからかもしれないが、あまりに不意打ちすぎて対処できないこともある。

　慌てて押し返すと、ハルはにこにことしていた。

「それに、顔赤くなる暁さんは可愛かわいい」

「かわ……」

　誰がなんだって、と言いたいところだが、ハルは恐らく恥ずかしげもなく復唱するだろう。ならば恥をかくのは一度でいいと、暁は口を噤つぐんだ。

　臆おく面めんもなく「素敵だ！」などと言われると、困りつつも嬉しい。

　これが日本人からであれば、きっと素直に受け取ることが出来なかった。外国人が言うからこそ、恥ずかしいと思う程度に収まっているのだ。

「……ハルさん、男に『可愛い』は使わないんですよ」

　語彙のチョイスミスだけは指摘しておかないとならない。暁が訂正すると、ハルは驚いた顔をした。

「そうなんですか？　でも『綺麗』なら言う？」

「……それもあんまり言わないと思う」

　じゃあ男を褒めるにはどうしたらいいんだ、とハルがむくれる。だがもしそんな語彙を教えようものなら、彼が暁をその言葉で形容するのは必至だ。だから、「そんなものはない」と言って誤魔化す。

　ハルはつまらなそうな顔をしながら、暁の洗った食器を布ふ巾きんで拭ふいてくれた。

　恋人と二人で並んで台所へ立った経験も暁にはない。家事をするのはいつも暁の役割だったし、暁もそれをよしとしていた。

　けれど、二人で並ぶのも結構いい気分だ。そんな風に思って、ハルは恋人じゃないだろう、とはっとする。

　──本当は俺、ずっとこうしたかったのかな。褒められたり、一緒にいたりとか……。

　ぼんやりとしながらも手は動かしていたので、台所はすぐに片付いた。居間へ移動して、食後のお茶を出していると、ハルがテレビを見ながら「ねえ暁さん」と声をかけてくる。

「なに？」

「今日から、暁さんにキスしてもいい？」

「……は？」

　言われている意味がわからずそれだけを口にすると、ハルがくるりと顔を向けた。

「おはよう、おやすみ、いってきますのキス、してもいいですか？」

「え、あ」

　つまり、挨あい拶さつのキスということだ。

　──び、びびった……。

　ハルの国ではそれが習慣なのだろう。日本ではあまりしないので遠慮していたが、そろそろ慣れて来たから打診してみたのかもしれない。

　じっと見つめられて、暁は視線を彷徨さまよわせる。

　ハルの中身が日本オタクだから多少は緩かん和わしたものの、美形が苦手なのは変わりがないわけで、不意打ちではなく改まって頰にキスなどされたら怯ひるんでしまいそうだ。

　──でもせっかくなら気持ちよく過ごして欲しいし……。

　でもキスだぞ、と自問して、悩みに悩んだ挙句に暁は頷いた。自分にとってはキスでも相手にとって挨拶ならば、意識をすることもないと結論付けたのだ。

「ありがとう！　暁さん」

　よほどうれしいのか、喜色満面でハルが抱きついてくる。ありがとうのキスも挨拶のうちかな、と戸と惑まどいながらも、暁は苦笑しつつ頰で唇を受けとめた。













　暁の運営する書道教室は、主に小学生から高校生までを対象としている。開始は十四時からで、十五分刻みに生徒が増えていき、暁の指導を受けながら既定の枚数を書きあげたら終わりだ。

　翌週の月曜日、予想通り、ハルの参加によって書道教室は少々のざわつきを見せた。部屋の隅っこで正座しているハルを見て、一番目に教室に入ってきた子供たちがびくりとする。

　ハルはにこっと音のしそうな笑みを浮かべ、会え釈しゃくをした。

「こんにちは！」

「……こんにちはー……？」

　ちらちらと新顔の外国人を気にしながら、子供たちは席に着いて道具を準備し始める。まだこの時間は小学生しかいないせいか、ただでさえ大柄なハルがますます大きく見えた。

　ある程度生徒が揃そろったあたりで、自分のところにホームステイしているアメリカ人のハルだ、と紹介する。いかにも白人、という外見に、中央に「道ド産サン子コざんぎずむ」と江戸文字で書かれた謎のＴシャツを着ているハルに、子供たちは目を白黒させていた。

「はじめまして、私はハルです！　アメリカから来ました。暁さんに習字を教わりたいとお願いしました。皆のも見たいです。よろしくお願いします」

　元気よく自己紹介をしたハルに、子供たちがよろしくおねがいします、と揃って頭を下げる。

「はいじゃあ集中。いつも通り硬筆から始めて」

　そう言うと、子供たちはハルに向けていた視線を手元へと戻し始める。

　ハルは生徒たちの習っている姿も見たい、と言うので、特にノルマの枚数は設もうけず、好きにさせることにしていた。毛筆の練習をしつつ、時折子供たちの姿を機嫌よく眺ながめている。

　いざ始めると、見知らぬ外国人をちらちらと気にして注意力が散漫になる子や、何故か怯おびえたようにさっさと帰ってしまう子もいた。だが、教室の隅っこでにこにことしながら硯すずりに向かうハルは、子供たちの目には概おおむね好意的に映うつったようだ。小学校で英語の授業があるらしく、片言ではあるが積極的に話し掛ける子も多かった。ノルマの終わった子もそうでない子も、一人が向かうとぞろぞろとハルの元へと寄り始める。

　ハルに与えたのは、小学二年生と同じ課題の「海」という字だったので、教室にいる殆どの子がその字を書いたことがあるのだ。

　最初は手ほどきのように近づいて行った生徒たちだったが、その内に雑談メインにシフトしていく。

「ハルさん、アメリカのどこから来たの？　日本になにしに来たの？」

「お寿す司し好き？　納豆好き？　お箸使える？」

「結婚してるの？　何歳？　彼女いる？　血液型何型？」

　遠えん慮りょのない、時には不ぶ躾しつけな質問にでもハルは笑顔で答えてくれている。日本が好きだ、と臆おく面めんもなく自国を褒める外国人に、子供たちも悪い気はしないようだ。

「ハルさんは、アメリカが好きじゃないの？」

　女子児童から飛んだ科白に、ハルは目を丸くした。ハルがあまりに日本の魅力的に思うところを語っていたせいか、特に悪気なく問うたようだ。ハルは一瞬困った表情になり、そうだなあ、と呟く。

「僕は日本が好きだけど、自分の国が嫌いになったわけじゃないです。日本は素晴らしい。でもアメリカもとても素晴らしい。二つの国には沢山違うことがあるけど、そのどちらにも愛するところが沢山あります。僕はそのどっちもが好きだし、どっちか選んでと言われたらとても困ると思います」

　ハルの返答に、彼女は納得したのかそうでないのか、曖あい昧まいな表情を浮かべた。ハルは他の子の顔を見て、笑みを深める。

「なにかを好きになるのは、他のなにかを嫌いになることじゃないです。なにかをとても好きになったほうが、他のいいところがわかるときもあります」

　それは多分、「理解」ということなのだろう。ハルの日本語は時折拙つたないこともあるが、そのほうが子供たちには通じるかもしれない。先程から手がお留守になっている子が多いけれど、こういう交流は子供のためになるだろうと、敢あえて水を注さしたりはしなかった。

「もしかしたら、留学とか仕事とか、皆も外国に行くことがあると思います。そのとき、その国のことを沢山調べるの、好きになるの、とても大事なことです」

　初しょっ端ぱなに「忍者！」と言ったり、今も変な日本語Ｔシャツを着たりしているハルだから、暁は苦笑する。恐らく憧れの国への夢が破れることもあるのだろうが、それも経験だろう。

「でも、自分の国を沢山わかってから行くの、おススメします」

「それ知ってる。自分の国の文化に誇ほこりを持ってないと馬鹿にされるんでしょ」

　ハルの言葉に中学生の女子生徒が言い添えると、ハルは「それもあります」と頷いた。

「好きな人ができたとき、自分のことも好きになってと思いませんか？　でも、自分のいいところがわからない人、アピールできませんね？」

　異文化交流ではなく、もっと身近なところに話を落としたハルに、子供たちはそこそこ納得した様子だった。

　ちら、とハルの目がこちらを向く。暁は話を切り上げるタイミングかと、口を開いた。

「はい、まだ練習している人がいるから、静かにね」

　暁が声をかけると、子供たちはそれをきっかけにハルに「じゃあね」と言いながら離れて行った。相手をしてくれてありがとう、と目で礼をすると、ハルは手を振って応こたえた。そうして、彼自身も中断していた練習に戻る。

　小学生たちがはけて、高校生が来るようになると、少し落ち着いた空気に戻る。高校生たちもそれなりに話し掛けていたものの、流石に先程のような質問はしなかったようだ。来日の目的や出身地、日本食を食べたことがあるかどうか、というのはお決まりの質問なのか、小中高生、全員から必ず同じことを訊かれても、ハルはその都つ度ど律りち儀ぎに答えていた。

　終わってみればそれなりに和気藹あい藹あいとした空間にはなった。ただ、いつもより子供たちの字が荒れていたのは気に掛かる。

　これは来週から考えないとな、と暁はこっそりと本日の反省をした。

「お疲れ様です。暁さん」

「あーなんか子供相手をさせちゃったね。ごめん」

「いえ、みんな可愛いです。それに、優しい。楽しかった」

　ハルが笑顔なので、本当にそういう気持ちでいてくれたのだろう。でも、ちょっとだけ気が引けるのも本当だ。

「ハルさん、今更だけど、よかったら今からちょっと教えようか」

「本当ですか？」

「うん」

　ほったらかしにしてしまったという罪悪感もあるので、少しだけご奉仕をしようという気にもなる。

　ハルは予あらかじめ教えていた通り、半紙を軽く折って中心の線を付けた。

　子供たちにするように、暁はハルの背後にまわり、筆を持つ手をとる。なにが始まるのかと警戒しているのか、ハルが狼ろう狽ばいした様子を見せていた。

「暁さん？」

「二人羽織って知ってます？　ああいう感じで、俺がハルさんの手をとって文字を書きます」

　そう言って、暁はハルの肘ひじを左手でそっと持ち上げた。

「文字は、手首じゃなくて肩で……腕全部を使って書くイメージです。そうしたほうが、文字を綺麗に形づくれます」

　それから手を摑つかみ、筆を垂直に立たせる。

「一度書いたところを戻って書いたりしちゃダメです。書道は一発勝負です」

「は、ハイ」

「そして、筆の先からお尻しりまで使って、文字を作ります」

　──大人っていうのもあるけど、平均よりでかいからかな。やっぱりちょっとやりにくい。

「文字は『流れ』で書きます。筆記体とイメージは似てると思います」

「筆記体……は、書けないです僕」

「えっ、そうなの？」

　少なくともハルは教わったことがないらしい。英語圏けんの人は皆書けるものだとばかり思っていたので、少し驚いた。

　気を取り直して、彼の手の上に己の手を重ね、半紙に筆を置く。そうして、ハルの手を導きながら、暁は「海」という字を書いた。
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　筆の持ち方の矯きょう正せいまではせずに、文字の流れを教えるように手を動かす。

　筆から手を離すと、ハルが長い溜息を吐ついた。

「ハルさん？」

　半紙を持ち上げ、まるで美しいものを眺めるように、毛筆の書を見つめる。

「すごいです……。僕の持っていた筆が書いたとは思えない。動かしたのは暁さんですけど、でも」

「でも、こうするとどう動かしたらいいのか、なんとなくわかりますよね？」

　はい、とハルは興奮気味に頷く。

「僕の書いたものと、なにが違うかわかりました。ジャンプしたところも、ストップするところも、一本道を歩くように筆の自然な流れで書くんですね」

　新聞紙に挟はさまれたハルの書は、全て一定の力で、真一文字に線を引くように書かれている。ペン字と同じ要領で書いているのがありありとわかる出来だ。

　けれどそれなりに「とめ」や「はらい」などをどうすればいいのか考え、苦心した跡が見える。

　外国人が文化体験として書くのであれば、それで十分だろう。

「十分よくできてますよ」

「暁さん、嘘はよくないことです！　こんなに違う！」

　自分の書と、暁が手を取った書を並べて、ハルが興奮気味に言う。苦笑して、ハルは半紙を下敷きに敷いた。

「じゃあ、もう一枚、今度は自分で書いてみましょうか」

　暁の言葉に、ハルが緊張気味に背筋を伸ばす。ハルは先程暁がアドバイスした通りの姿勢で書き始めた。

　だが慣れない体勢のせいか、自由に書いていたときよりもぎこちない出来になる。それは本人もわかっているのか、出来上がった書を見てしょんぼりと肩を落とした。

「あんまり緊張しないで。それと、このさんずいのところ……あ、さんずいわかります？」

「わかります。カタカナのシに似てる。『水』の意味です」

「そうです。これは、ただ筆を置くんじゃなくて、ここも筆先からすっと入って、トンと押す感じ。で、三画目は割と勢いを付けるイメージで……」

　先程の感覚を思い出させようと、手を軽く動かしながら説明する。なにかわかりやすく伝える方法は、と思案し、ハルが「水」と言ったことを思い出す。

「ドロップ、ドロップ、スプラッシュ、って感じです」

　ちょっと子供っぽい言い回しだっただろうか、と気になるが、ハルはきょとんと目を丸くした後、笑顔を作った。

「なるほど！　それ、覚えやすいです」

　ドロップ、と言いながら、雫しずくを作るイメージで筆を落とす。二画目も同様に形を作り、三画目はスプラッシュ、と少し思い切りよく跳ねた。

「おおー……」

「そう。綺麗です」

　ハルはそれなりにコツを摑んだのか、ゆっくりと筆ふで遣づかいを覚えていく。十枚ほど書くと、それなりに文字を形作れるようになっていた。

「じゃあ、この一番よくできたものに名前を入れましょうか」

　暁は立ち上がり、自分の席に戻って半紙を取り出す。署しょ名めいを横文字にするわけにはいかないので、カタカナでハルと書いてから少し思案した。

「ハルさんって、本名はハロルドだっけ？」

　略称より本名の方がいいのだろうか、と訊きいてみる。ハルは半紙を持ったまま、首を傾げた。

「ハルも本名です」

「え？　略称……ニックネームじゃなくて？」

「あー……日本はそういうのないと思うんですけど、短い名前とニックネームは似ているけどちょっと違います」

　どちらも一緒の人物もいるが、基本的には短縮形の名前は本名と同じ扱いになることもあるらしい。つまり、公的な場面でも短縮形が使われることがあるとのことだ。

　愛称として使われているとばかり思っていたので、それなりに意外に思った。

「ハルさんは、ニックネームは別にあるの？」

「ニックネームかどうかわかりませんが、僕はよく『ナード』と呼ばれてました」

「ナードってどういう意味？」

「ＯＴＡＫＵってことです」

　けろりと答えたハルに、暁はなんと言ったらいいか困ってしまう。

　言語オタクであることに加え日本のアニメや漫画オタクなので、親しみや揶や揄ゆをこめて「ナード」と呼ばれることがあるのだという。

　きっとあまりいい意味ではないのだろうと思うが、深くは追及しないことにした。

「ていうかハルさん、アニメオタクなの？」

「ハイ！　漫画も大好き。振り仮名ついてないとちょっと難しいけど」

　実は一人で出かけたときに漫画喫茶などにも行っているらしい。暁は漫画にあまり詳くわしくはないが、書しょ棚だなにあるコミックスを読んでもいいと言うと、ハルの顔が輝いた。

「略称って、なんかセオリーがあるんだよね？　キャサリンだとケイト、みたいな。ハロルドはハルがセオリー？」

「他にもハリーって言うときもあります。でも僕は、ハリーよりハルのほうが好き」

　ハリーだと、某有名な魔法使いを連想してしまうので、苦手らしい。

「日本人は僕の名前が発音しにくいみたいだから、短いハルのほうがいいかなと思ってます」

　言いながら、ハルはきちんとＲとＬの発音をしてくれるのだが、日本語のラ行とは違う発音らしいということしかわからない。

「あー……」

「Ｒ」「Ｌ」の発音は、日本人が苦手な発音の一つでもある。中学生のころに「Ｒ」は巻き舌だと習った気がするのだが、大人になってそれはまったくの誤解だったというのが判明し、ますます訳がわからなくなった。

　例によって、暁も「Ｒ」や「Ｌ」の発音の違いはわからない。

「え、ちょっと言ってみて？」

「Harold」

「は、ハロルド」

　頑張って真似ているつもりだが、やはり上う手まく発音は出来ていないらしい。ハルが「別に言いやすいように言ってくれていいんですよ」と苦笑する。

「もう一回」

「Harold」

　Ｒのところだけもう一回、と頼み、真似てみる。

「る……」

「ノー。Ｒ」

「ぅるぅ……」

　必死に発音をすると、ハルが俯うつむいて肩を震わせた。

　口に注意するあまり、変な顔をしていたのかもしれない。なんだか恥ずかしくなり、暁は「やっぱいい。ごめん」と顔を背そむけた。

　笑いをこらえているのか、ばんばんとテーブルを叩きながら「もっ……！」と小さく叫んだ。ハルに、暁は眉を寄せる。

「笑いすぎ」

「笑ってないです。日本人、ＲとＬの話すると照れますね。可愛い」

　顔を上げたハルはやはり笑っている。趣味が悪い、と睨むと、ハルはめげずに「本当に可愛いんですもん」と返した。

「あーもう話が逸それた。じゃあ、ハルさんはハルが本名ってことでいいですね！」

「はい。それに、日本の『春』が好きだから」

「へー。あ、じゃあ、署名もその『春』にしようか？」

　カタカナでもいいのだが、外国人は漢字表記を好む。以前外国人に書道体験をさせたときは、暴走族のような無理に難解な当て字を好む者も多かった。だが、ハルはシンプルな『春』でも十分気に入るだろう。

　春、と丁寧に楷書で書き、ハルの元へ半紙を持っていく。

「これを手本にして書いてみて。カタカナでハル、ハロルドでもいいし、この漢字使ってもなんでもいいです」

「ワーオ……凄い。これ、Spring?　の意味ですよね？　美しい！」

　少々震える文字で、ハルは「春」と名前を書く。丁寧にゆっくり、を心掛けて書かれた文字は、初めてにしては上出来だ。

　手本を引き上げようと手を伸ばすと、ハルは慌てて半紙を取り上げた。

「あの、これ、もらってもいいですか？」

「え、でもそんな落書きみたいなの」

「いいんです。暁さんの字、欲しいです」

　これは僕のものです、とハルが大事そうに半紙をしまう。珍しいものだからという意味なのだろうが、なんだか「暁が書いたものだから」欲しいと言われたような気分になってどぎまぎしてしまった。

「……ストレートな日本語って、誤解されやすいのかも」

「なにがですか？」

　顔がいい分、余計なトラブルにならないといいな、と暁は苦笑した。













　日々の献こん立だては、以前にハルから貰もらったリクエスト表を見て考えることが多い。卵が安い日を狙ねらい、その日の夕食は「オムライス」にした。

　そう伝えると、ハルは大喜びして、手伝いに回ってくれる。インスタントのかぼちゃのポタージュを温あたためてもらい、その間に暁は冷蔵庫から取り出したアスパラを茹ゆでずに、オーブントースターに入れた。

「ハルさんの家では、オムライスの中はなに入れてたの？」

「うちでオムライスは作ったことないです。オムレツならありますけど……日本食レストランでも時々しか見かけないし」

「え!?　オムライスって日本食なの？」

　驚く暁に、ハルも何故知らないのかとばかりに目を剝むいている。洋食屋と言えばオムライス、というくらいに思っていたが、どうやら扱いとしてはナポリタンのように和製洋食の部類に入るらしい。

「ハイ、だから本場のが食べたかったんです！」

　以前言っていた「本場の」というのはオムライスのことだったらしい。なんだか意外な話に戸惑いながらも、暁は早速調理にとりかかった。

　ハルは大食漢なので見合った量を作るのには骨が折れそうだが、卵で包むタイプのものを作る。

　ハルはよほど楽しみなのか、傍かたわらで鼻歌を歌いながら、サラダ用のレタスを千切ってくれていた。

　冷蔵庫を覗のぞくと、鶏とり肉にくはないがハムを見つけた。グリンピースはないのでピーマンを使う。それらとみじん切りにした玉ねぎとマッシュルームで、三合分のケチャップライスを作った。

　横からそれを覗きこみ、ハルがくんくんと鼻を鳴らす。

「それだけで美味しそう」

「味見する？」

　はい、とへらで掬すくって食べさせてやると、ハルは「Amazing!」と大おお袈げ裟さに喜んでみせた。

　ケチャップライスを一いっ旦たんフライパンから取り出し、ハルに取ってもらった卵をボウルに割り入れ、少しの牛乳と塩コショウを軽く振って搔かき混まぜる。ステンレス製のフライパンにバターを多目に落として、卵を入れた。

　そこに、先程のケチャップライスを投入する。あとはオムレツを作るときと同じ要領で、卵でライスを包んで行けば完成だ。が、量が多すぎてそれなりに難儀してしまう。

　なんとかラグビーボールのような形に形成されたオムライスを、皿にひょいと移すと、ハルが横で拍手をしてくれた。

「美しい……！　なんて美味しそうなんだ！」

　別に大したことはしていないはずなのに、ハルが大おお仰ぎょうに喜んでくれるものだから、調子に乗りそうになってしまう。

「どうぞ。先に食べてていいよ」

「ううん、待ってます！」

　だから、早く、と急せかされて、自分の分も作る。それほど食べる方ではないので、卵を一つにして、薄焼きに包むようなものを作った。ハルの巨大オムライスに比べると、まるでお子様向けに見える。

　既にスープとサラダをセッティングしていてくれたらしいハルが、早く早くと暁を急かした。

　暁が着席するのと同時に、ハルがケチャップを手渡してくる。

「なにこれ？」

「萌え萌えオムライス、食べたいです！」

「……萌え萌え？」

　なんだそりゃ、本気で首を傾げると、ハルは「メイドカフェです！」と目を輝かせた。

　つまるところ、オムライスになにかを書けばいいということなのだろう。なんとなくハート型、と短絡的に思いついたが、それは簡単だけど色々な意味で難しい。

「文字でもいいですよ！」

「あ、それなら」

　使う道具は違うものの、字を書くのは本職だ。任せろ、とばかりに暁はケチャップでオムライスへと文字を書いていく。

「素晴らしい！　美しい字です、暁さん！　……でも、あのこれなんて書いてあるんですか？」

「なんてって……」

　オムライスに視線を落とす。

　暁が書いた文字は「激げき励れい」の二文字だ。立体にケチャップでとハンデはあったが、ハルのオムライスは巨大だったので、書くのに苦労はしなかった。書道家として恥じない程度のクオリティは保つことができたはずだ。

「──『激励』」

「意味は？」

「ええと、『がんばれー』ってこと」

「僕は一体なにを応援されているのでしょう……」

「なんですかね？」

　とくに意味はなかったので笑って首を傾げると、ハルは深々と溜息を吐いた。

「……わかっててやってるのかな」

「なにがですか」

「なんでもないです」

　字は美しいが、求めていたのはこれじゃない、とばかりにハルは複雑そうな表情をした。そんな様子を見せながらも、ハルはデジカメと携帯電話でそれを写うつしている。

　──なんか期待と違ったかな？　でも絵は無理だし、名前とか書けばよかったのかな。

　だが書いてしまったものはいまさら消せないので、暁はケチャップをハルに渡す。

「ハルさんも俺のオムライスに書いてください」

「……はい」

　そう言いながら、ハルは大きなハートマークをオムライスに描きこんだ。

　ああやっぱりこういうことか、と思うのと同時に、愛の意味をもつような図柄を描かれてどぎまぎしてしまう。彼は暁がゲイだということを知らないので、他意はないのだろうが。

「なるほど。こういうことだったんですね。次はちゃんとやります！」

　同居人の男にハートを描かれて嬉しいかどうかは置いておいて、求められているのなら応えてやるべきだろう。

　気合いを入れると、ハルは「よろしくお願いします」と力なく笑った。

　少々ケチャップが多かったが、味はそれなりに問題のない出来だった。ハルはすぐに気を取り直したようで、本当に幸せそうに咀嚼をしながら、オムライスの魅力について語り出す。

「日本人は天才だと思います！　極東の地で、こんな料理が生まれるなんて奇跡です」

「そんな大げさな」

「そして、暁さんのオムライス最高です！　卵おいしい！」

　ハルの言うところによれば、ケチャップライスというものも日本発はっ祥しょうらしい。次はケチャップじゃなくてデミグラスソースにしようかと打診すると、ハルは首を傾げた。

「デミグラスソースってなんですか？」

「え!?　デミグラスソース知らないの？」

　アメリカのメーカーのものが好きでよく買っていたので、ハルの発言に驚いてしまう。聞いたことない、と言うハルに「ビーフシチューみたいなもの」と説明して、それをオムライスにかけるのだと教えると、よくわからないけどなんかうまそう！　とハルはいたく感激している様子だった。シーフードやチーズソースでもいい、と言うと、思春期の男子並なみによく食べるハルは目をきらきらとさせる。

「毎日でもいいですオムライス！　食べたい！　美味しい！　暁さんの料理大好きです！」

「ありがとう。でも毎日はちょっとやだなあ……」

　でもそれほど喜んでもらえるなら、もっと早く作っておけばよかったとも思う。

　ハルはいつもいつも、大袈裟と思えるくらいに喜んでくれる。感謝されたくて誰かに料理を作ったことはなかったけれど、美味しい、ありがとう、と笑顔を向けられると心がぽかぽかと温かくなるのを感じた。

「じゃあ、今週の土曜日はオムライス作っていきますね」

「今週の土曜日、なにかあるんですか？」

「ああ、うん。外で人と会うことになってるので……お留守番お願いできますか」

　土曜日は、いつもならばほぼ一日中一緒にいる日でもあった。観光に連れて行くこともあったが、殆どは家で本を読んだりして過ごす。

「ハイ。相手は中ちゅう鉢ばちさん？」

　ハルと中鉢は、大学ではそれなりに会う機会があるらしい。今でも時折ここまで様子を見に来ることもあったが、暁とハルが順調に生活できているのを見て安堵していたようだ。

「え、あー……違う人です」

　誰、とハルは訊いては来なかった。

　けれど、少々表情が曇ったような気がするのは、思い過ごしだろうか。ハルは、ふうん、と相あい槌づちを打ち、スプーンをオムライスに刺す。

「用事は、朝？　昼？　夜？」

「あー、昼と夜です。ごはんも食べてくるので、来週は独ひとりでお願いしますね」

　來徳に指定されたのは、某所にある展望レストランだった。テレビや雑誌などで取り上げられる有名店ではあったが、家でハルとオムライスを食べていたほうがよほど美味しいだろうな、と思ってしまう。

　暁の発言に、ハルはわかりました、とやっぱり少し不機嫌な様子で呟いた。

「じゃあ、ごはん、作って行かなくていいです。僕ひとりで用意します」

「そうですか？　……なにか用事ありました？」

「いえ、なにもなかったですけど、出かけます」

　一緒にいたほうがいいのだろうかと思ったけれど、ハルと同居するようになってからは、まだ一度も來徳と出かけていない。彼も忙しいので、いつでも頻ひん繁ぱんに会えるというわけではない。だから断りにくかったのだ。

　恐らくまた食事だけで解散するのだが、一度は付き合っていた相手と会いに行くというだけで、何故か後ろめたい気持ちになってしまう。

「じゃあ、先にいってらっしゃいのキスしていいですか。僕も出かけるので見送れないかもしれません」

「あ、うん」

　答えるより先に、ハルは席を立っていた。そうして、頰に触れてちゅっとリップ音を鳴らす。

　なんだか触れたところが熱くて、暁は慌ててその場所を押さえた。

「……いってきます」

　すぐ帰ってきますから、と言ったが、ハルは珍しく拗すねた口調で「ごゆっくり」と返してきた。













「同どう棲せい生活は順調かな？」

　だしぬけに問われて、暁はフォークとナイフを皿の上に落としてしまう。がしゃんと大仰な音を立てたカトラリーを拾い上げ、眉根を寄せた。

　直前まで、今日鑑賞しに行った美術展の話をしていたのに、完全な不意打ちだ。

「……変な言い方をしないでください。ホームステイです。僕はホストファミリーになっただけです」

「それは失礼。でも好みのタイプだろう？」

　重ねられた言葉に、暁は再び手を滑すべらせる。聞きつけた給仕がやってきて新しいものを用意してくれたのが更に気まずさを倍増させた。

　先日前倒しで触れられた場所を、暁は無意識に擦こする。

「なにを根こん拠きょに……」

　ひどい言いがかりだ。そう言うと、來徳は楽しげに肩を竦すくめた。

「違ったかな？　だから彼が路頭に迷いそうになったときに、君の家を思いついたんだよね」

　相変わらず食えない人だと思いながらも、暁は鴨かものローストを口に運んだ。オレンジソースがアクセントになって非常に美味なはずなのだが、落ち着かないせいか満足に味わえない。

「……彼は中鉢から紹介されたと思っていました」

「ああ、結局面倒みたのは中鉢くんだからね。でも最初に君を思いついたのは僕だ。だから、お友達の中鉢くんに進言したんだよ」

　やけに得意げに言う來徳に、暁は顔を顰しかめる。

「好みのタイプの彼と、なにか進展した？」

「言いがかりはよしてくださいよ」

　あくまで、ハルは日本文化に触れに来た留学生だ。好意的に接しているにせよ、劣れつ情じょうを抱いだいているだろう、というような決めつけは面おも白しろくない。

「へえ、そう？」

「あくまでただの同居人です。知ってますか。そういうの下げ衆すの勘繰りって言うんですよ」

　少々辛しん辣らつに突っぱねると、來徳は目を丸くした後、口元を綻ばせる。

「なんだ。よっぽど図星を突かれたんだね」

「どうしてそうなるんです！」

　嚙みつくように言い返すも、來徳はまったく気にした様子もなく、付け合わせの野菜ソテーにフォークを刺す。

「君がきつい物言いをするときは、大たい概がい図星のときか、照れているときなんだよ」

　知らなかったのかい？　と楽しげに問われたが、暁はそれを黙殺した。

「本命が出来たら、いつでもこの関係は清算して構わないんだからね？」

「僕とあなたがどんな関係だって言うんですか」

　やけになってそう言い捨てると、來徳はなにがおかしいのかけらけらと笑いだした。

　まったく肉体関係がなかったと言えば嘘になるが、少なくとももはや二人の間に色っぽい空気などない。たまに食事をするだけだ。それだけの関係でしかない。

　來徳は思案するように顎あごを撫なで、そうだなあ、と呟いた。

「援助交際が一番近いよね」

　のほほんと口にされた言葉に、暁はフォークに歯を立ててしまう。かちんと音が立つほどに強く嚙んでしまったせいか、歯茎が痛んだ。

「その冗談、お気に入りですよね……」

「だってそうじゃない？　若い子に食事をおごって、セックスもせずに解散、だし。ま、でももしかしたら本物の援助交際のほうが色々させてもらえるかもね？」

　來徳が言うほど暁は若くはないが、じゃあ愛人契約かと言われそうなので黙った。

「……したかったんですか？」

「んー、別に？」

　セックスだけなら他にあてもあるから、と來徳はけろりと言い放った。彼は付き合い始めの頃からこうなのだ。色々なことをする相手がいるのだと知って、傷つくよりもなんだか納得してしまったのを覚えている。

　──でも、じゃあ一体なんのメリットがあって。

　声には出さなかったが、目の色を読んで來徳が口を開く。

「僕は君が思ってる以上に、君のことを気に入ってるんだよ。揶揄からかうとびくびくするのも可愛いし、自分に自信がないところも好ましいと思ってる」

「悪趣味です」

「否定はしないね。あと、字が綺麗なところも、顔が綺麗なところも気に入ってる」

　字の美しさは本職なので当然だが、容姿の話にまで言及されて顔を顰める。

　來徳には結構仕事を斡あっ旋せんしてもらっていた。もし今関係性を述べるならば、「仕事での繫つながりのある関係」が一番正確だろう。なにを焦あせっていたのだと、内心舌を打つ。

「何度も言いますが、別に、僕とあなたの仲なんだから、そういうおべっかはいらないです」

「またそうやって自分を卑ひ下げする。謙けん遜そんは美徳だけど、過ぎると嫌味だよ」

　どこが過ぎた謙遜だと言うのか。

「そりゃあ、セックスも出来ることならしたいけどね。いつまでも慣れない反応も可愛かったから好きだし」

　以前寝たときのことを引き合いに出されて、暁はカッと頰を染めた。

「いつまでも、なんて言うほど寝てないでしょう。あなたとは」

「回数なんて覚えてないけど、毎度毎度生き娘むすめ相手にしてたような気分になったのは君だけだよ」

　生娘、などという単語を己に向けられ、暁は卒倒しそうになる。

「その割に、いざ始まると乱れ──」

「いい加減にしないと本気で怒りますよ」

「まあ、つまりそういう初うい々ういしさも気に入ってたんだよ。僕は。それに、君とこうやってやりとりするのが嫌いじゃないんだ」

　これは恐らく來徳にはない感情かもしれないが、コンプレックスを晒さらすというのはひどい羞しゅう恥ちを覚えるものなのだ。裸身を見られ、無防備な顔を見られて致す行為に、暁はいつまでも慣れなかった。

　見ないでください、と何度も懇こん願がんした暁を、來徳はいつも楽しげに見下ろしていたのだ。

「でもまあ、そんなにガツガツするほどじゃないから手は出さないよ。君には新しい同居人もいることだしね」

「彼とはそんなんじゃありませんし、そもそも彼にそんな気はないでしょう」

　意識している自分を悟られているような気がして、強く否定してしまう。來徳は目を丸くした。

「そんなことないと思うけど。彼、君のこと僕や中鉢くんに可愛い可愛いって言ってたよ」

　そんな揺さぶりを真に受けるほどには初々しくない。暁は鼻で笑い飛ばした。

「語彙が少ないからで、特別な意味なんかありませんよ。変な誤解しないでください」

　ここで取り乱したらつつきまわされるのはわかっているので、努めて冷静に返す。

「僕を揶揄おうったってそうはいきませんよ。なにが目的ですか」

「事態をややこしくするのが好きなんだ」

「……悪趣味」

「ありがとう」

　褒めてませんよ、と歯嚙みすると、來徳は頰杖をつきながら嬉しそうに微笑ほほえんだ。







　食事の後、來徳は珍しくタクシーに同乗して家まで送ってくれた。交通費がかからないのは有あり難がたいが、一体どういう風の吹き回しか、と怪け訝げんに思う。

「じゃあ、ありがとうございました」

「うん。あ、運転手さん。ちょっと待っててもらえます？」

　そう断って、來徳は暁と一緒にタクシーを降りる。

　なにか用事があるのだろうかと首を傾げると、來徳は笑顔のまま暁のシャツの襟えりを直した。

「？　ありがとうございます」

　まさかこれだけのために、と訝いぶかしみつつ、暁が礼を言った瞬間に顔が近づいてきた。距離が近いな、と眉を顰めると、來徳は笑顔のままぽんと暁の肩を叩く。

「じゃあ、また電話するから。おやすみ」

「はあ……おやすみなさい」

　一体なんだったんだ、と疑問を抱いだきながら、暁は自宅の戸を開けた。

「ただいまー……」

　靴くつを脱いで居間へ向かうと、ハルの姿がない。部屋に戻ったのかと少し探す。ハルは縁側でぼんやりと夜空を見上げていた。向けられた大きな背は、なんだか哀あい愁しゅうが漂ただよっていてどきりとしてしまう。

　暁の視線に気づいたのか、ハルが振り返った。

「暁さん、おかえりなさい」

「うん、ただいま。今日はなにしてたの？」

「ちょっと、中鉢さんに会って来ました。お昼は一緒に回るお寿司を……」

　言いながら、ハルの声が沈んでいく。日中中鉢となにかあったのかと訊いてみたものの、特になにもありません、とやはり意気消しょう沈ちんしたような声音を出すばかりだ。

「晩ごはんはなに食べたの？」

「カップ焼きそば二個食べました」

「それだけ？」

　暁にしたら十分多い量だが、きっとハルには足りないだろう。

　それに暁が來徳と食事をしている間に、ひとりわびしくインスタント食品を搔かきこんでいたのかと思うと、少々後ろめたい気持ちになる。

「……いいんです」

　別に暁がなにか悪いことをしているわけではないものの、小さな子をほったらかしにしてしまったような罪ざい悪あく感かんが生まれる。もっとも、ハルのほうが暁より年上なのだが。

　ちくちくと痛み出した良心に尽くし体質の血が騒いだことで、暁はしゃがみこんでハルを窺う。

「……ハルさん。胃袋に余裕があるなら、俺なにか作りましょうか？」

「え？」

　顔を上げたハルの顔が、喜色を浮かべている気がして、暁はほっとする。

「冷蔵庫にあるものでしか作れませんけど」

　ハルの返事を待たないうちに、暁は台所へ向かった。上着を脱ぎ、シャツの腕を捲まくって冷蔵庫を漁あさる。

　野菜物をまったく食べていないようなので、少しでも野菜を使ったものにする。卵とキャベツともやしと人にん参じん、椎しい茸たけを取り出してまな板に向かうと、ふと背後に気配を感じた。

　振り返ろうとした瞬間、耳元で「なにつくるの？」と声をかけられる。

　特に意味はないのだろうが、背筋がぞくぞくとしてしまう。

「あ、ええと……キャベツオムレツ」

　野菜を炒いためてソースで軽く味付けをしたものを、薄焼き卵で包み、上にソースとマヨネーズと鰹かつお節ぶしをかけるだけの簡単料理だ。

　先程も焼きそばを食べていたのでソース尽くしになってしまうが、ハルはきっと気にしないだろう。

　時間もかからず簡単にできるので選んだメニューだ。

「美味しそう」

　ぽつりと呟いて、離れるかと思ったハルは、暁の肩口に顎あごを載せてきた。

　──なんでこんなに密着するんだ!?

　寂しかったのか、とどぎまぎするが、そんな冗談を振れるほどの余裕はない。

「暁さん、お酒飲んだ？」

「は？　え、あ、匂います？」

　それほど飲んだつもりはなかったが、そんなに臭くさいだろうか。袖そで口ぐちの匂いを嗅かぐと、ハルが顎で肩をぐりっと押した。

「ワインの匂いがちょっとだけ。あと、体が熱いです」

　耳元で囁ささやかれて、なんだか背筋がぞくぞくとする。

「あの、ハルさん」

「はい」

「包丁使うんで、離れてもらえます？」

「はい」

　素直に離れたハルだったが、その直前に、少しだけ髪に触れたような気配を残した。

　──え、気のせい？　自意識過か剰じょう？

　ちらと肩越しにハルを窺ってみる。彼はいつもと変わらぬ様子で席に着き、こちらを眺めているだけだ。

　──……やっぱり俺の意識しすぎ？

　少々きまりの悪い思いをしながら、暁は包丁を動かす。

　五分ほどの時間を使って料理を作り終えると、ハルは拍手をしながら喜んでくれた。先程一瞬だけ走った妙な空気は完全に払ふっ拭しょくされていて、やはり己の考えすぎだったと思い直す。

「おいしいです！」

「そっか、ならよかった」

　ソース好きのハルは機嫌よく食事をしている。日本のマヨネーズも好きらしく、帰国する時には持って帰りたい、とまで言っていた。

「ねえ、暁さん」

「なに？」

「今日、デートだったんですか？」

「え？」

　投げられた問いに、窮きゅうしてしまう。

　肯こう定ていしてどんな相手だと言われても困るし、そもそも來徳との食事会を「デート」と言っていいものかもよくわからない。

「……いや、デートではないです。今日会ったの、來徳先生ですから」

　來徳とハルは、このホームステイが始まるときに関わりがあったと聞いている。

　相手は男性だというのもあるし、知っている人物のことであれば特に穿うがった見かたをされることはないだろう。

　そう踏んでいたのだが、ハルは何故か先程よりもむっつりとした表情になっていた。

「來徳先生と、ごはんに行くくらい仲がいいんですか？　暁さんは大学生じゃないのに、どうして？」

「あ、それは俺が大学生のときからの知り合いだからです。学部は違いますけど。卒業してからもたまに飲みに行ったりします。あと先生には仕事を紹介してもらったりするので」

「どんな話するんですか」

「仕事のこととか……たまに、來徳先生が紹介してくれるから」

　嘘ではないが、本当のことも言っていない。これで納得してくれるだろうか、と思いながら暁は言いい募つのる。

　なんだか下へ手たなことを言いそうで、狼ろう狽ばいしてしまう。

　ハルは暁の言葉を聞いて、へえ、そうですか、とだけ答えた。

「暁さん」

「……なに？」

「これ、美味しいです。お好み焼きみたい」

　にこっと笑いながら、ハルが皿を指さす。どうやら納得してくれたらしいのでほっとした。

　そもそも、暁が緊張するほど、ハルの質問には意味がなかったのかもしれない。

　緊張して損した、と思いながら、暁は素直に賛辞を受け取った。

　そして、來徳との仲を詮せん索さくされなかったことに、深い安堵を覚える。恩師と交流があるというのは特段珍しいことではない。けれどやはり二人きりというのは特異なことかもしれない。

　今は特別な関係にあるわけでもないのだが、もし以前二人の間にあったことがばれたら──暁が、女性ではなく男性を恋愛対象として見る人種だということが露ろ見けんしたらと思うと、胸の奥がすっと冷えた。

　よくも悪くも、外国人というのは自分の感情を素直に表す性質があると、暁は思っている。正の感情と同じ勢いで、負の感情をぶつけられたらと想像すると、身が震える思いがした。

　こんな風に、マイナス方面にばかり感情が振れるのは、悪い癖くせだ。もしかしたら、気にしないよと言ってくれるかもしれない。別に自分に害がないなら、と。

　けれど、想像すると、それはそれで辛つらいようにも思える。

「暁さん？　どうしたんですか」

　心を開いている彼を騙だましているような気分になり、暁は眉を顰める。

「あ、ううん」

「なに考えてたんですか」

　なんでもないよ、と答える声が震えた気がする。けれどハルは深追いはせず、そうですか、と笑顔を返してきた。

　──また同じ失敗をするのか？

　苦手だなんだと言っておいて、やっぱり派手な顔に弱いのだ。

　けれど、そこばかりじゃない。

　暁の手料理を美味しいと言ったり、日本のことが好きだったり、時にマニアックなことやおかしなことを言い出したりする彼に、心惹ひかれているのだ。













　翌週の土曜日、ハルは珍しく外出をしていた。ボランティア活動の一つで行っているプレスクールの夏季遠足に同行するらしい。子供たちと遊ぶんだ、と前日から張り切っていたが、「送オクり狼オオカミ」という少々外聞の悪いＴシャツを着ていこうとしていたので、「除ジョ雪セツ車シャ除ジョ雪セツ作サ業ギョウ中チュウ」に着替えさせた。

　ハルは基本的に、子供が好きなようだ。けれど、日本人の乳幼児には、一ひと際きわ体が大きく目や髪の色が違うハルを見て泣きだしてしまう子もいるらしい。

　今日は誰にも泣かれないといいなぁ、としょんぼりしながら出て行ったハルを思い出し、少し笑ってしまう。

　暁あきらは知人の紹介で引き受けた仕事を一日使って片付けていた。依頼内容は居酒屋のお品書きで、昼と夜の部のメニューを書いている。普段教室として使っている場所に、書いたものを広げた。

　書道教室だけでは食べていけないため、暁はこういった依頼も頻ひん繁ぱんに請うけ負おっている。

　個展を開くような書道家ではないが、この機械文字が主流のご時世に意外と仕事は切れないもので、なんとか食いつなぐことが出来ている。

　ひと段落したところで、書き損じの和紙を手に取る。桜色の雲うん流りゅう紙しは、ハルに見せたら「綺麗だ！」と喜ぶかもしれない。

　先日和菓子の包装に使われていた千代紙に興奮していた様子を思い出し笑いしながら、「春」と書いてみる。様々な書体でぼんやりと書き連ねていき、気が付いたら和紙一杯に「春」の文字が並んでいた。

「……なにしてんの、俺」

　春という字を眺ながめつつ、暁は溜息を吐ついた。

　なにしてんの、だなんて自分がよくわかっている。

　ハルとぎくしゃくしかけたのはあの晩だけで、翌日はいつも通りのハルに戻っていた。やはり、腹が減って気が立っていたか、一人きりで食事をしたので不安だったのかもしれない。

　ハルはいつも通りだったかもしれないが、暁の中には、小さな変革が起こっていたことを自覚している。

　本当は、もう薄々気付いてはいたのだ。自分が拒否反応を起こすはずの「美形」であるハルを、苦手とは思わなくなっている。

　──なに勝手に、好きになってるんだよ。

　好き、という言葉を初めて自分の裡うちで使ってしまい、顔が熱くなる。

　ハルにとってみたら迷惑以外の何物でもないのに。恐らくハルはストレートだし、万が一同性を相手に出来るとして、自分のような扁へん平ぺい顔がおを相手にするわけがない。

　綺麗だなんて言ってくれたけれど、あれは彼の優しさなのだ。ハルは、基本的にいつも優しい。腹を立てたりするところを、まだ一度も見ていない。触れられるとドキドキしてしまうが、それは彼が外国人だからで、他意などないのだ。期待するなと自戒する。

　──一年たったら、どうせ国へ帰る人なんだから。

　今はひどく心が乱れているけれど、彼が帰国すれば元通りだ。こんな風に心を痛めることなどなくなるから、少しの間辛しん抱ぼうすればいい。

　けれど、彼が帰国した後に、本当に自分の心が平穏でいられるか、暁にはわからない。ハルの名前を一面に書いた紙を、ぎゅっと握る。

「──……ん、……さん！」

「……ん？」

　どこからか、名前を呼ばれている気がする。もう一度耳を澄ませると、今度はちゃんと「暁さん」と声が聞こえた。

　暁は腰を上げて、声のした縁側のほうへと向かう。庭に、両手に大荷物を抱かかえたハルが立っていた。

「ハルさん!?　どうしたのそれ」

「すいません、縁側のガラス開けてくださいー」

　慌てて縁側の雨戸を開けると、ハルは抱えていた荷物を下ろした。どうやら玄関の戸を開けられないので、わざわざ中庭に回って声をかけたらしい。

　今日、確かに帰り道に買い物をしてきてほしいと頼んではあった。けれど、こんな量を頼んだ覚えはない。

「ハルさん、これ、こんなにどうしたの？　俺、卵と肉しか頼んでないけど……」

　結構な重量だったのか、ハルが手首をぶんぶんと振っている。

「今日、プレスクールでもらいました。アクティビティで、の、の……？　ファームに行きました。それで野菜こんなにたくさんくれたんですよ！」

「へー。農業体験？　みたいなことしたのかな」

「あ、そう。ノーギョー。ノーカさんの家に行きました」

　農家は人の名前じゃなくて職業なんだが、と思いつつ、ほら、と笑顔で袋を差し出されたので、どれどれと覗き込む。袋の中には不ふ揃ぞろいのジャガイモや、さつまいも、玉ねぎなどがあった。一番かさばっているのは枝つきの枝豆だ。これが買い物袋二つ分はある。

「へー。枝豆かぁ。夏だね」

「これ、みんな沢山もらいました。でも僕が大好きだと言ったら、ノーカさんがもっと沢山くれました」

「枝豆好きなんだ」

「ハイ！　日本食が流は行やってて、トーフとかヤキトリとかタコヤキとかも流行ってますけど、枝豆も人気あります」

「へー……」

　テレビなどではそれこそ何十年も前から日本食ブームだなどと聞くが、寿す司し、すき焼き、てんぷら、のイメージで止まっていた。枝豆とは意外である。

「塩しお茹ゆでも美お味いしいけど、かき揚あげとか、スープとか、ずんだにしても美味しいんだよね……」

「ずんだ？」

「うーんと、枝豆のあんこみたいな」

　いい加減な説明に、ハルは首を傾かしげながらも食べてみたい！　とチャレンジ精神旺盛なところを見せる。

　しかし気候を考えれば今は塩茹でが最強だろう。縁側でビールと一緒に、などそこそこ風流かもしれない。

　今晩の献こん立だてをぼんやりと考えていると、ハルが「ところで」と指さした。

「それ、なに書きましたか？」

「え？」

　半紙ではなく、模様の入った和紙を手にしているのが目を引いたのだろう。

　指摘をされて、初めてうっかりとそれを持ってきてしまったことに気づく。ただの書き損じに落書きをしてしまったものだが、その内容がまずい。

　なにせ一面に「春」などと書いてしまっているのだ。

　──ま、ずい！

　これを見たら、いくらハルでも怪け訝げんに思うだろう。夏や秋や冬まで書いてあったらまだ誤魔化せたかもしれないが、一面の「春」では言いい逃のがれできない。

　──そっか、他の字も別の紙に練習してたとか言えば……。

　なんとか言い訳を思いついた瞬間に、下から手が伸びてくる。

「私にも見せてください」

「へっ!?」

　不意を衝つかれて、うっかり手を離してしまう。模様の入った和紙が、ひらりと縁側から中庭に向かって飛んだ。

「あ、ま、待って！」

「えっ、暁さん！　危ない！」

　見られたら言い訳できない、という想いが先行して、暁は半紙を追いかける。身を乗り出した瞬間、なんとか紙を摑つかめたまではよかったが、足元の買い物袋を蹴り飛ばしてしまった。

　やばい、と思ったのと同時に、体が傾ぐ。

　──落ちる！

　身を硬くしたが、地面に叩きつけられるようなことはなかった。

　反射的に閉じていた目を開け、己おのれがハルの両腕に抱き留められていたことを自覚する。暁を沓くつ脱ぬぎ石いしの上にそっとおろし、ハルがほっと息を吐いた。

「……暁さん、大丈夫ですか？」

　上から、エメラルド色の虹こう彩さいが覗き込んでくる。

　その瞳と目が合った瞬間、ばくん、と心臓が大きな音を立てた。

　己の耳元で、心臓の音がやけに大きく聞こえる。もしかしたら、ハルにも聞こえてしまっているかもしれない。全身が汗ばんだような気がした。

　和紙を両手で握ったまま、暁は身動きも取れずに硬直する。

「怪我は、ありませんか？」

　心地よく響くバリトンに、鳩みぞ尾おちのあたりがむず痒がゆいくらい疼うずく。紙を握る手が、かたかたと震えだした。容よう貌ぼうも相まってか、まるで洋画の主役のようなハルに心臓が落ちつかない。
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　黙っていれば不審に思われると、暁は慌ててこくこくと頷く。

　ハルはその反応に、ほっと息を吐いて笑った。

「よかった。……あなたが無事で」

　その声が、まるで愛いとおしいものに言うように聞こえて、かくんと腰が抜ける。けれど、すぐさまハルが支えてくれた。

「暁さん!?　だ、大丈夫ですか!?」

「だ、いじょうぶ。ごめんなさい」

　きっとそこには自分の気持ちがフィルターをかけて脚色しているのだろうけれど、こんなに近くでその表情と声音は反則だ。震える膝を押さえながら、暁はようやく自分の脚で体を支えた。

　頰が熱いのは日差しのせいばかりではない。きっと今、自分の顔は物もの凄すごく真っ赤になっているだろう。

　ハルは暁を見下ろしたまま、目を細める。たったそれだけの表情の変化なのに、自分でも驚くほど鼓動が高鳴った。

「びっくりしましたね」

「え……？」

「だって、ドキドキしてます」

　ほら、と暁の背を支えているのとは逆の手で、ハルは暁の胸をそっと押した。

　触れた瞬間に今まで以上に胸が跳ねたのを、ハルは気づいただろうか。ひく、と喉を鳴らすと、ハルは「あ」と言って慌てて両手を離す。

「ごめんなさい」

「あ、いや。俺こそごめんなさい。ありがとうございます。は、恥ずかしいな。いい年して転びそうになるとか」

　言い訳をしながら、胸の鼓動が速いのは転びそうになったからではないと暁は知っている。

　きっと、こんな顔でこんな声の男に抱きしめられたら、世の多くの女性はその殆ほとんどが恋に落ちるに違いない。

　ちら、と視線を上げる。目が合ったのと同時に、彼が首を傾げて笑った。

　──うっ……。

　ぎゅうっと締め付けられた胸元を、暁は慌てて押さえる。

　ほーらね、と來らい徳とくが勝かち誇ほこった様子で、笑ったような気がした。

　ああそうですよ。あなたの言う通りです。好みのタイプですよ。今まで好きになった男よりも優しくて、美しくて、面食いな自分はひとたまりもなかったですよ、と半なかば自や棄けになって心の中の來徳に気炎を上げる。

　常つね々づね「本当はタイプのくせに」と言われていた美形顔に、自分はやはり弱かった。しかも、歴代の男と違って、彼は暁を見下したりしない。たったそれだけ、普通に優しくされているだけなのに、こんな風に胸を高鳴らせる自分がいやでしょうがない。

「それ、皺しわになってますけど、大丈夫ですか」

「あ、うん。これは書き損じなんだ。失敗したやつだから、いいんだよ」

　沢山「春」の書かれた紙を、暁は彼の目に入る前に証拠隠いん滅めつとばかりに丸める。失敗したから人に見せたくないのだと言えば、ハルも無理強じいはしないだろう。

　間一髪だった、とこっそりと息を吐く。

　縁側に乗り上げかけ、自分が蹴り飛ばした袋の惨さん状じょうに気づく。

「ああー……」

　よりによって、自分がひっかけたのは卵の入った袋だったらしい。踏みつけたわけではないが、盛大に蹴り飛ばしてしまったので半分が割れてしまっていた。

「暁さん、もういっかい買ってきましょうか？」

「あー、ううん大丈夫。でも今日は卵料理になるかもー……」

「あ、じゃあリクエストしてもいいですか？」

　これ以上割れないよう、慎しん重ちょうに袋を持ち上げつつ、暁は縁側に上がる。

「オムライスがいいです！」

「好きだねー」

「おおきいの食べたいです！」

　大きいの、と復唱して、割れた卵を見つめる。卵は六個が犠ぎ牲せいになった。折せっ角かくなので、卵たっぷりライスたっぷりのオムライスにしようか。

　その日の夜は、家で一番の大皿に載ったオムライスと、枝豆の塩茹でとビールという献立になった。バランスもなにもあったものではなかったが、ハルに非常に受けたので良しとすることにした。

「最高です。僕は三国一の幸せ者です！」

「……アメリカ人の言う三国ってどこだろ……？」

　古めかしい言い回しをするハルに苦笑しつつ、暁はビールを舐なめた。

　その笑顔を見るだけで、十分幸せに感じている自分がいる。期間限定の付き合いで、自分の気持ちを伝えて困らせる必要などない。日本にいて、少しでも「楽しかった」と思ってもらえれば、そのときに服はっ部とり暁という日本人がいたと思い出してもらえれば、それで十分だ。

　ビールを飲みながら見つめていると、「どうしましたか」と問われる。

「ハルさんさ、アメリカ帰っても日本のこと、思い出してね」

　ほろ酔よいになっていたからか、少し恥ずかしいことでもするりと言えた。ハルは唐突な暁の科白セリフに怪け訝げんな顔をする。

「なんでそんなこと言うんですか。忘れるわけないです」

「うん、ありがとう」

　強く否定されたのが嬉しくて、暁は笑む。

　離れても、メールのやりとりくらいは出来たらいいな、などと思いながら、暁はぬるくなったビールを口に含んだ。













「……暁さん、顔青いです」

「えっ!?　そう？」

　恋愛感情を自覚してから数日後、朝食の後片付けをしていると、ハルが心配そうに顔を覗き込んできた。

　指摘されて、慌てて額を押さえる。表情ではなく、顔色までは思い至らなかった。

「仕事、忙しいですか？」

「あー、うん。忙しいです。それと、最近あまり眠れなくって……」

　つい本音を零こぼした暁に、ハルが心配そうに眉まゆを寄せる。ハルに抱きとめられて以降、熟睡したためしがない。

「暑いからですか？」

「うん、エアコン苦手でさ……」

　これは本当だから、完全な言い訳というわけでもない。ここ数日、熱帯夜が続いている。

　ハルはエアコンをガンガン効かせて、布団に包くるまって眠っているらしいが、暁はエアコンが苦手なので団扇うちわや扇せん風ぷう機きを駆使して寝ている。

　別に暑いのは苦手ではないので、いつもそれほど苦心することなく眠りに就けるのだが、ここ最近は眠りが浅い。

　──一番の問題は、忙しさでも気温でもなくて……夢見だよ……。

　ほとほと困り果てて、暁は嘆息する。

　このところの夢見は、本当に最悪だ。

　抱きしめられたときのことがよほど強烈な衝撃だったらしく、毎日あの腕の中にいる夢を見る。

　至近距離で嗅かいだ匂においや、肌の感触。宝石のような瞳で見つめられたことを思い出す。

　そして、夢の中のハルは、現実にはしなかったことまでしてくれるのだ。

　──暁。

　優しくそう呼んで、形のいい唇で、暁の唇を食はむ。大きな掌てのひらは支えてくれていた背だけではなく、暁の肌をくまなく暴いていくのだ。

　歴代の恋人にもしなかったようなことをしたり、自ら進んで触れられに行くのは、やはり夢だからだろう。そして、悪夢なのかいい夢なのかわからないものから醒さめると、決まって自己嫌悪と羞しゅう恥ちに苛さいなまれる。

　実際に裸を見られたわけではないのに、肌を見せたことを恥じて一人で悶もん絶ぜつする姿は我ながら滑こっ稽けいだ。

　眩まぶしすぎて、邪気のないハルの笑顔すら直視できないというものである。

　──片想いで満足するって、自分で決めたくせに……馬鹿じゃないのか。

　理性で抑えたものを眼前に晒さらされるのは、己の浅ましさを思い知るようで辛つらい。

　暁はあまり隠し事がうまいタイプではない。

　それを自覚しているから、ハルと対たい峙じするときは気を遣つかった。

　多少気まずいことがあっても、二十代も半ばに差し掛かれば大人だ。それに、一方的に気まずい思いをしているのは暁だけで、ハルはあれ以降もまったく変わったことはない。

　焦あせる自分を滑稽に思いつつ、緊張や気まずさなどなんなく凌しのいでみせると決意を新たにはしたものの、表情ではなく挙動に現れた。

　仕事に関しては、もはや無心というか体が勝手に動くのでミスはない。だがそこですべての集中力を使い果たしてしまうのか、暁のボケは料理に現れた。

　必ずなにか一品に重大なミスを犯してしまうのだ。

　今日はお約束と言えばお約束だが、麦茶とめんつゆを間違えて出してしまい、ハルを盛大に噎むせさせた。

　先日は茶わん蒸しの塩と砂糖を間違えた。出だ汁しのとれたプリンはひどいものだ。ハルは「案外美お味いしいです！」と嘘か本当かわからないが食べきってくれたものの、暁は苦心した。砂糖味の鶏とり肉にくと椎しい茸たけは暴力的だ。

　昨夜はうどんの汁を、ソースで味付けた。これは流石さすがのソース好きのハルにもハードルが高かったようで、「暁さん……」と涙目で訴うったえられたことで暁も気が付いたのだ。初めて知ったが、熱々のソーススープは酸味で噎せる。慌ててカレールウを足して濃い味のカレーうどんにチェンジさせ、なんとかハルのご機嫌を取り戻せた。

　極め付けは、今朝、鰤ぶりの照り焼きを作ろうとして、味み醂りんと酢を間違えた。このときばかりは入れた瞬間、鼻び腔こうに突き刺さるような酢さく酸さんの匂いで気付き、急きゅう遽きょメニュー変更をすることで事なきを得たのだが、台所に残る酢の匂いにまた失敗したことはバレただろう。

　連日のミスに、ついにハルが「体調悪いのなら、無理にごはん作らなくていいんですよ」と気き遣づかってくれたのが悲しい。嫌がらせだと思われないのは、ひとえに暁本人も同じダメージを食らっているからだ。

　自分で作っておいてなんだが、疲ひ弊へいした体にダメージが大きい。

「体調悪いなら、お昼寝、しますか？」

「……っ！」

　ぼんやりとしていた額を、ハルの掌が覆おおってくる。

　目前にあるＴシャツには「あぶないですから、黄色い線の内側までお下がりください。」と書かれている。下がりたいところだが、彼から極端に距離を取るわけにはいかない。

「大丈夫ですか？　今日は金曜ですし、休んでては」

　大きな手は相変わらず熱い。後から聞いたところによると、白人は黄色人種より平均体温が高めらしい。勿もち論ろん人にもよるのだが、ハルは平均体温が三七・五度もあるそうだ。

「や、平気。それに、今日は出かける用事もあるし」

　さりげなく彼の手から逃のがれて、暁は愛想笑いを浮かべる。

　少々納得のいかない様子を見せながらも、ハルはそうですか、と引いてくれた。

「今日はどこへ行きますか？」

「來徳先生のところに頼まれ物を届けに行くよ」

「……來徳先生の頼まれ物って？」

　ハルはあまり來徳が得意ではないのか、微妙な表情をしてみせた。

「ああ、広報誌の表紙の題字を。毎年一回定期的に入れてくれるもんで、助かってる」

　その原稿を、昼休みの時間に來徳の研究室まで届けてくるだけの用事だ。本当は郵送で送ってもいいのだが、持参したほうが早くて安全なのでそうしている。

　暁が言うと、ハルは、ふうん、と相あい槌づちを打った。

「僕も今日、大学に用事があります。代講で、……十二時半までです。あの、暁さん」

「うん？」

「よかったら、一緒にお昼ご飯を食べませんか？」

　外で食べるなんてデートみたいだ。

　そんな風に思ってしまった自分に、暁は無意識に拳こぶしを握った。見ているだけでいいと、そう思ったはずじゃないかと自じ戒かいする。

　せめてこの気持ちがばれないようにしなければと、一瞬腰が引ける。

　けれど大した用事もないことはばれているので、断る理由が思い至らない。好きだから、それを知られたくないから、なんて言って断れるはずがなかった。

「……うん、わかった。俺もお昼の時間に行くから、待ち合わせましょう」

　暁が頷くと、ハルはぱっと表情を明るくした。

「暁さんのご飯も美味しいけど、お店で食べるのって珍しいですよね！　なんか特別な感じがして楽しいです！」

「あ……うん。そうだね」

　はからずも同じふうに思っていることに驚きながらも、暁は苦笑した。

「じゃあ、学生課の前で待ち合わせしましょうか。場所はわかる？」

「ハイ！」

　気が重い。そう思うのも本当なのに、浮き立つ心も自覚していて、暁は深々と溜息を吐いた。







　十二時二十分を回る頃、暁は來徳の研究室に向かった。夏休みで学生の姿が殆どないせいか、廊下はしんと静まり返っている。

　慣れた道を歩きながら、暁は溜息を吐いた。

「來徳先生。服部です」

　中からどうぞ、と声が返るのを確認して、暁はドアを開ける。來徳はコーヒーを啜すすりながら、よう、と手を挙げた。

「題字の原稿お持ちしました」

「ありがとう。見てもいいかな？」

　どうぞ、と言うのを聞く前に、來徳は紙を広げた。眺めて、満足そうに目を細める。

「暁くんは、意外と大だい胆たんな文字を書くよね。僕は素しろ人うとだから本当のところはわからないけど、君の字は好きだなあ」

「ありがとうございます」

　來徳は本当に暁の書を気に入ってくれているようで、なにかというと仕事を斡あっ旋せんしてくれたりする。お陰かげで、大学を卒業してから食い扶ぶ持ちに困ったことは今まで一度もない。

　これもパトロンというのだろうか、と少しひねたことを考えながら、今回の書も満足してもらえたことに胸を撫なで下おろす。

「じゃあ、僕はこれで」

「なんだよ。ちょっとくらい時間あるだろ？　お茶くらいしていきなよ」

　ハルとの待ち合わせ時間にはまだ少しだけ時間がある。

　少々迷ったが、じゃあ十分だけ、と腰を下ろした。空調の効いた部屋は寒いくらいで、そのせいか來徳の出したお茶は温かい。夏だからといって内臓を冷やさないほうがいい、と講こう釈しゃくを垂たれながら、エアコンを効かせすぎなのもよくないのではないかと思ったが敢あえて突っ込まなかった。

「元気がないじゃない？」

　口を付けた瞬間に、だしぬけに指摘されて、暁は入れてもらった紅茶を吹き出しそうになる。

「……なんですか突然」

「レポートで徹てつ夜やした学生みたいな顔してるよ？」

　冗談交じりにそう言いながら、青い顔をしている、と今度は真ま面じ目めなトーンで告げられる。毎日顔を合わせていない分、平常時との差がわかりやすいのかもしれない。

　暁はふっと息を吐いて紅茶をテーブルに置いた。

「なに、ハルくんに夜、寝かせてもらえないのかい？」

「そういう冗談はやめてもらえますか。不ふ愉ゆ快かいです」

　思ったよりも険のある声が出てしまい、内心で舌を打つ。洒しゃ落れにすることが出来ないほどの話題なのだと言っているようなものだ。

　それほどダメージのある事案だと思わなかったのか、來徳もおや、という顔をした。

「ごめん。茶化し過ぎた。ハルくんとなにかあった？」

「……なにもありませんよ」

　あるわけがないから、苦しいのだ。なにかあったら困るから、悩んでいるのだ。それなのに、毎日毎日彼の夢を見る。それも、とても不健全な夢だ。

　そんな風に夢で辱はずかしめられていると知らないハルに、どんな顔をして対峙しろと言うのか。無邪気に好いてくれる相手を汚けがしているような気分で、最悪だ。

「じゃあ、どうしたのその酷ひどい顔」

「眠れなくて」

「どうして？」

「……夢に見るんです」

　どんな、と促うながされて、殆ほとんど自や棄けになって暁は夢の内容を話した。

　あれだけ派手顔は苦手だと言っておきながらあっさり陥かん落らくか、と嗤わらわれることを覚悟していたのだが、予想に反して來徳は「へー」とあっさりした反応を示しただけだった。そして、

「欲求不満なんじゃない？」

　と一番言われたくなかったことを、けろりと言われてしまった。

「そんなこと、言われなくたってわかってますよ……」

　性欲だけの意味ではなくて、好きと言ってはいけない相手に好意を抱いだくこと自体が、ストレスになっているのかもしれない。

　今日も無邪気にランチなどに誘われたわけで。

　暁がぶつぶつと怨えん嗟さのような文句を言っていると、來徳はふむふむと顎あごを擦さすった。

「暁くんて、最近セックスした？　誰とでもいいけど」

「……セクハラですよ」

「いや、そうじゃなくて。ああまあ、セクハラでもいいんだけど。溜まってるっていうのもあるんじゃない？」

　ハルに抱いた恋心や、ハルに向けた劣れつ情じょうも勿もち論ろん作用しているのだと思うが、肉体的に欲求が溜たまっているのもあるのでは、という指摘だった。

「つまり、ある程度その性欲さえ昇華しちゃえば、変な夢は見ないし、ハルくんに抱く劣情も落ち着くんじゃない？　体が資本なんだから」

「体が資本ってそういう意味じゃないと思うんですけど……」

「ほら、痛覚もそうだって言うじゃない？　痛いところがあれば、他のところに痛みを与えて紛まぎらわせる。みたいな。ハルくんに抱いてる性欲でも、とりあえず別のところでただの性欲として発散させちゃえば薄まると」

「……そういうもの、なんですか？」

　温かい飲み物を飲んだせいか、妙にリラックスした気分になっている。そのためか、少々その言い分に納得してしまいそうになった。

「物は試しだよ、暁くん」

　カップを置いて、來徳が席を立つ。彼の意図がわかって、暁は眉まゆを顰ひそめた。

「來徳先生。院生が来ませんか？」

「大丈夫。みんな今は夏休みだよ。学部生も来ない」

　そう言いながら、來徳は暁の顎あごを摑つかんで上向かせた。やけに楽しげな男の顔が近づいてくる。

　男の肩越しに壁掛けの時計が見えた。その時刻が三十分になったのを見て、はっとする。そろそろ、ハルの授業も終わる時間だ。

　重なりそうになった唇と唇の間隙に、暁は手を差し出した。手の甲に、來徳の唇がぶつかる。

「……暁くん？」

「やっぱりやめましょう。よくよく考えたら、性欲なんて一人でも発散できます」

　本当に、眠気で頭がぼんやりしていたようだ。そんな当たり前のことに気づくのがこんなに遅れるとは思わなかった。

「十二時半に、ハルさんと学生課で待ち合わせてるんです。失礼します」

　立ち上がろうとしたところを、腕を摑んで阻はばまれる。

「十分くらい遅れたって大丈夫だよ」

「……十分でなにが出来るって言うんですか。早そう漏ろうでもないくせに」

　ちょっと下品に突っぱねると、來徳はうっすらと笑んだ。

「大丈夫大丈夫」

　唐突に摑んだ手を捻ひねりあげられて、テーブルにうつぶせに押し倒される。気が付いたら右手を後ろで固定されてしまい、身動きがとれなくなっていた。

「いっ……」

「別に僕が発散する必要はないからね」

　シャツの裾すそに、手が差し込まれて、暁は息を飲む。

「ちょ……やめてください」

「あ、結構今のいいね。そそる」

　やけに楽しそうに笑う來徳に、舌を打つ。この人は、ちょっとこういう気けがあるのだ。

　飄ひょう々ひょうとして癖くせのある人物だが、親切で世話焼きなところもある。けれどベッドの中では嫌だ、ということは暴力的なこと以外は大たい概がいやる。本人曰いわく、ベッドに限らず人が嫌がって照れるのを見ると嬉しくなる気た質ちらしいが。

「怒りますよ」

「いいよ」

　言いながら、來徳は暁に覆いかぶさり、胸に手を這はわす。そうして、全体をまさぐるように揉もみ始はじめた。

　來徳が耳元で笑う。逃げ出してしまいたいのだが、腕を押さえつけられてままならず、胸の突起を摘つままれると、体に力が入らなくなる。それでも暁は、必死になって抵抗した。

　弱い場所を捏こねられると、下か肢しに熱が集まってくる気がする。やめてください、と懇こん願がんしたら耳じ殻かくに歯を立てられた。

「ひぅっ」

「おっと。もしかして、触られてもいないのに勃たっちゃってる？」

　ぐ、と体を押され、その部分がテーブルに当たる。來徳からは気づきようもないはずなのに、震えた息で勘付かれたのか。

　胸の肉芽を爪で引っ搔かれて、ひ、と悲鳴が漏れた。

「ああでも、口で咥くわえられると弱いんだよね？　じゃあてっとりばやく、そっちでしてあげようか？」

　そう言いながら、來徳は首筋を何度も甘嚙みする。暴れようとした暁の腕を、來徳は更に強く捻り上げた。

「そしたら多分、五分もかからないよね？　暁くんの弱いとこ、舐なめて吸ってあげる」

「や……！」

　耳元で低く囁ささやかれ、浅ましく震える体を気取られたくなくて、暁は頭を振る。

　その瞬間、ポケットに入れていた携帯電話が鳴った。振動に、びくんと体が強こわ張ばる。

　タイミング的に、ハルからの電話なのは間違いない。どうしようと震えていると、來徳が「取って」と囁いてくる。

「な、に言って」

「早く。待ち合わせてるんでしょ。遅れるって言わないと」

　ほら、と來徳は突き上げるように腰を当ててくる。

　暁はテーブルに縋すがっていた左手で、電話を取った。

『あ、暁さん！　終わりました！　今どこですか？　学生課にはまだいませんよね？』

「は、ハルさ……」

　疚やましいことをしているのを、気取られたくはない。緊張で、頭が真っ白になる。

『あれ？　まだ來徳先生のところ、いますか？　なら僕もそっちへ』

「だ、駄目……っ」

　自分でもわかるほど必死に拒絶してしまい、電話の向こうのハルが口を噤つぐむ。ややあって、怪け訝げんな声が返った。

『……暁さん？　どうしましたか』

「な、なんでもないから。あの、すぐ行くから」

　だから早く電話を切らせてほしい。そう言おうとした瞬間、背後から首筋を舐められた。

「うぁぅっ！」

　不意を衝つかれたせいで、携帯電話を取り落としてしまう。肩越しに睨にらみつけると、來徳は物凄く嬉しそうに暁の胸を抓つねった。

「痛、ぁっ……」

　固定された腕は痛いのに、弱い部分を重点的に責められて、堪こらえていた嬌きょう声せいが漏れてしまった。

　──しまった……！　電話！

　はっとして見ると、通話は既に途切れていた。真っ暗になった画面に、頭から血の気がざっと引く。

　──……聞かれた……？

　一体自分がなにをしていたのか。

　明確になにをされているのか口にしたわけではなかったが、先程上げてしまった声は、自分でもわかるくらい、だらしなく甘えたものだった。

　待ち合わせの時間も守らずに、なにをしているのだ、と怒ったかもしれない。一体どう言い訳をしようと混乱する。

「あーあ。やらしいことしてたのばれちゃったかもね」

　まるで他ひ人と事ごとのように楽しげに言う來徳を、暁は睨みつける。

　勢いよく振り解くと、ようやく來徳は手を離した。摑まれていた腕は痺れ、肩も鈍く痛む。

「だ、誰のせいで……！」

「僕かなぁ？」

　そう言いながら、來徳は今度は暁を仰向けに押し倒した。

「ほら。僕はちょっと触ってるだけだよ？　嫌なら振り解ほどいて逃げたらいい」

　揶揄するように言いながら、來徳が首筋に吸いついてくる。脚をばたつかせ、暁なりに必死に抗っているはずなのに、上手く彼の腕を外せない。

「どいてください……！　離して」

　やだ、いや、と首を振っていると、不意に遠くから足音が聞こえてくる。

　どすどすと大きな音が徐々に近づいてきて、部屋の前で止まった。

「暁さん！」

　ノックもせずに開いたドアの前には、ハルが立っている。全力疾しっ走そうしたのか、肩で息をしていた。

「ハル、さん」

　随ずい分ぶんと間の抜けた恰かっ好こうをしているだろうと思いながらも、その名前を呼ぶ。いつも穏やかな表情をしているハルの顔が、憤いきどおりに塗ぬりつぶされた。

「Jerk off!」

　ハルはあまりよい言葉ではないと思われる英単語を放ち、來徳に向かって拳を振り上げる。來徳はそこでようやく身を離した。

「Go fuck yourself!!」

「ハルさん、待って！」

　流石さすがにここで暴力事件を起こしたら、色々な意味で問題になる。必死にしがみついて止めると、荒い息を吐き、ハルは拳を下ろした。怖い顔で暁を見つめ、ふっと力を抜く。深呼吸をしたあと、彼は暁の顔を覗きこんだ。

「……暁さん。平気？」

　少し落ち着いた様子で暁の頰を撫なでる。涙を拭ぬぐってくれたのだと遅ればせながら気づいて、大丈夫だよと声をかけた。

　それから、まるで空港の手荷物チェックのように暁の体をぽんぽんと叩いて、息を吐く。

「……なにも、されてませんか？」

　頷くより先に、來徳が口を開く。

「する前に君が入ってきたんだよ」

「Up your ass! Fuckwit. Fuck you asshole, Go lick a dick!!」

　流れるような罵ば倒とうに來徳はきょとんとして両手を上げ、暁を盾たてにしながら距離を取る。

「わー、いろんな罵倒語があるもんだね。参考になる」

「じゃあ日本語で言いましょうか。この下げ衆す野郎。日本語には悪口のバリエーションが少ないのが悔しいです」

「いやだな。神聖な職場で滅めっ多たなことをするはずがないだろう？」

　肩を竦めて、來徳が笑う。先程までの行為はなんだったのかと言いたいところだが、自分よりもハルのほうが怒りだしてしまいそうだったので口を噤つぐんだ。

「暁さんを泣かせてよくそんなことが言えますね。痛い、と言ってましたよ」

「そうだったかな」

「恋人同士なら、僕はなにも言いません。でも暁さんは違うと言いました。だったら、僕はあなたが暁さんに触れるのは、泣かせるのは許さない」

「どうして？　君には関係ないだろう？」

　凄すごむハルにもどこ吹く風で、來徳は首を傾げた。ハルはぎゅっと拳を握り、歯嚙みしている。なんと声をかけたらよいかわからず、暁はおろおろとしながらハルのシャツを引いた。

「ハルさん、もういいよ。ごめん。帰ろう」

　なんとかそれだけを絞しぼり出だすと、ハルがくるりと振り返って抱きしめてくる。人前でハグをされて、暁は狼狽うろたえてしまった。

「は、ハルさん？」

「來徳先生。二度と彼にこういうことをしないでください」

　行きましょう、とハルは暁の腕を引く。

　またね、と手を振る來徳を尻しり目めに、ハルは思い切り乱暴に研究室のドアを閉めた。













　気まずい空気のまま、それでも暁とハルは食事に向かった。なかば引きずられるような状態であったが、暁は抵抗しなかった。

　ハルはむっつりとしたまま、それでも食欲は落ちないらしく、暁の三倍くらいの量を平らげていた。よく食べるね、と声をかけると「怒ってるからです」と言われて口を噤む。

　帰宅し、閉め切っていた雨戸を開放すると、籠こもっていた熱が多少は緩かん和わされた。

　居間にでも行こうかと腰を上げると、ハルに「僕の部屋に来てもらえませんか」と訊きかれる。

　断る理由もなかったので、暁はハルの部屋に足を踏み入れた。まだ暁が腰を据すえる前に、ハルは口を開く。

「──邪魔しましたか」

　來徳とのことを問われて、暁は慌てて首を振る。見られたくはなかったけれど、助けてもらって安あん堵どしたのも確かだ。

　勿論、來徳があそこで最後まで致す気がないのはなんとなくわかってはいた。

　暁の反応に、ハルは深々と溜息を吐いた。

「……よかった。これで僕の方が邪魔者だったら困りました」

　ハルの言葉の意味を測りかねて、暁は曖あい昧まいに笑う。それを見み咎とがめて、ハルは眉を寄せた。

「わからないのに、笑って誤魔化さないでください」

「……ごめんなさい」

　強い口調で言われて、暁は肩を落とす。ハルは「くそっ」と呻うめいて頭を搔いた。

「違います。そうじゃない。暁さんは悪くない」

「いや、でも俺がもたもたしてるからハルさんはイラついて……」

「そうじゃない！　──暁さん」

　ハルは暁の手を、包み込むように握る。いつもより汗ばんだ掌に、暁はハルを見上げる。

「僕は、あなたが好きです」

　はっきりとした声で告げられて、暁は目を瞬しばたたいた。

　なんだか自分に都合のいい幻聴が聞こえた──とまで現実逃避をするわけではなかったが、ハルの気持ちがよくわからない。

　それは、友情として、ということだろうか。それとも家族愛に近いのだろうか。

　判然としなくて、暁は無意識に体を引いた。その分だけ距離を詰めて、ハルが迫せまってくる。

「暁さん。どうか、嫌ならそう言ってください」

「いやっていうか……」

「男同士は駄目ですか。來徳先生は特別？　僕では駄目？」

　駄目だ、なんていうことは勿論ない。

　やっぱり、自分に都合のいい夢を見ているのだろうか。断られて、忌き避ひされることは想像していたが、まさか自分が告白する前に相手がこんなことを言ってくるのは想定外だ。

「僕は暁さんが好きです」

「それって」

「あなたにキスしたい。あなたを抱きたい。その権利が欲しい。そういう意味です」

　わかりました？　と問われて、暁はぎこちなく頷く。

　言っていることはわかったが、まだ状況がよく呑み込めていない。

　──……ハルさんが好き？　俺を？　抱きたいって……。

　反はん芻すうして、顔が赤くなる。

　茹ゆでられたように紅潮しているであろう暁の顔を見て、ハルは何故かほっと息を吐いた。

「よかった。ここまで言ってわかってもらえなかったら、どうしようかと思いました」

「……いや、あの」

　聞きたいことは色々ある。

「僕は、あなたが男と愛し合える人なんだって、ちょっと前に気づいてました」

「えっ!?」

　いつ、どこで。一体どんな失態を犯したのだろうと困惑する。

「でもそれは、僕の願望で、色眼鏡で見たのかもしれない、とも思っていました。本当にそうなのか、自信はなかった。だから中鉢さんにも相談しました。こんな気持ちのまま、暁さんの傍にいていいのか、わからなかったから。でも彼は大丈夫だと言いました。彼はあなたがゲイだとは言いませんでしたが、とにかく大丈夫だからと」

　あいつ、と暁は歯嚙みする。言ったも同然だし、暁がハルに絆ほだされるのを見越していたのだろう。

「いつ、気づいたんですか」

「……前に、來徳先生と一緒に帰ってきた日があったでしょ」

　見られていたのには気づかなかった。けれど、あのときは傍かたわらにタクシーの運転手もいたので妙な行動はとらなかったはずだ。

　そう思ったのが顔に出たのか、ハルは眉を寄せる。

「あのとき、來徳先生があなたに触ったんです」

「そう、でした？　でも、それだけで？」

「キスもしませんでしたか」

「は!?　いや、それは絶対にしてません！」

　もう彼とそういう接触は暫しばらくなかったし、なにより道路の上でタクシーを待たせている状態で、キスなんて絶対にありえない。

　そう言うと、ハルは拍子抜けした顔をしたあと、険けわしい表情になった。

「僕はそれを、縁側で見ていました。そのとき、來徳先生と目が合って……」

　そこで言葉を途切れさせ、ハルが悪態を吐く。

「そのとき、あの人は暁さんに触りながらキス……は、勘違いでしたけど、僕を見て『勝った』みたいな顔して笑ったんです！　今でも、腹の中がむかむかします！」

　本気で悔しそうに歯ぎしりをして、ハルが吼ほえる。

「僕はもうそのとき、あなたのことが好きだったので嫉しっ妬としました」

「え、えええ？　ちょっと待って、頭が追いつかない」

　暁の制止を振り切るように、ハルは言いい募つのる。

「でも、嬉しかったのもあります。だって、可能性があるとは思わなかったから。彼と付き合っているのなら、男同士で付き合うことに抵抗はないでしょう？」

　それどころか、暁は來徳と違って生きっ粋すいのゲイだ。おまけに、初めこそ苦手意識はあったものの、ハルに惹ひかれていたのも本当だ。

　けれど、今まで恋愛運がいいとは言えなかった自分が、こんなにとんとんと調子よくことが進むなんてありえない。猛攻に臆おくする暁に、ハルは身を乗り出して言葉を重ねた。

「でも、結構アピールしてたと思うんですけど」

「え……そうなの？」

　本気で心当たりがなくて首を捻ると、ハルは頭を搔く。

「いくらなんでもただの同居人にキスを迫ったり、べたべた抱きついたりしませんよ。しかも男同士で、行ってきますとかただいまのキスとか。しません」

「いや、アメリカ人だからかなーって……」

　暁の返答に、ハルはがっくりと肩を落とす。

「だと思ってました。僕としては、あなたにキスしていいですかって、訊きいたときに、結構特別な意味で言ったんですけど」

　それなのに、のこのこと他の男とデートに行ったので、気持ちが通じてないのだとショックだった、と吐と露ろされる。

「いや、あの、アメリカにいたときからの家族との習慣なのかなって」

「そりゃ、いきなり訊いてしまったとは思いますけど……こういうの、日本語で『ぬかよろこび』って言うんですよね」

　そうですね、とは言いづらくて暁は口を噤つぐむ。

「い、いつから……？」

「んー。結構最初、というか、初めて会ったときから好意はありましたよ。理想のタイプでしたし」

「タイプって」

　頭がついて行かずに復唱したのは、決して説明を求めたわけではなかった。けれど、ハルは懇こん切せつ丁寧に教えてくれる。

「最初から言ってます。暁さんは綺麗。髪も黒くて美しい。肌もクリームみたいな綺麗な色。アジア人の白い肌は、白人のとちょっと違います。体が小さくて細くて、性格は静かで控ひかえめ。料理も上じょう手ず。字も綺麗。思いやり。ヤマトナデシコだって思いました」

「あの、もういい……」

「だから、最初ちょっと手を握ったときは興奮しました。引かれるかなーと思ったのでそれ以上は出来なかったですけど」

　手が熱い、と思ったのは元々の体温の高さというよりは、ハルが興奮していたから、ということのようだ。今更だが嬉しくもあり、恥ずかしくもある。

「大体にして、日本人はちょっとわかりにくいんですよ」

「な、なにが？」

　突然なんの駄目だしだと目を剝くと、日本人の男性は服に頓とん着ちゃくし過すぎていてゲイっぽいらしい。感覚的にはよくわからないが、体型と着こなし、飾り立て方が男性的には見えないということだ。

　年齢的なことや好みの問題もあって、暁は確かに無造作な恰かっ好こうは家でもあまりしない。ハルに指摘されて、家の中でも部屋着を着ていないことに気づいた。

　それは同居人がいるせいもあったが、ハルはその点常に部屋着のような恰好をしている。

　だからますますわかりにくいのだと、理不尽な注意を受けた。

「期待して見ちゃうじゃないですか。それに暁さんは好みのタイプだったから余計期待してしまって……これでもし違ったらあなたと過ごせなくなると思って苦しみました」

　まさかハルも、自分と同じことで悩んでいるだなんて思いもよらなかった。びっくりして呆ぼう然ぜんとしてしまう。ハルは微笑んで、そっと頰に触れてきた。

「女性と付き合ったこともありましたが、僕は男性の方が好きなんです。……暁さんは？」

　そんなこと、言うまでもなくわかっているだろう。顔を赤くした暁は答えられなかったが、ハルは無理に言わせようとはしなかった。

「──ところで、來徳先生とは恋人だった？　それとも」

　体だけの関係だったのか、と暗に匂わされて、暁は首を振る。

　今となっては恋人だったかどうかも怪しい。だが、恋人っぽくなくなるより先に、体の関係はなくなっていた。

　そう告げると、ハルは怪け訝げんそうに目を眇すがめた。

「來徳先生を表現するのに一番近いのは、元恋人の友人、って関係だと思う。……來徳先生と知り合ったのは、俺がその前の恋人に振られたときで」

　散々浮気をされたというのに、暁は恋人に尽くしていた。それほど彼を好きだったかと言われると今でも疑問なのだが、それでも暁はそれが己の存在意義だとばかりに男に尽くし、そしてあっさりと捨てられた。

　お前と一緒にいてもつまんねえんだよ、と言って、セックスのあとにホテルから叩きだされたのだ。しかもそのときは有り金も全部巻き上げられた後で、帰る電車代もなかった。

　ホテルの前で呆然としていたら、若い男を連れた來徳に声をかけられたのだ。

「なんとなく、流れで付き合うことになって」

「そこ、大事なところだから省略しないでください」

　來徳とは、その前に中ちゅう鉢ばちを介して面識があり、お互いの性嗜好のことは把握していた。

　來徳は、教え子がいるからと同伴していた男と一緒に、暁を保護してくれたのだ。男は幸い、來徳の恋人ではなかった。勿論そういう目的で一緒にいたようなのだが、泣いている子にはかなわないから譲ゆずるよ、と來徳を貸してくれた。

　そうして、泣きながら恋が破れた話を吐露した暁を、來徳は慰なぐさめてくれたのだ。

　勿論慰め方はベッドの中で、というあまり品のよくないオチなので、そこだけはカットして説明する。

「……でも俺、派手な顔の人がもういやで」

　自分にないものを求めたのか、付き合った男は皆派手な顔立ちだった。所いわ謂ゆる美形と呼ばれる人種ばかりで、だからこそ彼らはなんの取とり柄えもなく地味な暁に苛いら立だったのかもしれない。

「そう言ったら、來徳先生はじゃあ友達からって。それから付き合いが続いているだけで、今は恋人らしいことはなにも」

「でも、別れてないですよね。食事行ったり、仲良くしたりしてるじゃないですか」

「だってそれは、友人ですから」

　まるで浮気を責め立てるような口調に、暁はちょっと泣きそうになりながらも反はん駁ばくする。

　ハルも同じことを思ったようで、はっとして頭を下げる。

「ごめんなさい。僕にそんなこと言う権利ないのに」

「……いえ」

「だから僕は、暁さんに口出しできる権利が欲しい」

　抱き寄せられ、頭の上にキスが落ちてくる。ここまでするのは、暁がどういう返事をするのか、ある程度の確証があるからだろう。

「欲しいです。くれませんか」

「ハルさん」

「あなたが欲しい」

　請こわれて、背筋がぞくりと震える。嬉しくて涙が出そうになったが、暁は唇を嚙んでハルを押し返した。眼前のハルが、顔色を失なくす。

「暁さん、どうして」

　悲ひ嘆たんにくれた声に、胸が痛む。それでも、後々のことを考えたら素直に頷くことは出来なかった。

「……俺だって、ハルさんが好きだよ。でも、ハルさんは一年で帰るじゃないか」

「そうですけど、でも」

「期間限定の恋愛なんて、きっと耐えられない。現地妻みたいなのも嫌だ。遠距離恋愛だって、俺には出来ない」

　自分には家も仕事もあるから、追いかけることだって出来ないだろう。叶かなわない恋も辛いけれど、初めから終わることが前提なのは一緒にいて辛いに決まっている。

「だったら初めから、恋愛関係にないほうがマシだ」

「暁さん！」

　ぐっと腕を摑まれて揺さぶられる。

「ビザが切れたらまた申請するつもりでしたよ！　僕の仕事覚えてますか？　世界中のどこでだって出来る仕事ですよ？」

　彼の本職は、翻ほん訳やく家かだ。現に、日本に来てからもちょこちょこと仕事はしているようだった。

　そう言われると、ビザも、切れたら二度と入国できないという代しろ物ものではない。

「帰国したときには、戻ってくるのを信じて、としか言えないけど……僕は日本が好きだし、あなたが好きだ。だから、ずっとここに住んだって構わない」

「ハルさん」

「だから、お願いです。僕を暁さんの恋人にしてください」

　お願いします、と真しん摯しな声で言い、ハルは力強い腕で暁を抱きしめる。

　はい、とハルの胸に顔を埋うずめたまま、消え入りそうな声で答えた。体を抱く腕に、更に力が籠こめられる。

　ハルの腕の中は、ひどく熱かった。彼の体温のせいか、自分が体温を上げているせいなのかはよくわからない。少し体を押し付けると、ハルの体が強こわ張ばった。

　どきどきしながらその胸に頭を預けていると、不意に体を引き剝がされる。一瞬怯おびえたが、そんな暁の心情を知ってか知らずか、ハルは真剣な顔をしていた。

「そうと決まれば、來徳先生に電話してください」

「はい？」

「僕の前で、きちんと別れてください」

　確かに受け入れたけれど、もう少し余裕をくれないものだろうか。だが急せかされて、暁は追い立てられるように携帯電話を手にした。

　來徳に電話をかけると、二度コール音が鳴った後に彼が出る。

『なんだ。結構早くかけて来たね』

「あの……」

　特に気負う雰ふん囲い気きもなく、いつも通りの飄ひょう々ひょうとした様子の朗らかな声がした。

　気まずく思っていたので、変わらぬ彼の態度に安堵する。

「その」

『もう１ラウンド終了したの？』

　電話を切りたい。揶揄からかう口調に息を吐く。

『ハルくんと付き合うことになった？　それでちゃんと別れてくれとでも言われたかな？』

　ずばり言い当てた來徳に、暁は絶句する。「あたりだろ？」と電話の向こうで來徳が悪いた戯ずらっぽく笑った。

『でも僕ら、もうとっくにそういう関係じゃなかったもんね』

　今日いやらしいことを仕掛けておいてどの口が、と思わないではないが、確かに來徳は、暁にそういう意味では暫く触れていなかった。

『けしかけておいてなんだけど、もう断るも断らないもないと思うんだけど』

「でも、けじめだから、ってことなんだと思います」

　ちらと横目で窺うと、ハルはその通りだと首しゅ肯こうした。

『わざわざ略奪愛にしたいだなんて、ハルくん変わってるねえ』

　けらけらと笑った声が届いたのか、ハルが怪訝そうに顔を顰める。

『いいよいいよ。好きにしなさい。……今度は失敗するんじゃないよ？』

「來徳先生」

『こんないい加減な感じだけどね、おじさんは一応君のことが心配なんだよ。好きな人が出来たなら、その気持ちを大事にしてほしい』

　恋愛は絶対にするべきだよ、と本気なのか冗談なのかわからない声音で來徳が言う。暁は笑って、ありがとうございます、と礼を言った。

『あ、そうだ。ちょっとハルくんに代わってくれる？』

「え、あ、はい」

　電話を差し出すと、ハルは自分に？　と首を傾げて電話を受け取った。

「はい。ハルです」

　ハルはおざなりな相槌を打ち、それから剣けん呑のんな雰囲気を纏まとわせた。

「あなたに言われる筋合いはないです」

　じゃあ、と電話を切ってハルはむっつりとした表情のまま暁に携帯電話を返した。

「どうしたの？」

「……『僕の可愛かわいい子を泣かせたら許さないよ』だそうです。なんであの人にそんなことを言われないといけないんだ！」

　英語で罵ば倒とう語ごを口にして、ハルが暁を抱きしめてくる。

「今日あなたを泣かせたのはあの人なのに」

「……ほんとだよね」

　自分のことを棚たなに上げて、ハルに忠告とは。けれど、まるで父親のように己を心配してくれているので、あまり責める気にもなれない。

　それがわかっているのか、ハルは複雑そうな顔をしながらもそれ以上來徳については言げん及きゅうしなかった。

「これで、あなたは僕のものだと思っていい？」

「……それは俺が訊きたいです」

　頷くと、頰をそっと撫でられる。導くように頰を掬すくい上あげられて、ハルの唇が落ちてきた。

　ちゅ、ちゅ、と音を立てて何度もキスをしたあと、ようやく深く交わる。

「ん……」

　ぬるりと入り込んできた舌に、背筋が震える。必死に応こたえたつもりだったが、大きな舌に絡め取られて動けない。

「ふ、……ぁっ……」

　息すら奪う勢いでキスをされて、暁はハルの厚い胸を叩く。

「待って、くるし……」

　けれどハルは、暁の腰を抱かかえて畳たたみの上に押し倒した。腰を弄いじりながら、大きな掌に尻しりを揉まれて息を飲む。

「……待っ」

　まさかここで、と驚いていると、ハルが唸うなるように口を開く。

「布団を敷くの、待ってられないです……！」

「で、でも」

「ごめんなさい、暁。待てない」

「ん、ぅっ」

　唇を塞ふさがれて、畳に強く押しつけられる。いつも優しげに動く手は、押さえつけられると怖いくらい力が強く、抵抗が出来なかった。

　それでも、暁は弱々しく抵抗を返す。

「ハルさん、ハル、待って」

「……っ」

「お、俺、初めてじゃないけど、あの、こういうことするの久しぶりで……」

「うん」

「だから、その」

　優しくしてください、と抱き寄せた男の耳元で告げる。

　それは単に、大声で言うのがはばかられるからだったのだが、ハルにすれば恥じらいながら誘っているように感じたらしい。

「頑張ります」

　微妙に答えになっていないことを言って、ハルは嚙みつくようなキスをしかけてきた。







　縺もつれるように全裸になり、初めて見るハルの体は彫刻のように綺麗だった。筋肉のない己の体はそれに比べて貧相以外のなにものでもなく、羞恥でいたたまれない。けれどハルは「素晴らしい。素敵だ」と臆おく面めんもなく褒ほめてくれた。

　耐え切れなくて、暁は顔を隠す。ハルは強引に暁の手を外させ、我慢できない、と言いながら色々なところに嚙みついてきた。恥ずかしいと泣いても許してくれず、ハルの歯が時折本気で痛いこともあったが、それも嫌いではないので暁は全部受け入れる。

「ん、ぁ……！」

　舌を強く吸われながら下か肢しをもみくちゃにされ、暁はあっけなく達してしまった。

「……っ、は……」

「暁、暁」

　譫うわ言ごとのように熱っぽく繰り返しながら、ハルは暁のもので濡れた指を後ろに入れてきた。太い指にぐっと押し広げられ、その性急さに腰が揺れる。

「あっ……、あっ」

「……暁、痛い？　苦しい？」

「平気……」

　一度達したせいか、体の力は抜けている。それでも、視界にちらちらと映うつる彼のものを見て、少し解ほぐすくらいでは足りないだろうなというのはわかっていた。

　なんとかスムーズに指が三本動かせるようになり、ハルは見下ろしながら「いい？」と訊いてくる。

「ん……、っぅ……」

　頷くか頷かないかのうちに、ハルの熱が暁の体を押し広げるように入ってきた。

　それほど痛くはないが、どうしても圧迫感を覚えてハルの侵入を体が拒こばんでしまう。

　男を受け入れるのが久しぶりというのもあるし、他のパーツと同様に、ハルのものが大きかったというのもスムーズにいかない原因だったかもしれない。

「暁、ごめんなさい。頑張って」

　胸を喘がせながらなんとか飲みこもうとするのだけれど、上う手まくいかない。

　申し訳なさそうな顔をするハルに、暁は首を振った。確かに苦しいのもあるのだが、本当はもう先程の前ぜん戯ぎから今まで、身み悶もだえるくらい感じているのだ。体がというよりは、心が悶えて落ち着かない。

　ハルだって、こんな寸止め状態では色々ともどかしいだろう。

　このままでは変なことを口走ってしまいそうで、焦じれて、暁はハルの背に縋った。

「暁？」

「ハル……っ」

　ひどく甘えた声が出たことを恥じて、暁はハルを抱き寄せる。そうして、耳元に唇を寄せて、請こうた。

「ちょっと乱暴にしてもいいから……もう、全部、入れて」

　少しだけ入ったものが、びくりと跳ねる。思わず声を上げてしまい、呼吸を整えた。

「でも、暁が」

「大丈夫だから……一気に奥まで」

　肩けん甲こう骨こつの上の薄い皮ひ膚ふを撫でると、ハルがこくりと唾つばを飲んだ。

「ごめん、暁……！」

　唸るようにそう言って、ハルは暁の腰を軽く持ち上げて、ぐっと押し進めてくる。

「あ、……──ぅ、ん！」

　押し込まれたのと同時にとてつもない圧迫を覚えた。

　反射的に逃げた腰をハルは上から押さえつけ、暁が望んだ通りに大きな熱を奥まで捩ねじ込こまれる。

「ぅ、あ……っ」

　衝撃に、暁は体を震わせながら仰のけ反ぞる。下腹を殴なぐられたような大きな衝撃を覚えたが、必死に堪えてハルの背に縋った。

「暁」

　暁の前髪を搔かき上あげて、ハルの手が暁の後頭部へと移動した。項うなじを撫でながら、ハルは暁の唇を貪むさぼる。

「ん、は」

　そうされてみて初めて息を止めていたことに気づき、暁は呼吸を取り戻した。は、は、と息を切らす暁の中を、ハルが一度ゆっくりと穿うがった。

「待っ、おっきぃ……っ」

　きゅう、とハルを受け入れている部分が締まる。暁が締めたと言うよりは、体積が増えたような気がした。

　どうしても震えてしまう腕で、暁はハルの首にしがみつく。息を荒らげたハルが、離した唇を舐めた。

「ごめんなさい、後でちゃんとします。文句も、何時間でも聞きますから」

「え……？」

　一体何の話を、と問うより先に、奥まで入っていたものを勢いよく引きずり出された。

　排はい泄せつ感かんにも似た感覚に、暁は身を竦ませる。久しく味わっていなかった体感に、ちかちかと眩暈めまいがした。

　それに慣れる前に、また奥を突かれる。

「あ、あ！」

「好き、好きです、暁」

「ひ、っ」

　苦しいのは本当なのに、体が浅ましく反応した。別にいじめられるのが好きなわけではないが、こういうのも嫌いではない。乱れながら、暁は恥じ入る。

　それに、こんなに必死に好きだとかき口く説どかれては、怒るに怒れない。それどころか、告白を重ねられる度に体が震えた。

「暁……っ」

「あっ……！　やー……っ」

　深く抱きこまれ、中に熱いものが叩きつけられる。じわりと腹の奥に広がる感覚に下肢が我知らず震え、暁は半泣きになってハルの背に縋った。

「あふ、あ、ふれる……っ」

　やだ、と言いながら、脚が無意識にハルの腰に絡む。太ふと腿ももで挟はさんだ腰が、びくんと震えた。

「……っ、溢あふれません。まだ、このままします、から」

「ひ、ぁっ」

　出したはずなのに硬いままのものを、ハルは誇こ示じするように叩きつけてくる。体の中で彼の体液が搔き混ぜられる感触に、暁は慄おののいた。

　肩を押さえつけられて、大きく体を揺さぶられる。腰を打ちこまれる度たびに、唇から猥みだりがわしい喘ぎ声が漏れた。そうされながら、背中にひりつく痛みを覚え、暁は顔を顰める。

「待って」

「待ちません」

「そうじゃ、なくて……っ、背中痛い」

　暁の訴うったえに、ハルは目を見開いた。慌てた様子で、繫つながったまま暁を抱き起こす。更に深く受け入れる羽目になって、暁は唇を嚙んでハルにしがみついた。

「いっ……」

　その大きな掌に肩から肩甲骨のあたりを撫でられて、ひりつく痛みに息を飲む。

　皮膚を畳で擦ってしまったらしい。最中は暁も必死で気付かなかったが、意識するとどんどん痛んでくる気がする。

「……畳で、擦こすれた」

「す、すみません……！」

　すっかり恐縮してしまったらしいハルに抱きつき、暁はキスをした。

「いいよ。俺も全然してほしかったし……、ぁ」

　体勢を変えたせいで、先程中に出されたものが下へ降りる感覚がした。狼ろう狽ばいして腰を上げた瞬間に、嵌はめていたものが抜けてしまう。

「あっ……うそ、待っ」

　脚を開いているせいで、出されたものがとろりと零こぼれる気配がした。慌てて腰を下ろそうとすると、ハルの左腕に支えられて阻はばまれる。

　ハルは右手で暁の尻を摑み、指で先程まで大きなものを受け入れていた場所を開いた。

「ハ、ハル、やだ、出……」

「暁。入れてって言って？　おもらし恥ずかしいからって」

「ど、こでそんな日本語覚えて……っ」

　早く、と言いながら指で広げられ、暁は首を振ってハルにしがみつく。
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「入れて、ハル……っ」

　懇こん願がんした暁に、ハルは思い切り腰を打ちつけてきた。

「あぁ……っ」

　がしがしと容よう赦しゃなく揺さぶりながら、ハルは暁の首筋に嚙みつく。痛い、と訴える癖に興奮している自分に気づいて、暁は泣いた。

　いや、としゃくりあげる暁に、ハルが耳元で笑う。涙でぐしゃぐしゃになった顔でハルを窺うと、頰の涙を舐め取られた。

「いや、って……暁、自分で腰動かしてます」

　ほら、と尻を摑まれて、強く引き寄せられた。奥の方まで咥くわえこむ恰好になり、再びあられもない嬌声をあげてしまう。

　確かに下肢を押しつけるように動いている自分に、暁は頭を振った。

「あ、駄目……っ、見ないで、やだ、いやだ……っ」

　こんなみっともない姿を見ないでくれと泣いて頼んだのに、ハルは精せい悍かんな顔に汗を浮かべながら「素晴らしい、素敵だ」と呟いた。綺麗です、と掠れ声で囁かれる。

「昼は淑女、夜は娼しょう婦ふっていうやつですね。やっぱり暁はヤマトナデシコだ……感激です」

　うっとりと馬鹿なことを呟くハルの肌に、暁は歯を立てる。少々痛いくらいに痕あとをつけてやると、意趣返しのように下から突き上げられた。













　散々抱き合った後、汗でどろどろになった部屋の換気をして、ハルは風呂を用意してくれた。一緒に入る、と言ったハルだったが、泣きだしそうな勢いで断ると、引いてくれた。

　体の隅すみ々ずみまで見られて今更かもしれないが、やっぱり冷静なときに見られるのは恥ずかしい。

　ハルは風呂を洗ったついでにシャワーを浴びていたらしく、気にしないでゆっくりして、とキスで送り出してくれた。

　抱き合うのは久しぶりだったので、受けいれた部分に少しお湯が染みた。それに、ハルがわりといい体格をしていたせいか、股こ関かん節せつががくがくしている。

　立てないほどではないが、明日は腰が痛みそうだと溜息を吐いた。

　汚れを落として風呂場を出ると、ハルが台所に立っていた。

「……なに作ってるの？」

「あっ、暁！」

　慌てた様子でフライパンを操ったせいか、中に入っていた黄色い物体がぐしゃりと潰つぶれた。もっとも、暁が覗き込まなくても果たして綺麗に形作れていたかはわからぬものではあったが。

「もうシャワーは終わったんですか？」

　そう言いながら、ハルは暁の頰に唇を寄せてくる。その淀よどみのない所作にどぎまぎしながら、暁は首肯した。

「うん。で、これは……」

「おなかすいてるかなと思って。暁にオムライスを……」

「オムライス……」

　本来オムライスは、チキンライスを卵で包んだものが一般的だが、見間違いでなければ、恐らくこれは卵液の中にそのままごはんを入れたものを焼いたように見える。

　今のままではお焼きのようなものにしか見えない。

　本人も「なんかこれじゃない」とは思っているようだが、打開策がわからず途方にくれているようだ。

「ちょっと貸してもらっていい？」

　暁が言うと、ハルはしょぼくれた様子で一歩下がった。

　まだ完全に固まる前だったので、暁はフライパンを揺すって形を整える。

　なんとなくラグビーボール型になったところで、皿に盛った。

「うん、これなら大丈夫じゃない？」

　本来の形に近い形状を取り戻した卵に、ハルは「おお」と言って手を叩く。

　しかも彼が焼いたのはどう見ても三人分以上ある巨大なライスオムレツだ。

　ハルなら一人でも食べられそうな量だったが、暁を椅子に座らせた後、彼は銘めい々めい皿ざらとスプーンを取って来てくれた。

「なんか違う……」

「十分おいしそうだよ」

　実際、空腹を覚えてもいる。早く食べようと急かすと、ハルは冷蔵庫からケチャップを取り出した。

「書いて、暁」

　ケチャップを暁に手渡して、ハルはポーカーフェイスを作ろうとしているらしいが、期待に満ち満ちた目でこちらを見ている。

　ここは期待に添うべきかと少々迷いつつも、ハルはケチャップの蓋ふたを開けた。

「おお……！」

　恐らく彼の望んでいた「好き」という単語を大きく書き、後ろにはハートマークもつけてやった。

　いい年をした男がやってみると案外恥ずかしくて、暁は照れ隠しに無表情を貫つらぬく。

　けれどハルはいたく感激した様子で、暁に抱きついてきた。

「素晴らしい！　愛してるよ、暁！　マイオムライス！」

「……その呼び方は、ちょっといやかなぁ」

　好きなものに喩えてくれたのだろうが、マイオムライスはちょっと嫌だ。ボリュームのある僕を君は優しく包んでくれるんだ、ともっともらしい理由を言われたが、それでもやっぱりちょっと嫌だ。

　まだ興奮した様子のハルを黙らせるため、暁はオムライスではなくライスオムレツを、そっと彼の口に運んでやった。
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　服はっ部とり暁あきらは男運がよいほうではない。

　友人に言わせればよくないのは男運よりも暁の見る目のほうで、今まで付き合ってきた男たちは顔はよくともあまり「いい人」とは言い難がたい面メン子ツばかりだった。

　よく言えば日本人らしくすっきりと端整な、悪く言えば地味で特徴のない顔立ちの暁の容姿を貶けなす男もいたし、内向的で尽くしたくなる性格を利用することしか考えない傲ごう慢まんな男もいた。

　連戦連敗の恋愛経験は、好みのタイプなのに苦手意識を持ってしまうという面倒な性癖を暁に植え付けた。

　今でも付き合いがあるのは暁の出身大学で教きょう鞭べんを執とる來らい徳とくくらいだが、彼も少々変わっている。來徳は前述の男たちのような態度はとらなかったが、基本的に気が多く、暁と付き合っているときも同時進行で複数の男女と関係を持っていた。

　そんな來徳ですら、比較的マシなほうだと言えた暁の恋人遍へん歴れきに、友人が言うところの逆転満まん塁るいホームランというべき相手が、新たに刻まれてそろそろ一年になる。

「──おはようございます、暁」

　鴨かも居いに頭がぶつかるほど背の大きな金髪の男が、台所へぬっと現れる。起き抜けでぼんやりとしているようだがそれでも眉び目もくよい顔は、毎朝目を奪われずにいられないほど美しい。少々気だるげな表情が、淡泊と言われた暁の情欲を搔かき立たてる。

　モデルと見み紛まごうほど抜ばつ群ぐんのプロポーションの持ち主なのだが、服のセンスはいまいちなのが、ご愛あい敬きょうだ。今日もどこで買ってきたのかと首を傾かしげたくなるような変わったＴシャツを身に着け、下は顔見知りの老夫婦にもらったという甚じん平べいを履はいていた。

　今日のＴシャツは、筆文字で「四ヨ畳ジョウ半ハン趣シュ味ミ」と書かれている。相変わらず、意味をわかっているかどうかは怪しい。

　けれど眩まばゆいエメラルドグリーンの虹こう彩さいは吸い込まれそうで、本当に同じものが見えているのか不思議なほどだ。凝ぎょう視ししていた暁を怪け訝げんに思ってか、その目が優しげに細められる。

「どうしました？」

「ううん。おはよう」

　誤魔化すように、暁は慌てて背を向けた。もう一年も経たとうというのに、未いまだに見み惚とれてしまう事実を知られるのは面おも映はゆい。

　暁は、前ほど美形に対して苦手意識を持っていない。それは他でもなく、この美び貌ぼうの恋人のおかげであった。ハルは優しく、暁を惜しみなく口く説どき、好意を寄せてくれている。貶おとしめられてきた自分の外見も、ハルが好きだと言ってくれるので、嫌いではなくなった。彼が好きだと言ってくれる顔でよかったとさえ、思える。

　美形嫌いはコンプレックスの裏返しでもあって、ハルを好きになってから徐々に緩かん和わしてきたようだった。

「早く顔洗って……うわっ」

　背後から抱き付かれて、危うくボウルを落としそうになってしまった。

　危ないよ、と窘たしなめる暁の言葉を聞いているのかいないのか、ハルはごろごろと懐なついてくる。そして、後ろから暁の首筋や頰に音を立ててキスをしてきた。

　そこに挨あい拶さつ以上の意味はないはずなのに、顔が熱くなってしまうのが悔しい。暁は眉まゆ根ねを寄せて肘ひじでハルの体を押し返す。

「ハルってば、もう、朝から……っ」

「おはようございますと言いましたが、もう朝じゃないですね。ごめんなさい、寝坊してしまって──大丈夫ですか？」

　ハルの科白セリフに、暁は思わず固まった。

　二人きりだというのに耳元で囁ささやかれた声は、少し掠かすれている。昨晩のことを思い出して、暁は羞しゅう恥ちに頰が熱くなるのを自覚した。

　日付でいえば今日だが、昨晩は二人で一緒の部屋で過ごしたのだ。今日は二人とも休みだから、と少しハルが張りきった。

　ハルの腕の中でいつ眠りに落ちたのか、まったく記憶にない。起きたらもう十時を過ぎていて、暁は慌てて朝食の準備をし始めたのだ。

　別に初めてでもないのに、後きぬ朝ぎぬに慣れない反応をしてしまう己おのれが忌いま々いましい。むっと口を噤つぐみ、ボウルの中の卵を乱暴にかきまぜた。

「暁？」

　返答のない暁に、ハルが顔を覗のぞき込こんでくる。相変わらず眩まぶしいくらいの美貌に、目を逸そらした。

「……知らないよ」

　見ればわかるだろうに、いちいち訊きかないでほしい、と全身でアピールしてみる。

　そっけない返答に、ハルはめげるどころかますます体を密着させてきた。

「もしかして、今日の朝ご飯はオムライスですか？」

「……まあね」

　朝はいつも軽めに作るのだが、今日は昼食と兼用になりそうだったので、ハルの大好きなオムライスにしようと思っていたのだ。

「愛してます、暁。好き好き！」

「ちょ、重いってば！」

　暁の言葉を意に介しもせず、ハルは頭や髪にもキスの雨を降らせる。

　ハルの愛情表現はストレートだ。恋人になってから、徐々にスキンシップが増えた。衆しゅう目もくがあるときは最低限に抑えてくれるのだが、その反動か二人きりのときは遠えん慮りょがない。頻ひん繁ぱんな触れ合いに、暁は毎日翻ほん弄ろうされてしまう。

　恋人とこんな風に付き合うのは初めてで、自分には縁遠いことだと思っていた。それに、恋愛に消極的な自分にそういう付き合いは向いていないと、以前は思っていたのだ。

　けれど暁は、ハルに惜しみなく愛の言葉を贈られ、抱きしめられて、振り回されながらも幸せを感じている。色々な意味で、ハルは暁に初めてのものを沢たく山さんくれた相手だった。

　愛の言葉も、キスも満足に返せないけれど、伝わっているだろうか、と肩越しにハルを振り返る。目が合うと、ハルは頰を緩ゆるめた。

「さて、僕もなにか手伝います！」

　ひとしきり暁に触れて満足したのか、ハルがぱっと身を離す。

　暁の反応を見て面おも白しろがっているのではないだろうかと穿うがってしまうが、ハルに他意がないのは明白だ。

　彼はばたばたと洗面所へ向かい、すぐに顔を洗って戻ってくる。

　さあなんなりとお申しつけください、とばかりの笑顔を向けられ、暁は苦笑した。

「……じゃあ、レタスちぎってくれる？」

「はい！」

　ふんふんと鼻歌を歌いながら、ハルは冷蔵庫を開けた。

　ハルは自主的に色々と手伝いをしてくれる。今は、庭掃除と毎食後の洗い物は彼の担当だ。料理はそれほど得意ではないようだが、今日のように率先して手を出してくれる。

「ん？　なんですか？」

　いつの間にかまた見つめていた暁に、ハルが微笑ほほえむ。

「……ううん。なんでもない」

　二人並んで台所に立って、とただそれだけのことに幸せを感じ、胸がいっぱいになる。

　暁はその度たびに、ハルに臆おく面めんもなく好きだと言ってしまいそうになるのだ。

　──まあ、言いそうになるだけで言ったためしはないんだけどさ……。

　こほんと咳せき払ばらいをして、あらかじめ作っておいたチキンライスを皿に盛る。

　大食漢のハル仕様の巨大オムライスは、包むのが非常に面倒だ。そのため、ボート型に形成しておいたチキンライスにたまごを被かぶせて包むというのがいつしか定番になった。

　スープを温め直し、卵をフライパンに投入する。フライパンをくるくると回していると傍かたわらのハルが目を輝かせて覗き込んできた。

「美お味いしそうです！」

「まだ卵焼いてるだけだよ？」

　おかしくなって指摘すると、ハルは「あと少しでオムライスです！」と力説した。

　生卵を食べる文化のない国の人なので、卵はしっかりと火を通す。

　薄焼きというには厚みのある卵をチキンライスの上に載せ、形を整えれば完成だ。既にサラダを作り終えて待機していたハルは、ぱちぱちと拍手している。

「さすが暁です！　美味しそう！」

「ありがとう。スープと一緒に持って行ってくれる？」

「はい！　今日は居間で食べましょう」

　元気よく返事をして、ハルはオムライスとスープを居間のテーブルへと運ぶ。

　その間にハルの二分の一以下のサイズのオムライスを作って、暁も食卓へと移動した。

　そわそわとしながら待っていたハルが、満面の笑みでケチャップを差し出してくる。

「お願いします！」

　オムライスを作ったとき、ハルが自分でケチャップをかけることはない。暁がなにかを書くのを必ず待っている。

　そんな話を中鉢にしたところ、「バカップル」という不名誉な称号をもらってしまったのはつい最近の話だ。

「じゃあ今日は……うーん……よし」

　気合いを入れて「一本気」という文字を書くと、ハルが目を瞬しばたたかせる。

「いっぽんき？　いっぽんげ？　これどういう意味ですか？」

「『いっぽんぎ』ね。うーん……なんか、ピュアでまっすぐな人？　とかそういう意味の言葉」

　ハルのイメージだよ、とは言えずにそのまま口を噤つぐむ。ハルはふーんと相あい槌づちを打って、にっこりと笑った。

「暁みたいな言葉ですね！」

「へっ？」

　お互いがそんな風に思っているだなんて言ったら、また友人に呆あきれられるに違いない。暁は口元を押さえて赤面した。
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「じゃあ今度は僕が書きます！」

　にこにことしながら、ハルは暁のオムライスにハートマークをいくつも描いた。

「はい！　暁！　じゃあいただきましょう！」

「……いただきます」

　ハートが乱舞するオムライスに手を合わせ、遅い朝食を取る。

「黄色と赤のコントラストが素晴らしい！　これだけで幸せな気分になりますね！　暁の作るオムライスからは幸せの味がします！」

「大おお袈げ裟さな……でもありがとう」

　バカップルだと言われようと、暁もハルがハートを描いてくれたオムライスは普段の何倍も美味しく感じる。ハルもそう思ってくれればいいな、と願いながら暁はスプーンを口に運んだ。

「そういえば、ビザの更新ってまだ大丈夫なの？」

　そろそろ更新の時期が近づいているはずだと思い返して言うと、ハルはもごもごと口を動かしながら頷いた。

「はい。面倒な感じですけど、審査は通る……と思います」

　以前は期限が切れたら帰ってしまうと思っていたので、時間が過ぎるのが寂しかった。けれど、そんな不安はハルがあっさりと「ビザを更新する予定です」と言ってくれたので解消されてしまったのだ。

「そっか。もう一年経つんだね。なんか、あっという間だった気がする」

　その割に、日本文化が好きなハルがいるからと、二に十じゅう四し節せっ気きを意識して季節ごとの年中行事をまめにやっていたせいか、一人でいたときよりも充足感があった。

　ハルの日本語も、来たばかりの頃より随ずい分ぶん上達したようだ。覚えた漢字も増え、いずれ日英の翻訳もしたいと意気込んでいる。

「できれば五年、せめて三年に伸ばしたいんですけど、また一年かもしれません。面倒なだけで、更新し続けるからいいんですけど」

「大変そうだもんね」

　海外生活というだけでも面倒そうだというのに、煩はん雑ざつな手続きが多くて、自分には無理だと暁は思う。

「そうでもないですよ。ごちそうさまでした！」

「早い！」

　話しているうちにあっという間に食べ終えたハルは、食器を下げて戻ってくるなり、暁の背後に腰を下ろした。

　まるで座椅子のように後ろに陣じん取どったハルを、暁は肩越しに振り返る。

「ちょっと、ハル……まだごはん食べてるんだけど」

「うん、わかっています。どうぞゆっくり食べていてください」

　そんなことを言われても、という文句を飲み込んで、暁はスプーンを口に運ぶ。

　少々行儀が悪いが、暁は皿を持って、開き直ってハルの胸に身を預けた。ハルは「オー……」と感極まったような声を上げ、暁に頰を摺すり寄よせてくる。

　暁は自身をあっさりとしたタイプだと思っていたので、このべったりとしたスキンシップを受け入れた自分に少々驚いていたりもする。

　初めからここまでされていたら暁も尻込みしただろうが、徐々に慣らされていって、気が付いたらこうなっていたのだ。

　まだまだ照れがあるものの、慣れというのは恐ろしい。

「暁、ちょっと相談なんですけど。夏頃にお休みって取れますか？　長いお休み」

「夏？　うん、お盆の時期とかはいつも……」

　書道教室も、その頃は休みにしている。筆ひっ耕こうや書しょ家かとしての仕事も、調整すれば十分な休みを取れるはずだ。

「寧むしろ、ハルのほうが忙しいんじゃない？　夏期講座とかあるでしょ」

　大学での生涯学習講座や、プレスクールなど、語学レッスンをしたり、翻ほん訳やくの仕事をしたり、はたまた日本文化を求めて出かけたりと、実際のところハルのほうが多忙だと思うことは多い。

　講座も好評のようで、冬季はめいっぱい仕事をしていた。それならば夏も、となるのは目に見えている。ハルは暁を抱きしめて、ぶんぶんと頭を振った。

「夏期は休むことにしました！　働きすぎはよくないですから！　だから、夏？　お盆？　は旅行に行きましょう」

「いいけど……でもその頃ってこっちはシーズン中だから結構動きにくいよ？」

　それこそ今の時期にはもう旅館やら切符やらの予約をしておかないと遅いくらいだろう。

「大丈夫です！　詳くわしい日取りが決まったら言うので、暁も空あけておいてくださいね？　絶対ですよ！」

「わかったわかった」

　もし駄目なら駄目で、近場でゆったりと過ごすのも悪くないかも、と暁は微笑む。

　雑談をしながら食事を終えると、暁の携帯電話に着信があった。ハルに断って、暁は電話を取る。

『こんにちは。今ちょっといいかな？』

　電話の相手は來徳で、暁を抱くハルの腕がぴくりと強こわ張ばる。あまりに暁とハルの距離が近いので、漏れ聞こえた声に、ハルが顔を顰しかめる気配がした。

　來徳と暁の関係をハルは知っている。しかも、ハルと付き合う前に來徳が冗談で暁に手を出そうとしたものだから、あまりよい印象を持っていないのだ。

　けれど今は仕事を斡あっ旋せんしてもらっている都合上、暁と來徳との関係が切れることはない。

　それはハルも理解してくれている。それでも、來徳と接触がある度に不機嫌そうな顔をするのだ。

　そしてハルには言えないけれど、嫉しっ妬と心しんを露あらわにしてもらえるとほっとするのも確かだった。ハルは裏表がないから、信用できる。

『ハルくんは相変わらずなのかな？』

「ええ、元気にしてますよ」

　どこまで状況を把は握あくしているのか、ハルを挑発するようなことを來徳が言う。ばっちり聞こえていたらしいハルが、暁を抱く腕に力を込めた。

『まあそれはさておき、お仕事の話なんだけどね──』

　夏に行われる書道展の話と、新しい広告の話をしながらスケジュールを埋める。

　普段は揶揄からかうような発言が多い來徳だが、顔は広く、まだ年若い暁に破格ともいえる仕事を沢山回してくれる。書家として飯が食えるようになったのは來徳のおかげで、色々あったけれどハルが付き合いを断てと言わないでいてくれて安あん堵どしていた。

『──じゃあ、そういうことで。ありがとね』

「こちらこそ、色々と気にかけてくださってありがとうございます」

『まあそりゃあ、一度は深い関係になった間柄でもあるしね？』

　ああまただ、と苦笑していると、案の定來徳の釣つり餌えに引っかかったハルが、小さく英語で罵ば倒とうした。

「……來徳先生。そういうこと言うのやめてください」

『嫉妬深い恋人に怒られちゃう？』

　くっくと喉を鳴らして笑う來徳に、ついに我慢できなくなったのかハルが「あなたには関係ありません」と発言する。

　わかっているくせに、來徳はおやあ、と芝居がかった声をあげた。

『わあ、随分近いところから声が聞こえたね。もしかして今、ハルくんに抱っこされてたりとかして？』

「べ、別にそういうんじゃないです」

　千里眼でも持っているのかと、暁は慌ててハルから身を離す。けれどハルはむっとした顔をして、暁を抱き直した。

　唇だけで離して、と訴うったえて胸を押し返してみたが、ハルはまるで來徳に対抗するように腕を解いてはくれない。

『ラブラブだねえ』

「だから、そうじゃないんですってば……！」

　見えているはずがないのに、來徳ははいはい、と笑う。

『でもほら、君らみたいに超速で燃え上がったカップルって、冷めるのも速かったりするんだよね』

「……不吉なこと言わないでくれます？」

『そろそろ倦けん怠たい期きとか来るんじゃないのー？』

　特に含みはないようなのだが、陽気に不吉なことを言われて暁は固まる。

　しかも、やけに楽しげな口調で言われるのも腹が立つ。

「大きなお世話ですよ」

『そ？　僕の隣はいつでもあいているから、入用の際は言うといい。いつでも可愛がってあげるよ』

「Shout the fuck up!」

　來徳が言い終わらないうちに、我慢しきれなくなったハルが母語での罵倒語を叫んだ。その勢いに、暁は首を竦すくめる。

「あなたには関係ないです！」

　冗談じゃありません、と叫んだハルに、來徳がうひゃひゃ、と笑い声を上げた。一応いい年でそれなりの立場の男の笑い声かと半なかば呆れつつ、暁は嘆息する。

「來徳先生、いい加減にしてください」

『近い将来、一ひと悶もん着ちゃく起こりそうじゃない？』

「……楽しそうですね？」

『うん。すっごく楽しい。じゃあまた連絡するねー。ハルくんにもよろしく』

　ちゅ、というリップ音とともに電話が切れた。

　背後から思い切り抱き付きながら、ハルが毛を逆さか立だてる。

「……もしこれが暁の携帯電話でなければ、奪い取って火にくべてやりましたよ」

「まあ、あの人のはただの悪ふざけだからそんなに怒ることもないよ」

「悪ふざけ？　ノー！」

　ハルは身を離し、暁の肩を摑つかんで振り返らせる。その剣幕に、暁は目を瞬いた。

「暁はまだわかっていませんか？　あの人は本気です。本気と書いてマジです！」

「ご、ごめん」

「暁は、もう少し真剣に自分の……ええと、virginalを考えてください！」

「ばーじなる……」

　ハルは本気で怒っているようだが、暁は素直に頷けない。來徳は寧むしろ、暁よりもハルのほうがお気に入りになっているような気がするのだ。

　その証拠に、ハルの気配がないときはあんなちょっかいの出し方はしてこない。あの男は、ほんの少し愛情表現が歪ゆがんでいる。

「來徳先生は、ハルのことが大好きなんだと思うよ」

　そんな風に暁が言うと、ハルは目を丸くした後、「ノー！」と絶叫する。恐らくそんな姿を見たら、來徳は手を叩いて大喜びするに違いない、と暁は笑った。













　暁の開く書道教室に時折見学程度に参加していたハルは、冬を超えたあたりからは月謝を払って習いに来るようになった。

　本当は無料でもよかったが、教えるほうも学ぶほうもおざなりにならないようにするためにはよいのかと、今は一生徒として教えている。ゆくゆくは草書の読み書きが出来るようになって、巻物を作ってみたいらしい。

　ハルが混ざるのは、高校生や社会人の多い夕方最後の部だ。初めのうちこそ落ち着かない様子だった生徒たちも、日本びいきのアメリカ人の存在に慣れてきて、今はすっかり友達のように接している。

「ハルさんの彼女ってどんな人？」

　課題を終わらせ、すっかりと暇ひまになったらしい生徒からの質問に、ハルはでれっと相そう好ごうを崩す。

　ハルがこの質問をされるのは初めてではないのだが、その度にこれ以上なく嬉しそうな顔をするのだ。暁はそれが嬉しいような、落ち着かないような、微妙な気分になる。。

　指導中なのでまるで話が耳に入っていないように装いつつも、耳はハルのほうへ向いてしまった。

「素敵な人です！　黒い髪、黒い瞳のヤマトナデシコ！」

　ハルの返答に、暁は突っ伏してしまいそうになるのを必死に堪こらえた。

　誰も知らないと思って、ハルは好き勝手に「恋人」のことを話すのだが、その度に暁はいたたまれない気分になる。誰が大和やまと撫なでし子こかと、否定したいができないジレンマに手が震えそうだ。

　幾いく度どか文句を言ったこともある。その度に本当は暁に面と向かって言いたいのだと主張され、口く説どき直されてしまうので、最近はつっこまないことにしていた。

　──……ていうか、それ俺のことじゃないだろ。

　彼の見えている自分が、己の本質とは違っているようで、それも落ち着かない原因なのかもしれない。

　本当に彼は「服はっ部とり暁」が好きなのだろうか。彼の理想とする虚像の「服部暁」が好きなのではないか、と不安に思うこともある。そんな話を中鉢に相談したら、「黙れバカップル」と切り捨てられてしまった。

「ちょっと素直じゃないところもありますが、可愛い人です。その人がとても大事で、愛しています」

「そ、そっか」

　臆おく面めんもなく愛している、と言ったハルに、子供たちがそわそわとし出す。ちょっと揶揄からかおうという気持ちがあっても、ハルがこうして盛大に惚のろ気けるので、いつも子供たちはあてられて退散してしまうのだ。

「……そのヤマトナデシコは、ハルさんのＴシャツについてなにか言わないの？」

「なんでですか？」

「……うん、なんでもない」

　長なが袖そでの季節はそれなりに普通の恰好をしていたので、去年の冬からハルと面識を持った生徒は、その服のセンスに疑問を抱いだいているようだ。今日のハルは、胸側に「飛ヒ車シャ」背中側に「龍リュウ王オウ」と書かれた黄おう土ど色のＴシャツを身に着けている。

　なにも聞いていないふりをして朱液で作品の添てん削さくをしていると、指導中の女子生徒が不意に「いいなあ」と呟いた。

「え？」

「……ああいう風に言ってもらえるのって、いいなあって思って」

　高校二年生になる渡わた部べという女子生徒は、普段はそれほど私語もしないタイプで、淡々と課題を終えて帰っていく。そんな子が、ハルたちの恋愛話に興味を示していたことに驚いた。

　渡部の友人である村むら田たが「そう？」と話を繋つなぐ。

「あたしはちょっとやだなー。自分の知らないところで大和撫子なんて褒ほめられて、会ったらガッカリなんですけど、みたいなの超恥ずかしいじゃん」

　笑いながら言う村田に、暁はコメントのしようもなく顔に無表情を貼り付ける。渡部はそれでも、そんなことないよと首を振った。

「愛されてるって感じで、素敵じゃない。そんな風に褒められたら、そうなろうって思えそうだし……」

　素敵よ、と渡部が繰り返す。その言葉は静かなのに熱を持っていて、暁の心を不安に揺さぶる。村田は苦笑しながら首を捻った。

　渡部と村田、どちらの言うことも暁にはわかって、少し複雑な思いだ。

「先生は、そういうの言わなさそうですよねー」

「……まあ、ご想像にお任せします」

　確かにあまり言うほうではないものの、ハルと付き合うようになってからは愛の言葉を口にする機会は格段に増えた。それでもハルにとっては少ないようだが。

　その少ない愛の言葉は主おもに肌を合わせているときに言っているわけで、うっかり赤面しそうになったのを必死に堪える。

「はいはい、私語はそこまでにしてね。まだ書いてる人もいるんだから」

　話がひと段落したところを見計らって告げると、二人は「はーい」と素直に返事をした。ハルに話しかけていたもう課題を終えた生徒たちが、ちらほらと帰り支じ度たくを始める。

　ハルをうかがうと、にこっと笑いかけられてしまった。

　ハルが「恋人」について語るのは、日本人であることと、その人物をとても愛しているのだ、ということくらいだ。

　恋人宣言をしてくれるのは、嬉しい。

　けれど、その相手が自分だとは言えない。大っぴらに出来ない二人の関係を、暁はいつも後ろめたく思う。

　数十分後、最後まで残った生徒たちを見送った暁は、ふっと息を吐いた。教室にしている和室に戻ると、ハルが机を畳たたみ始めてくれていた。

「ごめん、ハル。ありがとう」

「お疲れ様です。あと掃除機かけますね。暁は道具の手入れをしていてください」

「うん、ありがとう。すぐごはんにするから」

「はい！」

　ハルに促うながされ、暁は道具を持って洗面所へ行く。ハルはもう筆も先に洗ってしまっていたらしく、洗い立ての筆が吊つるしてあった。

　掃除機の音をＢＧＭに、今日の献こん立だてはなににしようかと思案しつつ筆を洗っていると、ハルがぬっと姿を現す。

　邪魔にならない程度に密着し、のしかかってきた。

「今日の晩ごはんは、なんですか？」

「んー……冷蔵庫の中整理したいから、てんぷらでも作ろうかなと。だから今日は蕎そ麦ばにするね」

　洗った筆を筆ひっ架かに吊るしながら言うと、ハルは「おー！」と言いながら手を叩いて、大おお袈げ裟さに喜んでくれる。

　手を拭ふいて台所に行こうとして、ハルが満面の笑みで両腕を差し出していることに気が付いた。

「暁」

　ん、と再度アピールされて、暁は二人きりだというのにきょろきょろと周囲を確認し、その腕の中に納まる。

「んー、久しぶりです。暁の感触」

「……今け朝さも十分スキンシップしたと思うんだけど」

「五時間ぶりです。今日も一日お疲れ様でした」

　再びねぎらいの言葉を言いながら、ハルが唇で顳こめ顬かみに触れてくる。唇にも軽くキスをして、ハルはぐぐっと身を寄せて来た。

　押し倒されそうな勢いに、暁は苦笑して胸を押し返す。

「おなか減ってるんじゃないの？」

「……難しい選択です」

　真剣な顔で呟いたものの、今は食欲のほうが勝ったらしく、ハルの腹の虫が鳴いた。

　暁はぷっと吹き出し、ハルを伴ともなって台所へと向かう。

　冷蔵庫を開け、賞味期限の近いものや、冷凍庫の中のものを取り出してテーブルの上に並べて行った。

　ハルは殆ほとんど好き嫌いがないので、献立を考えるときにあまり苦がない。唯ゆい一いつ苦手としていた梅うめ干ぼしも、丸のままではなく調理食材の一つとして使えば美味しいと言ってくれるようになった。

　そしててんぷらにすると、どんな変わり種を揚あげても美味しく平らげてくれるので、今日のように食材の整理をしたいときには重宝している。

　エビや鶏とり肉にくの下ごしらえはハルに任せ、暁はきのこ類や野菜類を先に揚げ始めた。揚げた端からつまみ食いをするハルを嗜たしなめつつ、セロリやブロッコリー、チーズなどの変わり種もどんどんと油に入れていく。

　セロリをつまみながら、ハルは「どうして緑は『緑い』とは言わないんですか？」と口にした。

「え、なに？」

「赤い、青い、というのに、なんで緑いとは言わないんですか？　黄色い、茶色い、と言うのに、赤色い、青色い、緑色いと言わないのはどうしてですか？」

　唐突にハルから投げかけられた日本語の疑問に、暁は菜さい箸ばしを構えたまま固まる。

「緑みたいにどちらの仲間にも入らないものは他になにがあります？」

「え？　えっと、えーっと……紫とか、あとはピンクとか？　あ、銀とか金とか」

「どういうルールでわけられてますか？」

「うーんと……ごめん揚げ物に集中したいからあとで！」

　後回しにしたところで答えはわからないのだが、ハルはわかりましたと引く。

　久し振りに考え込むような質問をされて動揺してしまった。情けないことに、訊かれたところで答えられないことが多い暁に、ハルは文法などの疑問をぶつけることは少ない。だが、こんな風に不意に投げかけてくることもあり、答えられるときもあればそうでないときもままあった。あとで調べておこう、と内心焦りながら、暁は鍋に集中する。

　最後にハルが処理してくれたエビと鶏肉を揚げて山盛りのてんぷらを完成させると、ハルは目を輝かせて喜んでくれた。

　そばをゆでる間に天つゆと大根おろしを用意してもらい、今日も居間で夕飯にする。

「いただきます！」

　ハルはてんぷらを改めて食はみ、うーん、と笑顔になった。

「セロリのてんぷら美味しいです！　パセリも好き！」

「そ。よかった。一杯食べてね」

「余ったら明日の朝は天丼にしましょう！」

　朝から天丼、とちょっとげっそりしつつ、いいよと応じる。とは言いつつも、なにも残らないのではないかと思うほど、ハルの箸は止まらない。

　それを眺めながらつるつると蕎麦を啜すすっていると、不意に玄関のチャイムが鳴った。

「誰だろ、こんな時間に」

「僕、行きますよ」

　ハルが玄関先に出ると、勧誘やセールスが断りやすくて助かる。

　住み始めたときは、回覧板を持ってきたご近所さんが間違えましたと帰っていくという珍事があったが、今は「服部さんちのハルさん」はご近所にも浸しん透とうしていてそんなことはなくなった。

　朝は大抵、前日の夜の行為が尾を引いて動くのが億おっ劫くうだということもあり、ハルが率先して出てくれるようになった。そんな流れで決まった日常に、一人羞恥を覚えながら、暁は眉を寄せた。

　──なんか、遅いな。

　しばらく黙々と箸を進めていたが、やけに戻りの遅いハルを訝いぶかる。

　宅配便や回覧板ならばすぐに戻ってくるだろうし、セールスならばさっさと追い返しているはずだ。世間話をしている可能性もあるが、なにか面倒事でも起こっているのかも知れないと、暁は廊ろう下かに顔を出した。

「あれ」

　玄関にいると思っていたハルの姿がない。

　わざわざ外に出たのだろうかと廊下から玄関へと近づくと、表からハルの声がした。どうしたのかと声を出しかけて、もう一つの声に気が付く。

　──渡部さん？

　どうやらハルは、先程帰ったはずの女子生徒と話しているらしい。

　忘れ物でもしたのだろうか──そんな風に思って、すぐに打ち消す。彼女はハルと面識はあれど、親しい間柄ではない。暁にならばともかく、ハルと個人的に話すような用件はないと思われた。

　けれど先程の、彼女の少し思いつめたような声が蘇よみがえり、鼓こ動どうが、嫌な具合に早くなる。

　そんな相手がハルと二人きりで話すような内容は、大方の予想が付く。

　だとしたら、この場から立ち去らなければならない。そう思うのに、足が動かなかった。

『……どうしても、駄目ですか。どうしてですか』

　渡部の声がして、微かすかな沈黙が訪れる。それは、すぐに「ごめんなさい」という謝罪とともに破られた。

　安堵と共に言いようのない罪悪感に襲われ、暁は無意識に口元を押さえる。

　その罪つみの意識が、立ち聞きをしていることへのものか、彼女の失恋の理由が自分にあるからか、ハルにせっかくの女性との縁を断ち切らせてしまうことへのものなのか、わからない。きっと全部なのだろうとも思う。

『先程も言いました。好きな人がいます。その人を愛しています。大事にしたいんです』

『知ってます』

　ハルが言い終わらないうちに、彼女は尖った声を出した。

『……そんな風に恋人を想うハルさんが好きなんです』

『ありがとうございます。でも、だから、僕はあなたと恋人にはなれません。そうでしょう？』

　優しい声で、けれどはっきりと断るハルに、暁は震える息を吐く。

『わかってます。でも、好きでいることくらいはいいでしょう？』

『あなたのために、やめたほうがいいです。僕も、僕の恋人も、きっとそれは望んでないです』

　残ざん酷こくともいえるハルの断り文句に、彼女は一体どういう顔をして、どういう気持ちでいるのだろうか。

『その人と結婚するんですか？』

　そうでもしてくれないと諦あきらめられない、とばかりに渡部が問う。

　日本も、彼の出身地も、同性婚は認められていない。それに、仮かりに認められていたからと言って、自分がするとも限らない。少なくとも、ハルとそんな話をしたことはなかった。

　けれど、ハルが迷いなく返した言葉は、「はい」という肯こう定ていだった。

『心に決めています。いずれ、する予定です。だからごめんなさい』

　──……え？

　彼の言葉に、暁は瞠どう目もくする。

　勿論、その場凌しのぎの方便という可能性も多いにあり得る。けれどその優しく、幸せそうな声が演技には聞こえなくて困惑した。

　暁は戸と惑まどいを覚えたまま、食卓へ戻る。ぼんやりとしたまま箸を取り、茫ぼう然ぜんとした。

　──いや、俺とする可能性もなくはない。……ゼロじゃ、ない。

　そう自分に言い聞かせれば言い聞かせるほど、不安が大きく膨ふくらんでくる。

　体を重ねて、愛の言葉を囁きあって、一緒に暮らしてはいるけれど、先のことなどまだ一度も話したことはない。

　それに、暁はハルのことをよく知らない。家族構成や、友人の話、仕事のこと、誰もが知り得るパーソナルデータは知っている。けれど、それだけだ。

　昔の恋人のことや、将来の話はしていない。自分と違って女性も恋愛対象に入っているということを知っているくらいだ。

　その話題自体を避けていた、と言ってもいい。暁は、自分の過去の話をしたくなかったし、既に今までの恋人に将来の話をして失敗してきたからだった。

　──ハルは、今までの男とは違うだろ。

　自身への強い反論は、虚勢の表れだ。痛いほどに自覚して、暁は眉を顰ひそめる。

　甘く過ごす日々の中で誤魔化し続けてきた憂慮が、一気に膨らんだ。それは抑えていた分だけ反動も大きく、暁にのしかかってくる。

　なにより、ハルを信用していないようで嫌だ。

　どれほどぼんやりとしていたのか、ほどなくハルが戻ってきた。

　ハルは何事もなく席に着き、食事を再開する。なにも言わないハルに、我慢しきれず暁は問うてしまった。

「……遅かったけど、ハルに用事だったの？」

「はい」

　ハルは特に気負った様子もなくそれだけを言い、てんぷらを口に入れる。

　──え、それだけ？

　他になにか言うことはないのかと問い質ただしたくなったが、すんでのところで堪えた。

　結婚する、と言ったことについてを確かめたいが、立ち聞きしていたとばれるのは避けたい。何気なく訊きいてしまえればよかったのかもしれないが、もはや微妙なタイミングか、と悶もん々もんとする。

「そういえばさ」

「はい？」

「さっきのお客さんって誰だったの？　仕事？」

　白々しいかと思いながら問うと、ハルはぴたりと手を止めた。

　やはりまずかったか、と一瞬にして血の気が引く。

「女の子が来て、僕の恋人にしてほしい、と言いました」

　どうして訊いてしまったのかと後悔したのもつかの間、暁の気負いとは裏腹にハルがけろりと教えてくれる。相手の名前を言わないのは、彼女に対するハルの気き遣づかいだろう。

「勿論、断りましたよ。僕には暁がいます」

「……そっか、うん」

　こうもあっさり教えてくれるのは、後ろ暗いことがない、という証明にも思える。

　けれどやはり引っかかるのは、ハルが「結婚するつもり」だというところだ。ハルはそのことについては触れなかった。

　そこを指摘すれば聞いていたことがばれてしまうので言えない。不安に思う気持ちと、それを打ち消そうとする気持ちがぶつかって胸が騒ぐ。

『そろそろ、一悶着起こりそうじゃない？』

　先日の來徳の科白が蘇り、暁は背筋を震わせる。

　立ち聞きなんてするんじゃなかった、と激しく後悔しながら、暁は眉を寄せた。













　ハルが女子生徒から告白をされ、「結婚する」と宣言してから十日ほど経過した頃、暁の自宅に來らい徳とくが訪れた。

　白のサマーセーターを身に着けた彼は、若々しく見える顔に怪け訝げんな表情を浮かべる。

「ひどい顔だねえ。僕は暁あきらくんの、陶器みたいにすっとした顔が好きなのに」

「どうせ僕の顔は皿みたいにのぺっとしてます……」

　來徳の開口一番の暴言を躱かわす元気もなく、暁はしおしおと項うな垂だれる。來徳は、そういう意味じゃないよと呆れ顔を作った。

「昨晩はお楽しみ……ってわけじゃないんだよね、それ？」

「そんなのここ暫しばらくご縁がありません」

　渡わた部べはその後も休まず書道教室へ現れ、ハルとも今まで通りに接していたようだ。暁は彼女がハルに告白したのを知らないことになっているので、ハルにも渡部にもそれと気づかれないようにすることに必死だった。

　渦中にいないはずなのに、一番ぎくしゃくしているのは暁だ。あれからずっと、一人で葛かっ藤とうし続けている。

　あの日の晩、不安を払ふっ拭しょくしたくて暁のほうから誘ったのだが、気負いすぎたのか途中でハルに押しとどめられてしまった。

　──誘ってくれたのは嬉しいですけど……セックスしたい気持ちじゃないときは、無理しなくてもいいんですよ、暁。

　その言葉に、己おのれの嫉しっ妬と心しんや浅せん慮りょを見破られたような気がして、暁は顔から火が出る思いがした。けれどそれ以降、ハルが変に思うからと意識すればするほどぎこちない態度を取ってしまい、以前は三日と空あけずにしていたのに、このところお見限りだ。

　ハルもキス以上のことをしてこない。「無理をしなくていい」と言った手前、暁の様子を見て待ってくれているようなのだ。

　本当は、しなくてもいいと言われたあのときに、「したいから抱いて」とでも言えばよかった。間を置いたらますます言いにくくなり、一人でする気も起きないが落ち着いて眠ることも出来ず、寝不足状態が続いている。

　そして來徳の言う「ひどい顔」に繋つながるわけなのだ。

「──って、こんな話玄関先でしないでください」

「じゃあさっさとあげておくれよ。今日はハルくんいるんだろ」

「いることはいますけど……」

　肩を竦すくめて笑う來徳に、暁は嘆息しながらスリッパを出す。

　客間に通すと、ハルが自室から顔を出した。今日は一見普通のＴシャツに見えたが、右の袖そでに「出デ前マエ迅ジン速ソク」左の袖に「落ラク書ガキ無ム用ヨウ」とプリントされている。

　來徳の姿を認め、ハルは相変わらず不服そうな顔をして会え釈しゃくをした。

「……いらっしゃいませ」

「お邪魔するよー」

　普段通りにしているようで、どこか挑発するような來徳の所作や声音に、いつもは温厚なはずのハルが眉まゆ根ねを寄せる。それがますます來徳を楽しませているようだ。

「お茶、僕が入れてきます」

「え、あ、ごめん。ありがとう」

　いいえ、と暁には優しい表情を浮かべてみせて、ハルは台所へと消えていく。

　來徳は楽しげに肩を揺らし、暁を見やった。

「いい顔するねー」

「あまり揶揄からかうと嫌われますよ」

「おや心外な。揶揄ってなんていないよ。挨あい拶さつしただけなのにひどい言い草だなあ」

　どこまで本気かわからないことを言いながら、來徳はソファに腰を下ろす。

「大体、今日はちゃんとハルくんがいるかどうか確認してから来たのに」

「確認……しましたっけ？」

　來徳から訪問の打診があったのは、一昨日おとといのことだった。けれど、そのときにハルがいるかどうかは訊きかれなかったような気がする。

　怪訝に思っていると、來徳はあれっと首を傾かしげた。

「うん。一昨日、ハルくんと電話で。月曜日、暁くんち行ってもいいかな？　って」

「ハルに直接、ですか？」

　そんな話は聞いていない、と口にしかけて暁は黙り込んだ。

　ハルには以前、「來徳とはなるべく二人きりで会わないでほしい」と言われていた。もっともそれは來徳がふざけてハルを挑発したからだったが、以来、二人きりでは会わないようにしている。お互いにその気はないけれど、そんなことでハルの不興を買うのも嫌だ。

　ハルと來徳は、ハルからの一方的なものだったが犬猿の仲で、一切やりとりをしていないものだとばかり思っていた。思えば、暁と來徳よりも、ハルと來徳のほうが同じ場所で仕事をしているのだから、よほど接点がある。

　けれど、自分だけ知らなかったというのは少々面おも白しろくない。

「なーんだ。知らなかったの？」

　また、的確に感情をかき乱すような発言をする男に、暁はカチンとくる。

　來徳と連絡先を交換し、時折連絡を取り合っている仲になったことを教えてくれないハルにも、少し腹が立った。

「怒らないでよ」

「怒ってませんよ。こんなことくらいで」

　そう言いながらも言葉に苛いら立だちが滲にじみ、内心舌打ちをする。ますますにやけた來徳は、足を組み直した。

「君にちょこーっといたずらしたあとに、結構大学で顔を合わせることがあってね」

　やはり色々と接点や恩もあったハルは、來徳を避けることが出来なかったらしい。

　そこで、彼は自ら來徳のもとへ行き、改めて「二人きりで暁に会うのは遠慮してほしい」と申し出たのだそうだ。

「勿もち論ろん、プライベートに限った話で、とは言われたけど。君と食事が出来なくなるのは残念だけど、それでもめるのも嫌だしね」

　暁の知らぬところで彼が牽けん制せいしていたと聞かされ、頰が熱くなる。

「でもちょーっと癪しゃくだったから、『じゃあ君がいるなら暁くんに会いに行ってもいいし、食事してもいいんだよね』って言ってみたんだよね。で、基本的に暁くんて誘いを断らないタイプじゃない？　だから暁くんに打診するより先にハルくんに予定訊きくのが確実だから連絡先教えて、って言ってみたんだ」

　それで、誘導されるような形でハルは連絡先を渡してしまったらしい。

　暁が來徳から仕事を請け負ったりしているのを知っていたので、断れなかったのだろう。

　ふふふ、と楽しげに笑う來徳に不穏なものを感じて、暁は右目を眇すがめる。

「……そんなにハルが気に入ったんですか？」

「えー？　気に入ったよー。天てん真しん爛らん漫まんで、意外と礼儀正しいし、語学も堪たん能のうだし、なにより綺麗な顔してるじゃない？」

　微妙なコメントを返した來徳に、暁はますます訝いぶかしむ。

「ていうか、もうすでに一回お仕事頼んだし」

「えっ？　ハルにですか？」

「うん。彼、仏英の翻訳とか本職でしょ？　すっごい急ぎで読みたい資料があって、頼んでやってもらったんだー」

　連絡先の交換どころかそんなことまで、と來徳の距離の詰め方に面食らう。そして、苦手な相手からも仕事を請け負うハルにこっそりと惚ほれ直なおした。

　──しかし……基本的に、手が早いんだよね。この人……。本当にその資料ってハルにやってもらわなきゃならないほど急いでたのかな……。

　まさかとは思うが、今度はハルにちょっかいを出すつもりではないのだろうか。

　暁からの疑いの視線を受けて、來徳はひらひらと手を振る。

「可愛かわいいとは思うけど、でかい男は守備範囲外だから」

「……どうですかね」

　恋人の欲目もあるかもしれないが、ハルは大型犬のようで可愛い。普段優しげな表情しかしないのに、時折獰どう猛もうな目をするのにやられるのだ。

　黙っていても文句なく美形の恋人は、恐らく來徳の好みなのではないだろうかと推測する。暁は例外だったようだが、來徳は基本的に、男も女も綺麗な顔が好きなのだ。

　じっと疑いの眼を向けていると、ハルが麦茶を持って登場する。

「気持ち悪い話をするのはやめてください」

　話を聞いていたらしく、ハルは不本意そうに顔を顰しかめていた。粗茶ですが、と來徳の前に乱暴にグラスを置き、ハルには優しく手渡してくれる。

「ひどいなぁ。僕お客だよ？」

　揶揄う口調の來徳に、ハルがきっと眦まなじりを吊つり上あげる。それを受けて、來徳がわかっているよというように肩を竦めた。

　そのやりとりに、暁はどきりとする。

　──……なんか、怪しい。

　今のアイコンタクトは、なにか暁の知らぬ空気を感じさせるものだった。けれど、はっきりと立証するものがあるわけではないので、指摘するのは躊ちゅう躇ちゅする。

　視線が合うと、ハルは落ち着かない様子で視線を彷徨さまよわせた。

　──……ますます怪しい！

「どうしました？　暁」

「……ううん。お茶ありがとう」

　ぎこちない様子のハルに、暁は頭を振った。不安に思うことはあったが、ハルのことは信用している。けれど、來徳は色々な意味で信用がならない。

　それはさておき、と言いながら來徳が鞄かばんから冊子を出した。

「これ、この間暁くんに題字頼んだ冊子ね。出来上がったから持ってきた」

「ああ、ありがとうございます」

「それと、前に一度表紙やらなにやら頼んできた史学部の教授いるでしょ。彼がね、また本出すから暁くんに文字書いて欲しいんだって。で、篆てん書しょでお願いしたいってオーダーなんだけど、暁くんって篆書はいける人なの？」

「できなくはないですけど……」

　急に仕事の話になったからか、ハルはすぐに腰を上げた。

「じゃあ、僕は自分の部屋で仕事してますから」

「あ、うん。……ありがとう」

　ハルは暁に笑みを向け、それから來徳を睨にらみつける。來徳がなにか応じるように目配せをしたのを見て、ハルは客間を出て行った。

　──……やっぱり、アイコンタクトしてる、よね？　この二人。

　追い縋すがって質ただすこともできず、けれど來徳に問うのも気が引ける。どこか上の空状態で仕事の話をしていると、対面の來徳がにっと唇を歪ゆがめた。

「……気になっちゃう？」

　なにがですか、ととぼけようとしたが、恐らく察しの良いこの男は気が付いているのだろう。

　仕方なしに、暁は「そうですね」と首しゅ肯こうした。

「どっちに妬やいてる？」

「あなたに妬いているわけないでしょう」

　馬鹿なことを言わないでください、と切り捨てると、來徳はまったく真剣味のない声音で傷つくなあと笑った。

「いいから早く話進めてください」

　言葉に出したらある程度すっきりしたのも確かで、暁は話を仕事のほうへと軌き道どう修正する。納期や依頼料について詰め、承しょう諾だくの連絡をしたところで、來徳が麦茶を口に運んで一服した。

「ていうか、暁くん今、全然余裕ないんだね？」

「そんなことないですよ？　今は書道展とかもないですし、時間は結構あって……」

「そっちの話じゃないよ。心の話」

　急に恋愛話に戻って、不意打ちに暁は言葉に詰まる。

「僕に妬くなんて、よっぽどじゃない？」

「だってそれは……──」

　來徳が思わせぶりな態度を取るから、と言いたいが、やはり先の出来事で自分には余裕がない。そんな自覚があって、暁は口を噤つぐむ。

　告白されていたハルを如にょ実じつに思い出してしまって、そもそも、來徳が不吉な発言をしなければ、と胸中で八つ当たりをしつつ、首を横に振った。

「別に、なんでもありません」

「なんでもなかったら、そんな寝不足みたいな顔になるかなあ？　あ、事実寝不足なんだっけ？」

「ありますよ。調子が悪いときくらい」

　そう嘯うそぶいて、暁もすっかり温ぬるくなった麦茶に口を付ける。

　來徳はふうん、と相あい槌づちを打って目を細めた。

「いいなあ、僕のときは君、妬いてもくれなかったもんね」

「……っ」

　気管に茶が入りそうになって、暁は慌てて嚥えん下げする。話を流してくれたわけではなかったらしい。

　口元を拭ぬぐって、暁は息を吐く。

「別に、僕は」

　來徳の言う通り今まで、恋人に対して「嫉妬」というものをしてこなかった。

　嫉妬心がなかったわけではない。そんな感情をむき出しにしたら、捨てられてしまうと怖がっていたから、相手に見せるような真似をしてこなかったのだ。

　けれどそれを口に出すのは憚はばかられた。

　そして、來徳に対して「嫉妬」しなかったのは今までの恋人に対して「嫉妬」しなかったのとは意味合いが違う。

「……僕らはそういう関係じゃなかったじゃないですか」

　肉体関係はあったが、今思い返してみても、來徳とは恋人だったかと言われるとやはり違うような気がするのだ。

　それは恐らく來徳と暁の関係が、一方的に來徳からの「慰い撫ぶ」で成り立っていたからなのだと今は思う。最初から、恋愛関係ではなかった。きっとそれは、來徳にもわかっているだろう。

「それにこれは、嫉妬じゃないです。ただの不安です」

　ハルは、暁と違って老若男女問わずもてている。よく考えれば、こんな好物件にあたったことが奇跡なのだ。

「不安になるってことは、ハルくんが怪しい行動でもとってるってことだろう？」

「──……っ」

　気がかりなのは、同どう衾きんしていないからだけではない。

　先の土曜日、日曜日と、ハルは一人で出かけた。しかも、暁には行き先を告げずに。そういうとき、普段は行き先と帰宅時間を必ず暁に伝えるのだが、それをしなかった。

　痺しびれを切らしてついに訊いてしまった暁に、「うん、ちょっと色々です」と言葉を濁にごしたのだ。

　それだけならば特に気にすることもないかもしれない。けれど普段の密着度は変わらないのに心なしかハルがそわそわしているような気がした。浮うき足あし立っている、とでも言うのか、ハルに触れられず悶もん々もんとしている暁とは裏腹に、機嫌がすこぶるいい。

　──もしかしたら、來徳先生はなにか知っている……？

　気になったものの、口にするのをやめた。

　もし本当にハルの行き先を來徳が知っていたならば、自分がどうなるのかわからない。

　來徳はふっと口元を緩ゆるめ、暁の頰に手を伸ばす。

「君にそんな顔をさせる男が現れるなんて……羨うらやましいね」

　決め顔を作っていい声を出した來徳に、暁は吹き出す。相変わらず、來徳はいい男なのにどこか胡う散さん臭くささが勝る。

　冗談交じりに口く説どきの態勢に入った來徳にどう反応しようかとぼんやり考えていると、ハルが勢いよく襖ふすまを開けた。

「來徳さん！　暁に触らないでください！」
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「一体どういう嗅きゅう覚かくしてるんだい、ハルくん」

　まさか立ち聞きしていたの、と來徳が問う。己の詮せんのない不安を聞かれたのだろうかと血の気が引いたが、ハルは必死に首を振った。

「部屋の前を通ったら、あなたが暁に甘い言葉を言っているのが聞こえたんです！　やめてください！」

　その返答に、暁は胸を撫で下ろす。

　ハルは眦を吊り上げながら、玄関を指さした。

「用が終わったなら帰ってください！」

「はいはい、わかったわかった。わかりましたよ。心配しなくたって余計なことは言いません」

　もうさんざん余計なことをした來徳は、そう言いながら腰を上げた。

　ぷりぷりと怒っているハルを宥なだめ、暁は來徳を玄関まで送る。

「タクシー呼びましょうか？」

「いや、いいよ。駅くらいまで歩くさ」

　見送りには出てこなかったハルを気にしながら、暁は声を潜ひそめる。

「あの……ちょっとおうかがいしてもいいですか？」

「なに？」

「……土曜日と日曜日、どこにいました？」

　もしかしたら、ハルは來徳と出かけたのではないか。

　直ちょく截せつに訊くのは憚はばかられて、そんな風に問うてしまう。

　なにもなければそれでいいと思っていたのに、來徳の反応は意外なものだった。

　暁の言葉に、來徳は目を丸くする。そして、形容しがたい表情を作って視線を逸そらした。

　普段にやけた顔ばかりする男のその行動に、暁は不安に襲われる。

「……別に、家にいたけど。どうして？」

「え……、いえ。特に深い意味は」

　深い意味などなかったはずなのに、と暁は言葉を失う。

「そう。じゃあ、僕はこれで……またね」

　來徳はそのまま暁と目を合わせようともせずに辞していった。

　その背中を茫ぼう然ぜんと見送り、暁は立ち尽くす。

　──え……？　まさか、本当に來徳先生と……？

　ハルの反応を見ても、そんなはずはない、と思う。けれど、來徳の応対があまりに怪しすぎる。

　こんな妙な三角関係笑えない。

「暁、來徳先生は帰りましたか？」

　いつまでも帰ってこない暁を、ハルが呼びに来る。勢いよく振り返ると、ハルは目をぱちくりとさせていた。

「ハル」

「はい？」

「……なんでもない」













　來徳の来訪以降、ハルは頻ひん繁ぱんに出かけるようになった。以前は毎日出勤することなどなかったのに、日中はほとんどいないくらいだ。去年の夏もサマースクールなどに参加して忙しくしていたが、まだ七月に入ったばかりで、少し時期が早い。

　週に一度の書道教室には顔を出すが、ハルと昼に顔を合わせるのはその程度である。

　今日は金曜日で二人とも平日休みの日だったはずなのに、ハルは朝から出かける準備をしていた。お気に入りの、桜吹雪柄のシャツの下に身に着けているＴシャツの「DOUBLE BOOKING」という文字がなんだか不穏だ。

「……ハル、出かけるの？」

　背後から声をかけた暁に、ハルがびくりと背筋を伸ばす。振り返り、ぎこちない笑い顔を見せた。

「はい。今日は、プレスクールのお手伝いです」

　彼の発言を嘘だとは思いたくないが、本当に？　とかまをかけたくなってしまう。そんな欲求を抑えつつ、嫌味にならないように「大変だね」と返した。

　じーっと物も言わず見つめていると、基本的に正直なハルはぎくしゃくと表情を強こわ張ばらせる。

「暁は今日の予定は」

「そろそろ消しょう耗もう品ひんを買いに行こうかなって思ってたから、出かけてくるよ」

　暁の返答に、ハルはどこか安あん堵どしたようだ。

「そうですか。いつものところですか？　気を付けて」

　そう言いながら、ハルは暁の頰に唇を寄せた。ハルからのキスは甘いのに苦くて、暁は唇を嚙む。

「……ハルも、いってらっしゃい」

　お返しのキスをすると、ハルは満面の笑みを浮かべた。

「行ってきます！」

　その背を見送って、彼の気配の消えた家で溜息を一つ落とした。







　いつもと違う店にも行ってみようと思ったのは、ほんの気まぐれだった。

　先日、書道の展示会で会った友人に紹介された店は繁華街のど真ん中にあり、見るだけでも楽しいから、と勧められた。

　平へい素そ暁が行きつけている店よりも、だいぶ品しな揃ぞろえがよく、普段目にするものとは桁けたの違う高級な商品も沢山並んでいる。骨こっ董とう的てき価値の高いものも多く揃えられていて、確かに友人が言うように、見るだけでも十分に心が躍おどった。

　いずれ使ってみたい、と思いを馳はせ、洗い替え用の筆と、料紙を数点購入して店を出た。

　ふと、駅近くにある旅行代理店の前で、暁は足を止める。

　──……そういえば、暫しばらく旅行なんて行ってないな。

　ハルとは近場を除けば、去年の秋に二人で一度京都に行ったきりだった。

　ハルが日本三景を見てみたいと言っていたので、パンフレットを手に取ってみる。結局まだ具体的な話をしてはいなかったが、盆休みのシーズンに出かけよう、と先日話していたのを思い返したのだ。

　それとも、彼の母国には行ったことがないので、これを機に旅行をしてみるのもいいかもしれない。

「──よかったです。ホテルが取れましたし、色々できそうです」

　店内から出てきた二人組の声に聞き覚えがあって、暁は顔を上げる。

　──え？

　すぐ傍そばにいる男性二人の顔を見て、思わずパンフレットで顔を隠した。

　──ハルと、來徳先生？

「観光シーズンだからどうかと思ったけど……なんとか滑すべり込こめてよかった。運がよかったねえ」

「はい。楽しみです！」

　二人は暁には気づかず、平素からは想像もつかないほど朗ほがらかな様子で話をしながら遠ざかっていく。きゃっきゃと浮かれた様子で会話をする二人の背中を横目で見送って、暁は茫然とした。

　人違いではないだろうかと、遠ざかる背中に目をやる。広いその背中が背負っているのは、今朝着ていたシャツと同じ桜吹雪だ。

　なにより、その声や顔を間違うはずがない。あれは間違いなく、ハルだった。

　ハルは今日、プレスクールで英会話の授業があると言っていた。あれは、嘘だったのだろうか。

　彼が自分に嘘を吐くとは思いたくなかったが、実際にこの目で彼を見てしまった。

　暁だって、まったく嘘を吐かずに生きてきたわけではない。けれど、彼が偽いつわってまで來徳といた理由が解げせなくて、暁は唇を嚙む。

　──どうして、來徳先生といるの。

　元恋人と現恋人の密会シーンだなんて、冗談のようだ。

　──そういえば、俺の知らないところで連絡も取りあってたんだっけ……。

　自分が蚊か帳やの外状態だったと知ったのは、ついこの間の話だった。そのときはただの詮のない嫉妬だったはずなのに。

　二人の仲は知らぬ間に深くなっていて、暁に内緒で旅行に行くほどの関係になったのだろうか。

　──いや、でももしかしたらどっちかの旅行計画をどっちかがアドバイスしたってことも……。

　そんな考えが思い浮かんだが、すぐに打ち消す。ハルは今までも一人で旅行に行ったことがあったし、日本語も特に不自由ではない。來徳にしても、海外旅行には何度も行っているし、英語もそれなりに出来るはずだ。

　ハルは英語と日本語の他に、フランス語やスペイン語も出来るので、そちらの方面でのアドバイスか、とも思ったが、それならば旅行代理店から出てくる道理がない。

　──駄目だ。考えれば考えるほど、ハルが俺とじゃなくて來徳先生と旅行に行こうとしているとしか思えない……。

　このままここにいても埒らちが明かないので、暁はパンフレットを棚たなに戻し、ふらふらと駅へ向かう。

　もしかしたらハルと來徳と鉢はち合あわせするかもしれないと思ったが、結局一度も会わないまま暁は帰路へついた。

　二人のことを考えすぎて、どうやって帰ってきたのか覚えていない。歩いている間、怒りと悲しみが湧いてきて、泣きそうになった。

　ハルはまだ帰っていないようで、家には鍵かぎがかかっている。暁は鍵を開け、息を吐いた。

「……來徳先生と、二人でなにしてるの」

　本人にぶつけたかった疑問は、誰もいない玄関に落ちた。

　その声には隠しようもなく嫉妬の色が滲にじんで、己の醜みにくさに顔を歪める。けれどきっと、この思いを彼にぶつけることはできないのだ。

　今まで暁は、ずっと恋人に対してそうしてきた。

　暁は深く嘆息して、台所へ向かい、冷蔵庫を開けた。

「……こういうときは、料理で心頭滅めっ却きゃく」

　買い置きしていたひき肉と、キャベツを取り出す。料理中、特に無心になれる焼き餃ぎょう子ざを作ることに決めた。

　野菜を大量に使って嵩かさ増ましさせ、ボウル一杯のタネを用意する。餃子の皮も手作りにして、何人前だと問い質したくなるほどの枚数を作成した。

　そうして、心頭滅却、と心中で繰り返しながら、暁は黙々と餃子を包んでいった。

　無心になりたいのに、餃子に余計な気持ちが混ざっていそうでいやになる。

　包み始めてから、タネが半量ほどになったところでハルが帰ってきた。

「ただいま帰りました」

　玄関から届いた声は、いつもとなんら変わったところはない。寧むしろご機嫌なくらいだ。一人緊張しつつ、暁は「おかえり」と返した。

　ハルは手洗いを済ませて、台所に顔を出す。

「わーお。ギョウザ!?　すごいですね！」

　テーブルの上に大量に並べられた餃子に、ハルは大おお袈げ裟さに驚いてみせた。

「餃子好き？」

「好きです。たまにランチで食べます！　あとパーティ？」

「パーティ？　パーティで餃子？」

　パーティと言っても、格式ばったものではなく所いわ謂ゆるホームパーティのことだった。

　外国人留学生の集まりなどでも、餃子の出番は案外多いらしい。外国でアジア系留学生が腕前を披ひ露ろうすることがあって、餃子の知名度はそれなりにあるそうだ。

　ハルの故郷の街にも、日本風の焼き餃子を取り扱あつかっている店があるという。

　アメリカで餃子が売られているというのはちょっと意外だった。

「あーごめん、じゃあ肉餃子のほうがよかったかな」

　野菜が多目で、ニンニク抜きのタネなので、馴染みのものとは少々違うかもしれない。けれどハルは「ヘルシー！　素晴らしい！」とアメリカ人らしい健康志向の顔を覗のぞかせた。

「僕も手伝っていいですか」

「ありがとう。結構簡単だよ」

　ハルは腕まくりをして席に着いた。暁が見本で一つ作ってみせると、大きな手で、不器用に餃子を包んでいく。

「難しいです！」

「でも上じょう手ずだよ。ちょっとくらい崩れても大丈夫だからね」

「はい！」

　楽しそうに手伝ってくれる彼が、浮気をしているとは思いたくない。

　けれど、自分は昔から見る目がなく、男運もよくないのだ。

　ちらりとうかがうと、ハルは端整な顔に懐っこい笑みを浮かべる。その様子にときめく心とは逆に、ハルを信じきれていない後ろめたさも手伝って、暁はますます気が重くなった。

　どんどん口数が少なくなっていく暁を怪訝に思ってか、ハルは眉尻を下げて首を傾げる。

「暁？　どうしました？」

「えっ……あ……、なんでもない、よ」

　暁は言い繕つくろおうとしたが、失敗した。明らかに沈しずんだ声を出してしまった暁に、ハルが心配そうな顔をする。

「なにかありましたか？　なんだか元気がありません」

　──來徳先生と、二人でなにしてたの。

　そう訊きたいのはやまやまだったが、どうしても言う勇気が出なくて口を噤つぐんだ。

「えっと……、いや、流石さすがに作りすぎて疲れちゃって」

　結局ごまかしの言葉しか出てこなくて、暁は泣きそうになった。ハルは目を瞠みはり、気まずげな顔をする。暁が気落ちしていることを、ハルはもしかしたら気付いたのだろうか。

　もしかしたら今度こそ、なにがしかの弁解をしてくれるかと期待した。

「──じゃああとは僕がやりますよ。暁は休んでください」

　けれど、返ってきたのはそんな言葉で、暁は絶望的な気持ちになった。

「や、大丈夫。うん」

　ハルの返事に、普通に返してしまう。今のが、今日のことを訊く絶好のチャンスだったのに、と笑顔の裏で激しく後悔した。

　ええかっこしいの自分を内心で激しく呪のろいながら、暁は再び手を動かす。

　結局、すべてのタネを包み終えても、暁はハルに問い質すことが出来なかった。

　箸はし休めのほうれん草ともやしのお浸ひたしと、中華風のワカメスープを作り、フライパンに放射状に餃子を並べて焼く。その間に、テーブルの上にホットプレートを置いて、そちらでも焼き始めていてもらった。

　ホットプレートは、以前一人暮らしをしていたときにはなかったが、ハルが粉もの系を好むので大き目のものを購入したのだ。

「並べ終わったら水入れて蓋ふたしてね」

「了解です。じゃあその間にお膳ぜん立たてしておきますね」

　うきうきとした様子で、ハルが箸と銘めい々めい皿ざら、調味料を用意する。それでも時間が余ったので、副菜とごはん、スープも取り分けてセッティングをしてくれた。

　一足先にフライパンのほうを焼き終えて、皿に載せる。まずはこっちから、と出すと、ハルはきらきらと目を輝かせた。

「おー！　これは餃子の羽というやつですね！」

「うん。皮に打ち粉がしてあるから、水を入れるだけで餃子の羽が出来るんだよね」

「食べていいですか？」

　どうぞ、と勧めるなり、ハルはいただきます、と勢いよく手を合わせ、箸を握る。三つ連続で口の中に放り、ハルは相そう好ごうを崩くずした。

「美お味いしいです……！」

「よかった。沢山あるからいっぱい食べてね」

　はい、と言いながらハルの箸は止まらない。美味しい、と勢いよく食べてもらうだけで幸せな気分になる。

　先程の流れは引っかかってはいたけれど、食事くらいはハルと楽しい気持ちでしたいと、切り替えることにした。

　ハルは付ける調味料もバリエーションに富んでいて、しょうゆと酢すだけではなく、チリソース、マヨネーズなど、色々なものを用意している。健康志向はどこへと思いつつも、水を差さずに暁も箸を取った。

　フライパンで焼いた餃子の皿が空からになるころに、ホットプレートのほうも焼きあがった。

　もともとは中華料理で、あちらでは水餃子が主流らしいよ、という雑談を挟はさみながら食事が進む。

　その流れで、さりげなく今日、彼がなにをしていたかを訊いてみることにした。

「……今日、仕事どうだった？」

　彼が仕事には行かず、來徳と二人だったことを知っている。正直に答えてくれるか、内心不安でしょうがなかった。

　一瞬手を止め、ハルは暁を見返す。迷うように逸らされた視線が、逡しゅん巡じゅんのあとに戻ってきた。

「いつも通りでした！」

　あっさりと言って、ハルは再び餃子を頰張った。

　──嘘ついた。

　いつも彼は誠実でいてくれると思っていた。真っ直すぐで、嘘なんて吐くタイプではない。仮に嘘を吐いても暁にはわかるくらい下手だ。そう思っていたけれど、もしかしたら気づいていなかっただけで、もっと前から暁を欺あざむいていたのだろうか。

　そんな疑念が浮かんで、暁は視線を伏せた。

　暁の料理が美味しいです、と無邪気に笑うハルを信じたい。けれど、この目で見た事実と彼の言葉が一致しないのはどういうことなのか。

　悶もん々もんとしたまま、暁はもそもそと箸を口に運んだ。まるで、砂を嚙んでいるような気分だ。

　いつもと違うところは、もう一つあった。

　今日はハルがいつもよりも上機嫌な気がするのだ。

　食事中はもちろんだが、食事を終えてからもハルはにこにことしていた。洗い物をしている間も、歌などを歌って、体を揺らしていたほどだ。

　もしかして、來徳と会ったからだろうか。そんな風に邪推をしてしまう。

　風呂上がりに歯は磨みがきをしながら鼻歌を歌うハルに、暁は再び我慢できず、つっこんでしまった。

「……なんか、ご機嫌だね。ハル」

「ほーでふか？」

　弾はずんだ声で返すハルを可愛いと思うけれど、それは他の男が関わっているからだと思うとやはり腹が立った。

　──俺って、こんなに嫉妬深いやつだったっけ……。

　きりきりとした様子を見せるのは感じが悪い。けれど、ハルが自分に嘘を吐いて笑えば笑うほど、胸の奥が痛む。

　リビングで膝を抱かかえながら、テレビを見るともなしに見て、胸を渦うず巻まく嫉妬が鎮しずまるのを待つ。

「暁」

　背後から腕が回され、つむじにキスをされる。

　ボディソープの匂いがする腕にすがって振り返ると、ハルの唇が重なってきた。

「ハル」

「暁、好きです。大好きです」

　どこか浮かれたような声でかき口く説どきながら、ハルは暁を抱えながら何度もキスをする。

　優しいその感触はいつも通りだ。だからこそ、今までの彼の言葉も信用できなくなってしまいそうで、暁は眉を顰めた。

　一体、どういうつもりなのだろう。隠し事をしていて、暁がうすうすそれをわかっていると知っているだろうに、言い訳の一つもしてくれない。

　こういう男を暁は知っている。浮気性の男は、こんな態度をよくとっていた。

「ん……」

　キスの勢いで押し倒されて、暁は躊躇する。

　このまま肌を合わせてしまえば、もしかしたら不安がなくなるかもしれない。

　──でも、もっと不安になったら……ハルに不信感を抱いだくようになったら。

　偽いつわるのが下へ手ただから、ハルと揉もめるかもしれない。

　自分以外を想っている男に抱かれるのは惨みじめだ。今体を許してしまえば、ハルが浮気をしているというのは確定ではないのに、間違いなく傷つく。

　それはどっちにとっても得策ではないと、暁は意を決して、ハルの胸を押し返した。

「……暁？　どうしました？　嫌だった？」

　気落ちした風のハルに、質ただそうとしていた心が折れそうになる。

　逡巡しながら、暁は口を開いた。

「今日、本当はどこに行ってた？」

　暁の問いに、ハルが息を飲んだ。目が泳ぎ、明らかに狼ろう狽ばいした様子を見せる。

　この時点で、暁はまだ自分の思い過ごしだという希望を微かすかに持っていたのだが、無情にも打ち砕くだかれたことを知った。

「今日、本当は仕事じゃなかったんでしょ？　どこにいたの」

　重ねた問いに、ハルは固まった。

　このやり取りに既視感を覚えて、暁は溜息を吐く。恋人の浮気を知り、別れを切り出すときに、幾いく度どか似た会話をしたのだ。

　絶望的な気持ちになって、ゆっくりと瞬まばたきをした。

「……どいて」

　震える声でそう告げ、暁はハルの腕から抜け出る。ハルは慌てた様子で、暁の肩を摑つかんだ。

「暁、あの、違うんです」

「なにが？」

　ハルはやはり偽るのが下手で、そんなところに安堵している自分もいる。けれど、やっぱり嘘だったのだと思い知るばかりで辛い。

「來徳先生と一緒にいるの、見たよ」

　暁の言葉に、ハルは黙ったままだ。せめてなにか言い訳をしてくれれば、耳を傾けるつもりはあったのに、ハルはなにも言わない。

「……どうして、仕事だなんて嘘ついたの？　來徳先生と二人で、俺に言えないこと……なにしてたの？」

「それは、その」

「來徳先生と出かけるくらいで、俺怒ったりしないよ？　だって──」

　來徳とハルは、恋人である自分が嫉妬しなければならないような関係ではないはずだからだ。そうだろ、と問い質したい。

　相変わらず黙秘しているハルに、ふつふつと怒りが湧いてくる。けれど、それは溢あふれる前に、悲しみで萎しおれた。

「……俺には、言えないの？」

　言えないようなことをしたの。言えないような関係になったの。

　肯定されるのが怖くて、暁はそれ以上質すことができない。

　ハルは、なにかを言いあぐねるように唇を嚙んだ。逡巡するように暁の顔をうかがって、微かに唇を開いたものの、口を噤つぐむ。

「……どうして、なにも言ってくれないんだよ！」

　感情的になってはいけないと必死に堪こらえながらも、涙声が出た。ハルはそれでも躊躇いを見せるばかりで、なにも言ってくれない。

　暁はハルを睨むように見つめたまま、震える息を吐いた。

「──ハル」

　もう別れようか。

　今までだったら、そう言っていたかもしれない。縋すがって恥をかくのが嫌だったから。相手に引導を渡されて深く傷つくのが怖かったからだ。

　でも、今はハルに「じゃあ別れよう」と言われるのが怖い。

　本当は、そう口にするつもりだったのだ。けれど、途中で引っかかって止まってしまった。

　涙が出そうになるのを堪え、暁は立ち上がる。

「あ、暁……？」

　──結婚したい相手がいるとか言って、それで來徳先生と密会って、なんなんだよもう。わけわかんないよ！

　怒りと不安と悲しみが綯ない交まぜになって、暁は唇を嚙んだ。そうして、自室へ行き、シャツとジーンズに着替えて携帯電話と財布を手に取る。

「暁!?　もう夜ですよ!?」

「──頭冷やして来る」

　冷静でない自覚は十分にある。このままでは、きっとハルに余計なことを言って傷つけるだろうし、思い余って後悔するようなことをしてしまいそうだった。

　戸と惑まどうハルを捨て置いて、暁は玄関へ向かう。慌てて追いかけてきたハルに捕まる前に、玄関戸を開けた。

「暁！　待って！　待ってください」

「来ないでよ。俺、頭冷やしたいんだ」

「お願いです！　待ってください！　あの、僕」

　腕を摑まれて強引に振り向かされる。暁は反射的に、ハルの手を振り払った。殆ほとんど初めて彼に対して見せた明確な拒絶に、ハルは固まっている。

　その表情に罪悪感を覚えたけれど、引くことも出来ずに暁は視線を逸らした。

「触らないで」

「っ、暁……っ」

　泣きそうな声で、ハルは暁の名を呼んだ。暁はじっと見つめ返して、ハルがなにか言ってくれるのではないかと期待した。けれど、ハルは煮え切らない態度を取ったまま、なにも言わない。

　そんな声を出すくらいだったら言い訳の一つでもすればいいのだ。それなのに、なにも口にしないということは。

　最悪の考えが頭を過よぎり、暁は拳こぶしを握る手に力を込める。

「……一人で、考えたいんだ」

　そう突っぱねて、踵きびすを返す。ハルは後ろで小さく唸うなり声ごえを上げて、躊躇いのあと再び暁を追いかけてきた。

「暁、お願いです、戻ってください」

「別に、俺がいなくても來徳先生がいるからいいだろ」

　抑えきれずに余計なことを言ってしまった。ハルが驚きょう愕がくに硬直している。密会していたことを、知られるとは思っていなかったのだろう。

「──え!?　な、なにを言ってるんですか!?　暁！」

「来るな！」

　歩く速度を速めて、暁は振り返る。

「来たら嫌いになる！」













　一人で考えたい、とハルに告げたものの、一人では悪い方向にばかり考えが行ってしまう自覚はあった。

　暁の性せい嗜し好こうも、ハルとのことも、來らい徳とくとの関係も、すべて知ってくれている友人を頼ったのは必然だ。一人暮らしの中ちゅう鉢ばちは、泊めてくれと突然打診した暁あきらをあっさりと受け入れてくれた。

「頼れる相手が、他に思い浮かばなくて」

「……まあ、俺は構わないけど。それより、その通知音うるっせえんだけど。さっきから」

　暁の携帯電話は、中鉢の家に到着する前からずっと、電話やメール、メッセンジャーアプリの着信音が鳴っていた。暁はまだ、それのどれにも目を通しておらず、反応も返していない。

「無視してやるなよ、可か哀わい想そうじゃん」

「わかってるよ。でも怖いんだ」

　彼のメッセージを無視し続けているのは、怒っているからではない。

　怖いのだ。

　ここに来る途中、「ばれちゃったから言うけど、來徳と付き合ってます」という最後通つう牒ちょうをつきつけられるのではないかと想像して、一人で悲しくなっていた。その可能性はゼロではない。

　そんな自分の気持ちを吐と露ろし、ハルと來徳の密会のことを中鉢に説明する。

　中鉢は深々と溜息を吐き、頭を搔かいた。

「もうよせって」

　告げられた一言に、絶望的な気分になる。やはり客観的に見て、自分たちは別れたほうがいいのか。そう言われると諦あきらめることができない自分をより認識させられて、辛つらい気分になる。

　よほど悲壮な顔をしていたのか、中鉢は眉まゆを寄せ、暁の頭を叩いた。

「そういう意味じゃねえよ。……お前とハルさんはさ、恋人なんだろ？」

　言い聞かせるような声音に、暁は小さく頷く。

「だろ？　お前一人で成立してる関係じゃないんだよ。ハルさんとお前の、二人の関係だろ？　じゃあなんでハルさんを無視するんだよ」

「無視なんて」

　今まさにしていることを自覚して、暁は口を噤つぐむ。

「ていうか、俺がやめとけって言ったら本当にやめるのかよ」

「……いや、そういうわけじゃ」

「付き合ってるなら、二人の関係を作っていくのに、そういう卑ひ屈くつで後ろ向きな自己完結はもうよせ」

　子供の恋愛じゃあるまいし、という中鉢の苦言に、暁はぐっと拳こぶしを握った。

　中鉢はふっと息を吐く。

「お前からこんな風に相談してくんの、初めてだな」

「え……？」

　学生時代から今まで、中鉢に頼ることは沢たく山さんあったはずだ。

　彼は暁の恋人遍へん歴れきも知っているし、別れると話を聞いてくれて、飲みにつれて行ったりしてくれた。

　そんな疑問が顔に出たのか、中鉢が苦笑う。

「お前いつも、自分の中で全部終わらせてから来てただろ。別れた、とか別れようと思う、って相談やら愚ぐ痴ちやらは多かったけど、別れたくないからどうしたらいい、ってのは今回が初めてじゃねーの」

　直近で言えば、來徳のときもそうだった。來徳が別の女性と付き合っていると知った中鉢に「どういう付き合いなんだ」と訊きかれて「もう恋愛じゃなくなったような気がする」と曖あい昧まいにしか答えられず心底呆あきれさせた。

　それまで自分は淡泊だと思っていたし、女性とする恋ではないから、不遇で当たり前なのだと勝手に思っていたのだ。ハルと一緒にいて、初めて諦めきれない気持ちになった。それはやはり、彼が今まで暁に対して沢山愛情をくれたからなのだろうと思う。

「別れるのが嫌で逃げてるんだろ？　逃げるのはどうかと思うけど、諦めないってのはいい傾向だ。まあ、逃げるのは本当にどうかと思うけどな」

「二回も言うなよ。……わかってるよ」

　傷つくのを恐れず、ハルから逃げない。別れようと言われたら、取とり敢あえず話をして縋すがってみよう。來徳となにか関係があるのなら、近々話し合いをする。

　自分の中でそう決めて、暁は決死の思いで携帯電話を開いた。沢山送られていたメッセージに、恐る恐る目を通す。

　結果として、暁が恐れていたような内容はなかった。けれど、してほしかった言い訳もされていない。

　誤解です、待ってください、話をしましょう、今どこにいますか、返事をしてください、暁、というようなメッセージが延々と送られてきているだけだ。

　拍子抜けしながら画面をスクロールしていると、また新しいメッセージが届く。

『暁！　今どこにいますか？』

　文章を打ちかけ、電話に切り替える。二回のコール音で、ハルが応こたえた。

『暁！　暁……ごめんなさい。違うんです』

「こっちこそ、急に家出てごめん。電話も無視して、ごめんね」

　思ったよりも、穏やかな声が出た。ハルも電話の向こうで安あん堵どしたのか、泣きそうな声で暁の名を呼んだ。

『早く戻ってきてください。愛してるんです』

「うん。……でもその前に、話を聞かせてくれる？」

『あの、暁』

「今日、俺に嘘までついて來徳先生と会ってたのは、どうして？」

　なにもないと言うのなら、説明してくれるはずだ。緊張を隠して問うと、沈黙が落ちる。

「……ハル？」

『あの、ですからそれはその……でも、來徳さんとはなにもありませんから！』

「へえ、そっか……って、納得すると思ってんの？」

　責める口調に、ハルが電話の向こうでひっと息を飲む。

　ここまで頑かたくなに黙秘をされるとは思わなかった。つまはじきにされていることに、改めて怒りが湧いてくる。

　怒鳴ってしまいたいが、そういうのは暁のキャラクターではない。なるべく落ち着こうと、深く息を吸って、吐いた。

「わかった」

『暁、あの』

「ひとつだけ、訊きいていい？」

　はい、と緊張した声が返る。暁も同じくらい緊張していたが、ハルには伝わっているだろうか。

　携帯電話を握りなおして、暁は唇を開いた。

「俺と、別れる？」

『嫌です！』

　間かん髪はつを容いれずに否定の言葉が返ってきて、静かに胸を撫なで下おろす。当面、その言葉があれば十分だった。

「……うん、わかった」

　暁の返答に、ハルが安堵の声で暁、と呼ぶ。

「ハルが教えてくれないなら、來徳先生に直接聞くからいいよ」

『暁!?　待ってください！』

「おやすみ。おなか出して寝ないようにね」

　暁、とハルのすがるような声がしたけれど、無視をして電話を切った。

　傍かたわらで酒を飲んでいた中鉢が、裂きイカを食はみながら首を傾かしげる。

「來徳先生に落とし前つけんの？」

「……別にそういうことじゃなくて、事情を聞くだけだよ」

　だが気分的にはそうなのかもしれないとも思う。

「昔の恋人が恋敵？　浮気相手？　になるなんて、貴重な体験だな」

　できればそんな体験はしたくなかった、と思いながら暁は來徳の番号に電話をかけた。













　翌日の土曜日、暁は來徳の研究室に出向いた。

　昨晩電話に出た來徳は、特に驚く様子もなく、直接話したほうがいいだろうと言って大学に暁を呼び出したのだ。

　書道教室が休みだった暁は特に異論はなく、來徳は午後の時間が空あいていると言うので、十五時に訪問することになった。

　もう一人では行かない、とハルに約束していた。けれど、恋人として結んだその取り決めは、まだ有効なのかはもう曖あい昧まいだ。

　そんな事実を思って泣きそうになりながら、暁は研究室のドアを叩いた。

「失礼します」

「いらっしゃい。座って座って」

　軽く会え釈しゃくをして、暁は応接セットのソファに座る。なにかの作業中だったのか、來徳はデスクでペンを走らせていた。

「──っと、待たせたね。ごめん」

　ペンを置いて、來徳が腰を上げる。インスタントのコーヒーを暁の分まで用意して、來徳もソファに腰を下ろした。

「どうぞ」

「……すみません。いただきます」

　いざ本人を目の前にすると、意気込んできたにも関わらず二の足を踏んでしまう。

　來徳の性格上、まじめに応えてくれるかどうかもわからなかったし、はぐらかされる可能性のほうが高いと思えた。

　──それならそれで、構わないだろ。……それなら牽けん制せいだけでもすればいいんだから。

　深呼吸をして、暁は來徳を見み据すえる。

　カップに口を付けながら、來徳は目を細めた。

「で、話って？」

「単刀直入に言います。──ハルには手を出さないでください」

　色々言いたいことはあったが、そんな科白セリフが先に出てきてしまう。

　來徳は珍しく驚いた顔をしていた。

「ハルと、二人きりで旅行代理店から出てくるのを見ました。それに、僕に内緒で二人きりで会ってますよね」

　來徳は、相あい槌づちもなにも打たない。

　聞いているのかどうかわからなかったが、それでも暁は続けた。

「ハルは、僕の恋人です。だから、手を出すのはやめてください」

「……まずはさ、ハルくんと僕が二人きりでなにしてたか、訊かないの？　てっきりそれを訊きに来たんだと思ってたよ」

　來徳は微笑みを浮かべながら核心をついてきた。そして、その科白で、やはり二人の間になにかあったのだと間接的に知らされる。

　確かに、二人が暁の知らないところでなにをしていたのかは、気になる。けれど、暁は頭を振った。

「それはもういいんです」

「ほぉ」

　いくら訊いてもハルは教えてくれなかった。言いたくないことを無理に聞き出したり、ハルの意思を無視して來徳に訊いたりするくらいなら、そのことについては目を瞑つぶることにしたのだ。

　ハルは、暁と別れるつもりがない。それだけは本当のことのようなので、当面はよしとすることにした。いずれ綻ほころびが出るかもしれないが、そのときになってから考えればいい。

「過去のことは、もういいことにしたんです。だから、ちょっかいをかけるのは、やめにしてください」

　必死の思いで、暁は訴うったえる。

　來徳は表情を変えないままカップを置き、ゆったりと足を組んだ。

「残念だな。結構気に入ってたのに」

「……っ」

　煽あおるような口調に、暁は言葉を失う。緊張なのか怒りなのか、それとも怯おびえなのか、自分でもわからない感情に押し潰つぶされそうだった。

「……ハルのことが、好きなんですか」

　暁が震える声で問うと、來徳はドラマに出てくる悪役のようにくっと喉を鳴らした。

「可愛かわいいし、なにより情熱的だ」

「──」

　思いもよらなかった言葉に、カップを取り落としそうになる。慌ててテーブルに置き、來徳の言葉を幾いく度ども反はん芻すうした。

　──まさか、もう寝たのか。

　自分を抱く腕の優しさが蘇よみがえって、体が震える。抱いたのか、それとも抱かれたのか。どちらかは知れなかったが、ハルが自分の知らないところで自分以外の誰かと関係を持っていると思うだけで、胸が張り裂けそうだった。

「守備範囲外だって、言ってましたよね」

「例外はあるさ」

　肩を竦すくめる來徳に、ぎゅっと唇を嚙み、暁は俯うつむく。そういえば、自分だって美形好きの來徳の「例外」だった。

　罵ば倒とうや嗚お咽えつを飲み込んで、暁は深呼吸をする。

「……ハルを傷つけたら、許しませんから」

　なんとか、その言葉だけを口にした。

「なんだ、案外簡単に譲ゆずってくれるんだ？」

　けろりと発言した來徳に、暁は勢いよく顔を上げる。

「誰が……！　……っ、ハルが好きだから、彼の望むようにしてあげたいだけです」

　もし彼が他の誰かを愛するのなら、それを笑って祝福してあげたいと思うくらいに、ハルのことを想っているのだ。縋すがって困らせるような真似はしたくない。

　譲りたいなんて、誰が思うものかと、暁は來徳を睨ねめつける。

　來徳は相変わらず余裕綽しゃく々しゃくの顔をして笑っていた。

「だから、不実な真似だけは、しないでください」

　來徳が、今でも複数人と関係を持っているのを知っている。自分の大事な恋人を譲るのであれば、そこはちゃんとしてほしいと願うのは当然のことだ。

「不実だなんて、心外だな」

「……ぬけぬけと、よくそんなことが言えますね。僕と付き合っていた頃だって同時進行してたでしょう？」

「うん。僕は来るもの拒こばまずだから。それは君も知っての通りだよ？」

　言いながら、來徳がゆっくりと立ち上がる。暁の隣へ移動し、体が触れるくらいの距離感で腰を下ろした。

　そして、人差し指で暁の顎あごをついと持ち上げる。

「まあでも、君次第かな」

「なにを……」

「君がそんなにいやなら、ハルくんには手を出さないようにするよ」

「……なにが目的ですか」

　不信感も露あらわに訊くと、來徳は目を細めた。

「ハルくんのために、恋人を一いっ掃そうするなんて約束できないからね。だからハルくんの代わりに、君が相手をしてくれる？　なんでも僕の言うことを聞いてくれるなら、いいよ」

「……っ」

　親指で、唇に触れられる。ぞくっと背筋を這はい上あがるものがあって、暁は思わず身を引いた。

　暁は來徳を慕したっていた。恋愛面に関して信用はしていなかったが、人として、友人関係として信頼もしていた分だけ、彼の言葉が信じられなくて衝しょう撃げきを受ける。

　こんな風に、脅おどしをかけるような人物ではなかった。

「どうしてそんな……あなたは、そんなことを言う人じゃないでしょう」

「人は変わるさ。ハルくんだって、君だってそうだろ？」

　肩に腕を回され、抱き寄せられる。キスするくらいに近づいた來徳を、拒こばむように押し返した。

　自分の大事なものが壊れていくようで、暁は涙ぐむ。けれど來徳は許さずに、ぐっと暁を抱き寄せた。涙の滲にじんだ暁の目元を拭ぬぐい、唇を歪ゆがめる。

「君ばかりが操みさおを立てる必要はないだろ？」

「來徳、先生」

「大丈夫、無茶なことはしないよ」

　來徳に抱きしめられそうになって、暁は慌てて身を捩よじった。

「ごめんなさい、できません」

「どうして？　君が僕のものになるなら、ハルくんには手を出さないって言ってるのに？」

　それでも、と頭を振る。

「できません。ハルを裏切ることになる」

「ハルくんが、君をもう裏切っていても？」

　意地の悪い問いに一瞬詰まったが、それでも暁は首を縦に振った。

「……それでも、僕はハルを裏切らない。彼の一番が僕じゃなくても、僕が彼のことを──」

　必死に言い募つのっていたその不意を衝ついて、來徳は暁をソファに押し倒す。

　絶望的な気持ちになった瞬間、見下ろす男の顔がにこっと笑みに変わった。

「──冗談だよ、冗談」

　怖いなあもう、と言いながら身を起こした來徳のその背後に、男が立っている。

「……ハル……？」

　ハルは微妙に憤ふん慨がいした表情を貼りつけながら、來徳の背広を引っ張っていた。

「ミスター來徳。なんのつもりですか。ここまでするなんて聞いてません」

「聞いてないもなにも、大した打ち合わせもなかったじゃない。演技、演技」

「僕と暁のための話でしょ!?　あなたが任せろというから待ってたのに……！」

　ソファに転がったまま、暁は茫然と二人のやりとりを見つめる。

　目が合うと、ハルはばつの悪そうな顔をして、暁を優しく起こしてくれた。

「……なに、これ？」

　誰に問うでもなく落とした言葉に、ハルと來徳は顔を見合わせた。

「ハル、いつからここに……」

「すみません、暁。最初からいました」

「ていうか、暁くんが来るより前からいたんだよね」

　十五時に呼び出された暁より、一時間早くハルは研究室にいて來徳と話をしていたらしい。その後、暁が来たタイミングで、來徳の机の下にずっと隠れていたのだそうだ。

　この巨体でそんな所に身を隠すのはさぞや窮きゅう屈くつだったろう、とどうでもよいことを考えるくらいには、暁は混乱していた。

　そして、今までの会話を全部聞かれてしまっていたことと、なにもかもわかっていたくせに揶揄ってきた來徳に翻ほん弄ろうされてしまった自分が恥ずかしくて、言いようのない気分になる。

　憮ぶ然ぜんとしてソファに座りなおすと、ハルが不安げに覗のぞき込こんできた。

「怒ってます、よね。こんな風に騙だまして」

「……いや、うん。怒ってはない。けど……なにを信用していいんだか、もうわかんないよ」

　少々落ち着いてきたら、残ったのは怒りではなく悲しみに近い落らく胆たんだった。もうわけがわからなくなって、暁の目から一ひと粒つぶ、涙が零こぼれる。

「暁……！」

　そんな暁を目まの当たりにし、おろおろとしたハルは、床に膝をついた。

　一体なにごとかと瞠どう目もくすると、ハルが手をつき、勢いよく頭を下げる。

「ごめんなさい！」

　額を擦るように土下座をしたハルに、暁は慌てて腕を引いた。

「そんなこと、ハルにしてほしいわけじゃないよ！」

「本当ならセップクをしなければいけないかもしれませんが……死んだら暁と会えません。だからドゲザします！」

「どっちもしなくていいから！」

　やめてよ、と執とり成なす暁に、ハルは萎しおれた様子で顔を上げた。

「……本当に、そんなことするのやめて。俺はただ、ハルが、ずっと俺に隠してることが聞きたいだけなんだ。隠してること、あるでしょ」

　暁の言葉に、ハルはぐっと言葉に詰まった。ここまで来て迷いを見せるハルに、來徳がのんびりと口を挟はさむ。

「もう、種明かししてあげたら？」

　やはり來徳は事情を知っているらしい。嫉妬の気持ちも湧いてきて、動揺しているハルの腕を摑つかんだ。

「どういうこと……？」

　迫せまる暁に、ハルは惑まどう。暁は辛しん抱ぼう強づよく、ハルの名を呼んだ。

「もうここまで来たらサプライズどころじゃないだろ。恋人を悲しませてまでするサプライズなんて意味ないだろ」

　さっきまでノリノリでひっかきまわしていた來徳が、したり顔で言う。

　ハルは天てん井じょうを仰あおぎ、やがて、観念したように口を開いた。

「……旅行を、しようと思ったんです」

「誰と」

「暁と、に決まってるでしょう」

「俺……？」

　けれど、今まで旅行をしたときには、旅行代理店を使うことはなかったし、ハルも旅慣れていた。

　そう指摘すると、ハルは残念そうな顔をする。

「……ちょっと変わったツアーにしたかったんです。暁を驚かせたくて。でもうまく伝えられるかわからなかったし、日本の代理店を使ったこともなかったので……それで、來徳先生に協力してもらいました」

「ものっすごく不本意そうな顔をしてたけどねー、ハルくん。失礼じゃない？」

　むっつりとした顔のハルに、暁は目を瞬しばたたかせる。

　來徳は腕を組み、事のあらましを説明してくれる。

「まあ、これは僕からのお礼も兼ねてたんだよ」

「お礼？」

「この間、仕事でハルくんの力を借りる機会があったって言ってただろ？　ハルくん、なにに対しても情熱的というか、熱心で可愛いよね」

　先程の発言を蒸し返して、來徳が笑う。ひどいミスリードだったが、それにまんまと引っかかったのが悔しくも恥ずかしくて、文句を言いにくい。

「それで、恩返ししたいからなにかあったら言ってねって話をしてたんだ」

「……じゃあ、二人の間には」

「なにもありません！」

　暁が言い終わらないうちから、ハルが絶叫するように宣言する。

　たったそれだけのことならば、もっと早くに言ってくれればよかったのに。そう思う気持ちもないではないが、自分のために一生懸命サプライズをしようとしてくれたハルを目の当たりにすれば、言えるはずもなかった。

　おまけに、彼の予想しなかったであろう方向に拗こじれてしまい、萎れ切っているハルが不ふ憫びんになってきてしまう。こんな形で内緒ごとをばらす羽目になったのも、事情がわかった今は可哀想に思えた。

　じっと見つめていると、ハルが肩を落として暁の手を握る。もし彼に耳や尻尾があったら、すっかりとへたれてしまっていることだろう。

「暁、不安にさせてごめんなさい……僕がいつまでも意地を張って見栄を張ったせいで」

「そんなことないよ、ハル。こっちこそ……ごめん」

　一人空から回まわっていた自分を思い出すと、情けなく恥ずかしくて、消え入りたくなってくる。

　うつむいた暁の手を引き、ハルは真剣なまなざしで見つめてきた。

「悲しませてごめんなさい。本当に、こんな風に悲しませるつもりはなかったんです」

　もう乾いた暁の目元を拭って、ハルの口元が辛そうに歪む。

「ほんとは、暁が不安そうなの、気づいていました」

「……うん。だよね」

　やっぱり、嘘を吐くのは下へ手ただった。だがそういうあからさまな態度だったから、不安を煽られたともいえる。

「でも、サプライズしたらきっと喜んでくれるからって、思っていました。きっと、不安だっただけ何倍も喜んでくれるかもと」

　反動で喜びも大きくなり、それまでの不安が帳消しになる、とハルは思っていたらしい。

　悪気はないのだろうが、そんなハルにちょっと呆れてしまって、暁は息を吐く。

「勝手だよ、ハル」

　暁の言葉に、ハルがびくっと肩を強こわ張ばらせる。

　暁自身も、もう少し早くこんな風に思ったことを口にしていればよかった。遠慮といえば聞こえはいいけれど、己おのれの臆おく病びょうさが、事態をより混乱させたのだ。

　ハルは暁の指摘に、しょんぼりと眉尻を下げる。

「暁を、喜ばせたかったんです。サプライズで……」

「うん、わかってる。……わかったよ。ありがとう」

　怒っているわけではないのだ。だから、もうそんなに気に病んで欲しくなくて、暁はハルの頰を撫でた。ハルはようやく顔を少しあげて、暁の手に自分の掌てのひらを重ねて微笑ほほえむ。

「……でも、暁がまだ僕のことを愛してくれているってわかって、嬉しかったです」

「……ハル」

　來徳との会話で、散々自分の気持ちを言ってしまった。ハルもいなかったし、相当必死だったので、臆面もなく語ってしまったような気がする。

　今いま更さら恥ずかしくなって顔を背そむけると、ハルがずいっと近づいて来た。

「愛しています。暁」

「ハル」

　俺もだよ、と返そうとした瞬間、咳せき払ばらいに阻はばまれる。

　すっかり存在を忘れていた來徳が、二人をにこにこと見下ろしていた。

　はっとして身を離そうとしたが、ハルに抱きしめられてしまう。

「お帰りはあちらですよー、バカップル」

「す、すみません……っ」

　はしたない真似をしたことを恥じて、暁はハルをせっついて立ち上がる。

　ハルはどこか勝ち誇ほこった表情で、來徳に「どうもありがとうございました」と言った。

　來徳もそれを受けて、微笑みを浮かべながら歩み寄ってくる。

「暁くんて、あんなに情熱的なスキンシップしてくれる人だったんだね。全然知らなかった」

　暗に付き合っていた過去をあげつらった來徳に、ハルが嫉妬を剥むき出だしにするように顔を顰しかめる。

「來徳先生。どうしてそう余計なことを言うんですか」

「ふふ。別れたら、今度こそ僕のところにおいで。しっぽり慰なぐさめてあげるから」

　ハルの腕のなかにいる暁の頰を撫で、そんなことを嘯うそぶく。冗談なのだろうが、それでもハルは腹が立つらしく、歯を剥いて暁を引き剥はがした。

「暁に気安く触らないでください」

　不ぶ躾しつけなその科白セリフに怒るでもなく、來徳はハルにも手を伸ばす。

「君も。困ったらまた来るといい」

　そう言って、來徳はハルの頰に唇を寄せた。同じくらいの長身なので難なくできたのだろう、ちゅっと音を立てて離れたキスを目の当たりにして、暁は茫然とした。

　不意を衝つかれたのはハルも同じだったらしく、ノー！　と叫んで暁の腕を引いて研究室を飛び出す。來徳は大笑いしながら、暁に向かって手を振っていた。

　恋愛というベクトルが向けられていないにしろ、やはり來徳はハルのことを相当気に入っているらしい。

　改めて、油断は禁きん物もつだと思い知りながら、暁はハルの腕にぎゅっとしがみついた。













　盆休みの時期に、暁あきらとハルは無事二人で旅行に出かけることが出来た。

　旅行の計画自体はサプライズにならなくなったため、ミステリーツアーのように、暁は行き先のわからないまま旅行の日を迎えることになった。

　彼が用意してくれていたのは、関西方面を含めた三泊四日のコースだった。ハルがエスコートしてくれた旅行は修学旅行のような観光コースで、かえって新鮮だ。

　ハルは最近、忍者だけでなく幕末にもハマり出したようで、史跡巡りの間中ずっと盛り上がっていた。

　そして少々プランが変わっていて、最後の一泊は都内のホテルに案内された。帰路に着くのかと思ったら別の路線へ導かれ、高層ホテルの前に連れていかれたのだ。

「……どうしてわざわざ都内？」

　思わず訊きいてしまった暁に、ハルは満面の笑みで頷く。

「このホテルで、どうしても見たいものがあるんです！」

「見たいものって？」

　ハルは暁の疑問に、英語発音でsurpriseサプライズと言った。背中を押されてホテルへ入り、チェックインする。

　ホテルマンに通された高層階の部屋は、暁が今まで泊まったホテルの中でも一番豪華かもしれないグレードだ。入口から、夜景が見える部屋であることがわかった。

「わー……凄い」

　窓際に歩み寄り、下界を見下ろす。京都の旅館で眺ながめる庭も素晴らしかったが、都会的な夜景も素直に感動するものだった。

　立ち並ぶビルは明かりがついているフロアが沢山あり、自分が休みを取っていることもあって、盆休みも取れないのは大変だな、と少し罪ざい悪あく感かんを覚えてしまう。

「綺麗ですね」

　いつの間にか傍かたわらにいたハルが、後ろから抱きしめてくる。その腕に触れて、暁は頷いた。

「うん。……ねえ、今度は二人で旅行の計画を立てようね」

「……気に入りませんでした？」

　不安げに問われ、暁は首を横に振る。

「ううん。楽しかった。でも……だから、かな。全部用意してもらうのもいいけど、きっと二人で考える時間を共有するのも楽しいと思うんだ」

　ハルは少し驚いた顔をして、暁の顳こめ顬かみにキスをする。

「そうですね。……今度は、今度からはそうしましょう。でも、今回だけは」

　そう言って、ハルが先程までより強く暁を抱きしめる。

「……ハルの育った街はどういうところ？」

「夏はとても暑くて、冬はとても寒いところです。雪も降ります。観光するところも多いです」

「今度、一緒に行きたい。そのときは、二人で旅行の計画を立てよう」

　瞠どう目もくし、ハルは暁の名を呼んでキスをしてきた。

　幸せな気分になっていると、ハルが突然離れる。それを残念に思って振り返った。

「ハル……？」

「暁、疲れているでしょう？　お風呂どうぞ」

「あ、うん」

　キスくらいしたかった、と少々はしたないことを思いながら、暁は勧められるままバスルームへと向かった。

　バスタブには既に湯が張ってあって、その水面には色とりどりの花弁が浮かんでいる。

「……なんというか、ロマンチックというか乙おと女めチックというか……」

　男なのにこれはどうなのだろうと照れつつ、暁はバスタブに疲れた体を沈めた。お湯からは、入浴剤のいい香りがする。リラックス効果でもあるのか、自然と安あん堵どの息を吐いていた。

　──結局……來らい徳とく先生との関係が誤解だったのはわかったけど……ハルが言っていた「結婚したい相手がいる」っていうのは、なんだったんだろう。

　気になっているのは確かだけれど、今いま更さら蒸し返すのもどうかと思ったし、暁はハルを信じると決めていた。

　もし、別れる段になっても、ハルはきっと正直に色々なことを話してくれるだろうと思ったから、というのもある。

　もういいや、と暁はバスタブの中の体をマッサージした。

　三日間色々な場所へ行って相当歩いたので、疲れている。脚や肩を揉もみほぐしながら、疲ひ弊へいしつつも体が期待しているのを自覚して、暁は一人で顔を赤くした。

　──……暫しばらくしてないもんな。

　ハルと來徳の関係を疑ってから現在まで、ハルとキス以上のことはしていない。暁が疑心暗鬼の状態だったため、ハルも随ずい分ぶんと遠えん慮りょしていた。

　旅行中も、キスはしたが、体は繫つなげていない。

　暁は勝手に熱くなろうとする体に、指で触れた。

　ハルは、暁の体を変えたような気がする。今まで、一人寝がもどかしいと思ったことはなかったはずだ。それなのに、ハルに触れられなくなってから、何度餓うえた思いをしただろう。

　体を慰なぐさめる指が止まらないなんて、一年前までの自分には考えられないことだった。

「──暁？」

「はひっ」

　不意にバスルームの戸をノックされ、暁はつい奇声を上げてしまった。

「のぼせますよ？」

「……あ、うん。あがる。そろそろ」

　今の驚きで少々落ち着きを取り戻した暁は、慌ててバスルームを出る。

　下着を身に着け、用意されていたバスローブに袖そでを通して出ると、部屋で待っていたハルがカードをくれた。

「なにこれ？」

「マッサージも頼んでおいたんです」

「え？」

「どうぞゆっくりしてきてください。はいカードキー」

　さあさあ、と背中を押されて外へ出る。下着は身に着けているが、バスローブで外に出されるとは思わず、内心焦あせった。

　けれど、渡されたカードを見ると、マッサージは同じフロアの別室に用意されているらしく、バスローブでおいでください、と書かれている。

　──……嬉しいけど、せっかくならハルとゆっくりしたかったのに。

　このまま部屋に戻ってしまおうかと思ったが、せっかくハルが用意してくれたのだから、と暁は一人でマッサージを受けに行った。

　二十分のマッサージはそれなりに気持ちがよかった。それでも、やはりせっかくの旅行なのに一人きりの時間を持つのはもったいない気がする。

　ちょっと不満に思いながら、暁は部屋の鍵かぎを開けた。

「ただいまー……ハル？」

　出てきたときには煌こう々こうと照らされていた室内の照明が落ちている。

　けれど、部屋に点在するアロマキャンドルの灯あかりのおかげで真っ暗ではない。なんだか非常にムーディーになった部屋の雰囲気に気おされつつ、ハルの姿を探す。

「ハル？」

　オレンジ色に揺れる灯りのなか、暁はハルを呼んだ。キャンドルを視線で追いかけていくと、窓辺にハルが立っていることに気付く。

　旅行の間もお決まりの変わったＴシャツを着ていた彼だったが、今まで見たこともない黒いスーツを着ていた。

「──」

　なんでそんな恰かっ好こうを、という疑問が湧きつつも、うっかり見み惚とれてしまって声を出しそびれた。

　スタイルのいい彼がそういった恰好をすると非常に紳士然としていて、まるで知らない男性のようだ。

「暁」

　優しい声はいつもの彼のもので、ほっとしながら近づく。

「見て」

「ん？」

　室内の照明が落とされているせいか、先程よりも夜景が輝いて見える。どうしてもこのホテルで見たいものがあると言っていたのは、やはりこれだったのか。

　夜景を眺めていると、ハルがこつんと窓を叩いた。

「あれ。あそこを見ていて」

「……なに？」

　ハルの指先が示すところにはビルが建っているだけだ。どれも、フロアにまばらに電気が点ついているのは先程と変わらない。

　目を凝こらしていると、そのうちの一つのビルが、停電でもしたようにすべての照明を落とした。

「あのビル、全部消えたね」

　消灯の時間なのかな、などと言っていると、再び電気が点いた。

「……え？」

　電気の点いた窓が、ビルに文字を浮かびあがらせている。そこにあるのは、自分の名前だ。

『アキラ』とカタカナでつづられた文字に呆あっ気けにとられていると、再び電気が消えた。

　それから、再度浮かんだ文字に息を飲む。

　──結婚、しよう？

　ビルに、カタカナで『ケッコンシヨウ』という文字があらわれる。

　驚きょう愕がくと困惑で、暁はその場に茫然と立ち尽くした。これはどこかのアキラさんに向けられたものではなく、暁に向けられたものだ。そして、それを用意したのは。

「ハル……？」

　傍らに立っているはずのハルに視線を向ける。

　けれど見上げた場所に彼の顔はなく、ハルは暁の足元にしゃがみこんでいた。思わず体を引くと、彼は跪ひざまずき、指輪を出しながら顔を上げた。

「Would you marry me?」

　優しげな瞳で見つめられ、暁は頭が爆発して顔から火が出そうになる。照明が落ちていなかったら、無様なくらいに真っ赤になった顔を見られていただろう。

　ハルに跪かれている、という状況に耐えきれなくて、暁もその場にしゃがみこんでしまった。

　発音よく告げられた言葉に、そういえばこの人アメリカ人だったな、と暁は妙なところで感心する。それくらい動揺していた。

　近くなった視線の先にいるハルが、優しく微笑ほほえむ。答えずにいる暁に、ハルは更に言葉を紡つむいだ。

「I want to spend the rest of my life with you.」

「……っ」

　残りの人生を君とともに過ごしたい、という言葉に、暁はたまらなくなって膝に顔を埋うずめた。

　日本生まれ日本育ちで、それほどオープンな性格でもない暁にとって、この状況はいたたまれない。ムードアップされた部屋のことを考えて、もしかしたらホテルの人も知っているのかとか、このオーダーを受けたビルの管理会社の人も、とか色々考えればいたたまれないけれど嬉しくて、けれどどういう顔をしたらいいのかわからなくて、無言のまま顔を押さえる。手で触れたら、だらしないくらいにやけていた。

　──あのとき言ってた相手って、俺だったんだ……。

　以前ハルは、告白してきた相手に「結婚したい相手がいる」と言って断った。法的にもハルと結婚できないはずの自分ではないと思い込んで落らく胆たんしたが、あれは、暁のことを言ってくれていたのだ。

「……暁」

　いつまでも返事をしない暁を、ハルが不安げに呼ぶ。

　顔を覆おおっていた手を外し、暁は向かいに跪いたままのハルを見やった。ハルは指輪を手に取り、暁の左手を恭うやうやしく引く。
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　微かすかな逡しゅん巡じゅんの後、ハルが小さく咳せき払ばらいをした。

「……これからも、僕と一緒にオムライスを食べませんか？」

　日本語で言われた言葉に、暁は思わず笑みを零こぼしてしまった。

　このタイミングでオムライスとは、どれだけ好きなのだろう。いつものハルに戻ったようで、暁の肩からも力が抜ける。

「……こちらこそ」

　返した言葉のニュアンスが曖あい昧まいすぎて、いまいち伝わらなかったらしく、ハルが「ＯＫなの？　そうじゃないの？」というような顔をした。

　何度も言いなおすのは恥ずかしかったが、暁は左手を取るハルの手に触れる。

「不ふ束つつか者ものですが、よろしくお願いします」

　ここは、日本人らしく返そうと、了承の言葉を口にすると、ハルはぱっと表情を輝かせ、飛びついて来た。

「生ナマ『フツツカモノ』……！」

「そこなの!?」

　抱き付かれた勢いのまま、暁は後ろに倒れそうになる。けれどハルが腕の中に暁を抱き込んで、自分が下になるよう回転しながら転がった。

　はしゃいだ声を上げながら、愛しています、と英語と日本語で交互に繰り返して、ハルがキスの雨を降らせてくる。

　ハルの上に乗っかる形でどうにかそれに応えながら、いつのまにか暁も笑っていた。

　興奮して息を上げているハルに、自らもキスを返す。

「俺も……愛してるよ、ハル」

　面おも映はゆい気持ちを抱きながら、小さな声で愛を告げる。ハルはキスをするのをぴたりとやめ、暁を抱きしめたまま腹筋だけで体を起こした。

　一体どうしたのかと目を瞬しばたたかせている暁の体を抱き上げ、ハルはベッドに移動する。放り投げられたが、柔らかく大きなベッドだったのでそれほど衝撃はない。

「暁……！」

　体勢を立て直すより早く、ハルが伸し掛かってくる。その勢いは少し怖いくらいだったが、それほどまでに求められていると思うと嬉しくて、胸が高鳴るのを抑えきれない。

　いつの間にか、吐息が熱く震えていた。

　王子様然としているのに、どこか獰どう猛もうな雰囲気があって、一体これから彼にどうされてしまうのだろうと想像すると、はしたなく身が震えた。

　こくりと息を飲んで、自分の上で彼が上着を脱ぎ捨てるのを見つめる。

「今日はちょっと……抑えがきかないかもしれません」

　熱を孕はらんだ声で囁ささやき、ハルは首元をくつろげ、ネクタイを引き抜いた。その所作が思いのほか色っぽくて、目が釘くぎづけになる。

　よほど物欲しげな目で見てしまったのか、ハルが怪け訝げんそうに顔を覗き込んできた。

「どうしました、暁」

「……や、なんか……いつもと雰囲気違う服着てるから……」

「変ですか？」

　ハルの言葉に、暁はぶんぶんと首を横に振る。

「逆だよ。すごく、かっこいい。……だから、なんかどきどきして」

　普段なら言いそうにないことも、今は雰囲気にのまれて喋しゃべってしまう。

　ハルは目を丸くして、それから彼にしては珍しく、意地悪そうに笑った。

「じゃあ、最初は着たままでしましょうか？」

「えっ……？」

　そう宣言して笑い、ハルはそれ以上脱ぐのをやめ、暁のバスローブの紐ひもを解いた。

　露わになった胸元に口づけをしながら、ハルは暁の身に着けているものを全て剥いでいく。相変わらず自分の体は貧相で、彫刻のようなプロポーションのハルと並ぶのもいやだったけれど、一方的に裸なのはもっと恥ずかしい。

「やだ、ハルも……」

「はい、あとで僕も脱ぎます」

　にっこりと笑いながらハルに拒まれ、暁は羞しゅう恥ちで泣きそうになる。

　ハルはそれに気づかないままヘッドボードに置かれていたローションを手に伸ばし、すぐに暁の下か肢しに手を伸ばした。

「待って、あ……っ」

　ぬるついた指が体の中に入ってくる。自分でもわかるくらいに、ハルの指を簡単に飲み込んでしまう。

　流石さすがにハルも怪訝に思ったようで、一瞬指が止まった。そして、確認するように、すぐに指が増やされる。

「ん、っ」

　それもあっさり飲み込んでしまった暁は、いたたまれなくて手で顔を隠した。ぬち、と音を立てながら指を動かし、ハルが暁の名前を呼ぶ。

「暁……あの」

「……言わないで、頼むから」

　きっと、ハルは久しぶりに抱く暁の体を優しく解ほぐそうとしてくれていたのだろう。

　けれど、暁のそこは、そんなハルの気き遣づかいを無に帰すように既に柔らかくほころんでいる。

　──……やっちゃった……死にたい。

　待ちきれなくて、風呂に入った段階で準備をしてしまっていたのだ。ある程度時間は経過したが、それでも一度柔らかくした体はハルの指を喜んで食はんでいる。

　いやらしいと思われたかもしれないと不安になり、そしてやる気満々だった自分が、ただただ恥ずかしい。

「恥ずかしがらないで、暁」

「……むり」

「素晴らしいです。これがナイジョノコウというやつですね？」

「違うと思う……」

　あまりの恥ずかしさに悶もん絶ぜつしそうになっている暁の脚を、ハルは大きく開かせた。

　思わず手を外して下を隠そうとすると、鼻先にキスをされた。

「嬉しいです。本当は今すぐにでも入れてしまいたくて、たまらなかったんです」

「ば、馬鹿なこと言うなってば……」

　ハルは前をくつろげて、暁の体に重なる。

「自信はないですが、乱暴にしないように、気を付けます」

「ん……っ、あ……」

　ほころんでいた場所に、大きな熱の塊かたまりが埋め込まれていく。

　久しぶりに受け入れるハルのものは苦しいくらいなのに、それを凌りょう駕がする快感に暁は身が震えた。

「あ、あ」

　暁の中に全部埋め込んで、ハルが息を吐く。それが肌にかかって、暁はびくんと身を震わせた。

　ぴりぴりと指先から這はい上あがってくる刺激に、唇を嚙んで堪こらえる。

「暁……？」

「ぁ……」

　久しぶりにハルを受け入れたせいか、くらくらする。先程まで感じていた苦しさや微かな疼とう痛つうはもうなくて、ただ快感ばかりが残って体が小さく震えた。

　まだハルが動いてもいないのに、勝手に暁の腰が動きそうになる。無意識に嚙んだ唇を擦こすり、わずかに身を捩よじった。

　きゅっとハルのものを締め付けてしまい、覆いかぶさるハルが息を詰める。

「暁……、誘ってるんですか」

「……え？　……ぅあっ！」

　がん、と急に腰を打ち付けられて、その衝しょう撃げきに暁は達してしまう。

　とろりと腹の上に零こぼれた自分の体液を、暁はぽかんと見つめた。遅れてせりあがってきた絶頂感に、内うち腿ももが震える。暁の脚を愛あい撫ぶしながら、ハルはもう一度腰を突き立てた。

「あ、ぁ……っ」

「暁、すごい。ここ、熱くて」

　興奮し、ハルが声を上ずらせて暁の体を揺さぶる。暁は快感に泣きながら、ハルのシャツを摑つかんだ。

「あ、っあ、待って、ハル」

「待ちません、ごめんなさい」

　そう言って、ハルはまだ落ち着かない暁の腰を押さえて深く抉えぐってくる。

「っ、暁……」

　色っぽい掠かすれ声ごえで名前を呼び、ハルの体が強こわ張ばる。

「あっ……、中……！」

　深いところで、ハルが熱を吐き出した感触がして、一瞬気が遠くなりかける。じわりと体の中から広がる感覚に、暁は再び達した。

「ふ、ぅあ、……っあぁ、っ」

　まだ敏感な中を擦るように抜かれ、肌が粟あわ立だつ。排はい泄せつ感かんにも似たそれは、暁の体を震わせた。

　シーツを摑んで堪え、ようやく解かれた結合にほっと息を吐く。

　胸を喘あえがせてぼんやりしていると、力の入らない体を俯うつぶせに返された。

「……ハル、待って」

　まだ熱が去らず、神経が剥むき出だしになったように色々なところが感じやすくなっている。

　もう少し待ってと訴うったえるのに、ハルは俯せになった暁の腰を高く持ち上げ、尻を捲めくった。

「ハル、嘘、待っ、……！」

「待ちません。待てないです、暁、もっと僕を求めてください」

　熱に浮かされたような声で言い、ハルが再び性急に体を貫いてくる。

「ん、あぁっ」

　中に出されていた体液が潤じゅん滑かつ剤ざいになり、先程よりも中がスムーズに滑すべり、淫いん靡びな音が響いた。

　より羞恥が増し、暁はシーツに縋すがって頭を振る。

「や……、いや、やだっ！　ハル、やだぁ……っ」

　痛みも圧迫感もなくて、快感しかない。

　けれどそれが行き過ぎても辛つらいのだと、どう言えばわかってもらえるのだろう。求められることも嬉しくて、怖くて、どうしようもなくて涙が止まらない。

「いやですか？　……本当に？」

　掠れた声に、暁は唇を嚙んでぞくぞくと震える。泣きながら首を振り、気持ちいい、と呟いた。

「ハル、いい……それ、好き」

「っ、暁……！」

　ハルが、腰を打ちつけながら、時折英語でなにかを呟く。それはハルの余裕のなさの表れだ。それだけ彼が自分に没頭しているのだと知れて、体が昂ぶる。

　もう思考は滅茶苦茶になっていて、暁は涙声で喘いだ。

「あ、っ、ぅあ」

　逃げた体を、背後から伸びてきた両腕に拘束された。ぎゅっと抱きしめられ、自分でもわかるくらい嬉しげな嬌きょう声せいを上げてしまう。
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「あぁ……っ、あ、っう、……っ」

「暁、暁……っ」

　それに興奮したように、ハルは暁の首筋や肩に歯を立てた。

　揺さぶられ、馬鹿みたいに喘ぎ声しか出てこない。しかもその声はだらしないほど甘ったるく、まるで媚びるように響いた。

「あ、ぁ……──！」

　あっと言う間に追いつめられて、ハルにきつく抱かれたまま暁は達した。

「あっあ、あ」

　がくがくと震える体を一ひと際きわ強く突き上げられ、再び熱いものが浴びせられる。もう指一本も動かないと思っていたのに、強制的に味わわされる絶頂感に肢し体たいが痙けい攣れんした。

　顎あごを摑つかまれ、肩越しに振り向かされる。自分から舌を出し、ハルのものへ絡めた。どこもかしこも溶けてしまいそうで、全身の力がだらりと抜ける。

　手を離されれば体を支えることも出来なくて、そのまま暁はベッドに沈しずんだ。荒い呼吸を吐きながら、ハルを見上げる。

「ん……っ」

　まだ少し硬いものを引き抜き、ハルはすっかり汗ばんだ前髪をかき上げた。

　その所作が色っぽくて、暁はつい見とれてしまう。

　もう今更だったが、ハルは身に着けていた服を脱ぎ捨て、暁と同じ一糸まとわぬ姿になってベッドにもぐりこんできた。

「好きです。愛してます。暁」

「うん……俺も」

　まだ熱を帯びたままの肌に優しく触れ、抱き合う。

　唇を合わせながら、互いに何度も好きと繰り返した。

「……サプライズにこだわって、暁を傷つけてごめんなさい」

　指にはめてくれた指輪にキスをしながら改めて謝ってきたハルに、暁は苦笑する。

「もういいよ。終わりよければすべてよし、って言葉もあるし……というか、俺もハルのこと信じてあげられなくて、ごめん」

　ずっと暁のことを思ってくれていたハルに比べ、自分はなんと薄情なのかとも思う。

　この旅行でもこんなサプライズを仕掛けてきたハルのことを思うと、すんなり受け入れられなかったこちらのほうが申し訳なくなる。

「傷ついたろ、ハルも」

　あまり気にしないでというには、自分も先走りすぎていたので、暁も反省する点は大いにある。だからごめん、と重ねると、ハルは泣きそうに相そう好ごうを崩し、暁の指に何度も何度も唇を寄せた。

　そして、たまらなくなったのか、両腕で暁を抱きしめてくれる。

「暁、好きです。愛しています」

　苦しいくらいの抱ほう擁ように、暁はなんだか込み上げてくるものを感じながら、小さく頷いた。













　翌日は、ホテルをチェックアウトしてまっすぐ大学へと向かい、世話になった二人にお土産みやげを持って行った。

　夏休みだというのに院の研究室に残っていた中ちゅう鉢ばちが、よかったなと素直に祝福してくれたのに対し、來らい徳とくは相変わらずのにやけ顔で「新婚さんいらっしゃーい」と二人を揶や揄ゆしつつ迎え入れてくれた。

　聞けば、あのプロポーズの言葉が浮かび上がったビルの窓文字の手配をしてくれたのは來徳だったらしい。どんな言葉を書くか等はハルが直接打ち合わせをしたので來徳は知らないはずなのだが、窓文字のプロポーズはうまくいったの？　と意地悪に問うてきてハルを困惑させた。

　來徳は「『出会って一年の記念日に窓文字』と『アメリカ人』と言えばサプライズプロポーズでしょ」という謎なぞの方程式を打ち立てて来た。実際そうだったので、なんともいたたまれない思いをしてしまった。

　これでまた揶揄からかわれるネタができてしまったと暁あきらはげっそりとしたのだが、ハルは牽けん制せいになったとご満悦の様子だ。

　大学を後にして、数日振りの自宅へと戻る。

　それぞれに荷物を解き、雨戸や締め切っていた障しょう子じなどを全て開放する。蒸し暑い部屋の中に、夕暮れの風が流れ込んでくる。

　縁側に腰を下ろして庭を眺ながめていると、部屋着に着替えてきたハルも傍かたわらに腰を下ろした。外からはあまり見えないが、縁側ではハルは密着してこない。代わりに、そっと手を繫つないでくる。絡めた指に指輪が光るのを見て、暁は頰を緩ゆるませた。

「暁」

　優しい低音が耳を擽くすぐり、ハルの顔がそっと近づく。自然と目を閉じると、唇が触れた。まるで初めてのキスのように、深く交わらず、すぐに離れていく。

　お互いに面おも映はゆかったのか、目が合うなり笑いあってしまった。

「暁、今日の晩御飯は、なににしますか」

「そうだなぁ」

　うーん、と思案しつつ、ふと疑問に浮かんだ言葉を暁は口にする。

「……そういえば、プロポーズのあれって、自分で考えたの？　オムライスの」

「ああ。日本にも『お約束のプロポーズ』ってあるじゃないですか。それを参考にしました」

「あー……同じ墓に入ろうとか、毎朝味み噌そ汁しるを作って、とか？」

「それです！」

　つまりその味噌汁のくだりを、自分が好きなものにアレンジしたらしい。

「あ、でも『毎日オムライスを作ってください』じゃないんだね」

　流石さすがにオムライスを毎日は無理だからか、と笑うと、ハルはきょとんと目を丸くした。

「そうじゃないです」

「え？」

「僕は、暁が作ってくれるオムライスが大好きです。でも、ただそれを待ってるのではなくて、僕もお手伝いしたいです」

　きゅっと手を握って、ハルが笑う。

「そうして、おじいさんになっても、暁と二人で、暁と作ったオムライスが食べたいです。だから、『僕と一緒にオムライスを食べませんか？』にしました」

　穏やかな口調で未来の話をするハルに、暁は言葉に詰まる。

　誰かと付き合っていても別れるのは当たり前だと思って、未来を夢見たことはなかった。けれど、ハルは違うのだ。そして自分も、もう違っていいのだ。

　オムライスを並んで食べる自分たちの未来が想像できて、暁は胸を打たれる。

「暁、幸せになりましょう！」

　ぎゅっと両腕に抱きしめられて、暁は無言で頷いた。口を開いたら、泣いてしまいそうな気がしたからだ。

　きっとハルはそれをわかっていて、ずっと、暁の頭を撫なでながら抱きしめてくれた。










　　　　あ　と　が　き







　はじめまして、こんにちは。オムライスはとろとろ卵よりも薄焼き卵でくるむ派、栗くり城き偲しのぶと申します。

　この度は拙せっ作さく『ダーリン、アイラブユー』をお手にとって頂いただきましてありがとうございました。楽しんで頂けましたら幸いです。




　カップルのどちらかが外国人というのは、多分私は今作が初めてで、書くときにちょっと緊きん張ちょうしました。外国人の出てくるＢＬというと、もっと華はなやかな感じにしないといけないのかなぁ……と思いつつも、結局ロマンスからは程遠いいつもの感じです。

　ここ数年、外国人（の意見で日本のカルチャーを浮き彫りにする）番組などが増えて来た気がするのですが、この話を書くに至ったきっかけはそういう当世の流行を取り入れようということではなくて、単に「素面しらふでも物もの凄すごく受を口く説どく攻を書こう」という目的があったからです。

　なので、雑誌掲載分の「ダーリン、アイラブユー」を書く前から「ベイビー、アイニードユー」でのとあるシーンを書くことだけは決まっていました（一応ネタバレ防止に伏せてみました）。外国人ならきっと派手に口説いてくれるだろう！　と（当人比で）思い切りよくハルの口説くシーンは書けた気がします。

　でも何な故ぜですかね、担当さんと「うふふ、こういうの素敵ですよね」みたいな会話ではなく、必ず笑い交じり（時に爆笑）で本が出来ていきました……。ロマンスとは……。

　アメリカ人のセオリーを見たり聞いたりしたときに「こういうのって、素敵だな」と思ったのがきっかけではあったんですけど……。

　ちなみに窓のあれは、実際にやるといくらかかるのかわかりませんが、してくれるところは探せばあるそうです。でも多分電光掲示板などのほうが現実的かもしれないですね。でも窓でやりたかった……。




　そういえば、ハルは作中で結構汚い言葉を使っているのですが、あれは罵ば倒とう語ごだからで、普段からああいう言葉遣づかいである、という訳ではないと思って頂けるとありがたいです。英語で喋しゃべっていても日本語で話しているときとそれほど印象が変わらない言葉遣いなイメージです。

　でもそういう普段は穏やかな人が、いきなりキレて口汚くなったらそれはそれでビビるか……？　と今ふと気が付きました。うーん。




　そんなハルというキャラですが、雑誌掲載分の感想を頂いたときにＴシャツに言及してくださった方が沢山おられて、柄がら（文字）は一応全部自分で必死に考えていたので嬉しかったです（もし実在する商品があったらすみません）。その中に、「暁あきらの書いた文字をシルクスクリーンでＴシャツにしてもらえばいいのに」と仰おっしゃっていた方がいらして、それも素敵だけど、ハルにそういう知識がなくてそのまま筆で書かせてシャツ一枚くらい駄目にしてそう、と思いました（笑）。

　考えるのは大変なりに楽しかったんですけど、多分私より他の方のほうが大変だった気がします。

「道ド産サン子コざんぎずむ」なんて徒いたずらに書体まで指定してしまったもので、みずかね先生のお手持ちの書体にない→デザイナーさんが作る、という二段構え。「除雪車除雪作業中」は、打ち合わせのとき担当さんがとても言いにくそうにしてらっしゃった、という無駄に煩わずらわしい感じに（笑）。すみません。




　今回はちょっと後書きのページ数が多いので、私と外国人のお話でも。

　来日している方とお会いする機会が結構あるのですが、私は未いまだにハルのような「ニンジャー！　フジヤマー！」みたいなタイプはお会いしたことがありません（笑）。寧むしろ日本人より観光していたり、日本人より色々なことに詳くわしかったりする方に出くわします。

　この間お会いした母くらいの年齢の女性は「『源氏物語』と夏なつ目め漱そう石せきが好きで、日本人に好きかどうか訊きくんだけど、なかなか読んでる人に出会えないの……」としょんぼりしていました。逆になにかおすすめはありますかと訊いたら、全米でベストセラーになった官能小説を「エキサイティングよ！」と推おされました……。何故それを……。

　そんな中、先日来日したばかりという学生さんとお話をしていて「日本に来て驚いたことは？」と訊いたら「この間電器屋で男性二人組にお友達になりましょうと声をかけられて、食事に行った後、ビルに連れていかれて……」と言い出してぎょっとしました。「ビルで一体なにが!?」と訊いたら「（多分）宗教に勧誘されました！」と笑顔で返答。

　カルチャーショック的な話を訊こうと思ったら、予想外のボールが返ってきて驚きました……学生さんも男性なのですが、あまり知らない人にホイホイついて行っちゃいけませんよ、と慌てて言っておきました。不安だ。




　イラストは雑誌掲載時に引き続き、みずかねりょう先生に描いて頂くことができました。

　みずかね先生に描いて頂いたハルが、「イケメンでノーブルなアメリカ人！」という感じで、イラストにして頂いたときに思わずにこにこしてしまいました。そしてそのイケメンに変Ｔシャツを着せる心苦しさったらないです（笑）。

　暁もものすごくたおやかな和風美人にして頂いて、心底ときめきました。ヤマトナデシコー！　白い服がさらりと似合いそうな美青年です……。ハルにスーツを着せよう！　と思ってはいたのですが、こうなったら暁には和服を着せればよかったかなーと……そこが心残りです。

　書き下ろし分では來らい徳とくのイラストも入れて頂けることになっているので、本になって拝見するのが楽しみです（もしかしたら顔映うつってないかもしれませんが）。

　お忙しいところありがとうございました！




　いつもお世話になっております担当様。そういえば、最近バターケーキの話をしていましたが、この本でも日本式とアメリカ式のショートケーキの話とか入れればよかったかも……と今更思ったりしました。

　今回はＧＷ中に「もう駄目かもしれない……！」と何度思ったかわかりませんが、無事出来上がってよかったです。今後ともよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、この本をお手にとって頂いた皆様に、心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

　またどこかでお目にかかれたら嬉しいです。
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